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ZmSS.S97以上船尾に坂付けたCPZ-8F

(8F型30×150×300m/m)

三菱金蹄鉱業会舐の精煉した仙界．
最高純度の加鉛で作られた防蝕咽
111i鉛陽鹿CPZの取付で水中部鉄面
の腐蝕は防げます。（説明書進呈）
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三菱金属鉱業株式会社
東京都千代田区大手ll11-1丁目6番地（大手ピル）

寵話(23)2431･3321.4311

総代理店三菱商事株式会社
電話（'8）1021．1031．2021

旧
“

設計施エ日本防蝕エ業株式会社
電輔（25）5279．．197（）・3239

..,‐安包 . 匙 w ， J ､ 趣 . 亨 . 、 少 ． ，皇一一△‐一‐‐…．．，｡．．，再 一，。、．．！

､鰯川崎MAN
ゼル樵働ヂ閨

南

旱
100－130r､p･m

2700～9500HP

用途船舶主機，補機

発電機

一般 動力 用

』

川崎重工業楡煮蕾祗
本祗榊戸市生田区東川崎町2丁目14番地

麦店東京都港区芝田村町1丁目1ノ1（日比谷ピル7階〕
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航海の安全はNEOPREN医で…‐
ネオプレン塗装は防蝕,絶縁に對し

素晴しい効果があります

舶用パルノ･には一般に眞鐡で繊取した銅鐵

製のものを使用し，稀には青銅製のものを

俊夫のが普通ですが，海水の腐蝕叉は流電

作用に對してはど･ららも不完全です。

す､オフ･レン嬢裟の舶用バルブが初めて据え

られたのは1948年11月でした。眞鐵縁取の

L()n.lの鋼鐵製バルブにネオプレンの二重塗

艘で厚さ堆吋に仕上げ，更にこれを加熱虚

押したものです。このバルブは接合面に塗

装しただけで填隙環なしで据えられました

が，結果は毎回の定期検査に於て素晴し〈

艮灯な状態にあることが立證されました。
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燃料油清浄機
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頁

ディーゼル油用

パンカー油用

｜
潤滑油清浄機

ディーゼル

タービン油用

其他各種遠心分離機
望

瑞典セノルーダー会赴日本總代理店

晨獺産業株式會融機械部
大阪'ij西両立寳卿南邇1丁目I爵地
認話新町(53)40～1.950～6･3101～5

収京女i,li東京都中央区日本橋小舟町2グ3"]2
髄話茅場町970
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バルコム貿易株式会社機械部の誇る様々な欧米の擬械装備の一

式は必ずや貴方のあらゆる工場の御要求を蒜すものと信じます
I今ウィルソン空氣式カーブドチューブクリーナー
I刻面の子･'〕-．÷一は粉末状の沈積物(スケール)や又固形状
の砿ぃ沈糖物(スケール）に対寸-る-ノランュー‘《-トリル及びカ
ツ々一ヘッドを示す。

'､ン’ly1･反が取扱品目在唯炎等は御辿噛なくどしどし随時
下記にお問合せ1．.さい。 §
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処理能力(L/H)

｜燕~黙,”
織械／′ターヒ､/及ディーゼル
型式／ディーゼル

｜‘…“
油

〆〃油諏潤滑油
〆

N･”-V12000~2う00,2500~300012000~2500
米国シヤープレス・コーポレーション日本総代理店

セントリフューガス･リミテッド日本総代理店

函T業株式会赴
本牡東京都中央区銀座1の0(皆川ピル内）

磁話京橘(56)8681(代表),8682～E

神戸出謹所神戸市生田区京町79〔日本ピル内〕稲話蕊合〔2〕0288
エ喝東京都品川区北品川4の535電話大崎〔49〕4679．1”§
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レガスビイ号（貨客船）

船主

造 船 所

フィリピン°エバレツト汽船会社

日立造船。桜島工渇

長（垂)80.00m

幅（型)12.50m

深（上甲坂蚕で)5.50m

吃水（計画満徹)5.00m

聡噸 数2 ,1 30 噸

載貨重愛1,950砿

速力〔最大）15.50節

主磯日立B&Wヂーゼル験関×1

出力2,870B・HP｡

船 級AB

起工29－12－15

進水 30 －8 －1 1

竣工30-10-20
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株式会而土
阿波国共同汽船株式会社

三菱造船・広島造船所

船室

造船駅

東京計器製造所
米国スペリー社･キデイ社｡ベンデイクス社提携

スペリージャィ祠コンバス

マリンレーダー，ローラン

キデ,f火災探知並消火装置

・ペンディクスデプスレコーグー
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1．， 機

{II7]
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進 水

竣工

東京都ノ〈IﾓI腿東蒲IH4-31

TEL蒲H1(73)2211-9

神戸市化｢III<IWi町19同和ビル

TELノ世町(6)1891

大阪。門司。長崎。函館
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造船所三菱造船・広島造船所

農（垂〕 25m

幅（型） 5.30m

漆（型） 2.50m

総噸数 84.78噸

魚鱸容戟 85.60m3

燃料油艫 22.82m3

節
１
・
６
３
７

３
×
Ｐ
１
２

呼
津
函
雇
罪
生

し
０
一
一
一

ノ
０
０
０
０

ぜ
３
３
３
３

－ヂ

速
主
出
起
進
竣

力
磯
力
工
水
工

2000

音 響測深機測深機
、

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ魚群探知機…

方位測定機

＆

方位測定機140o

蕊蕊 Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｔ
４
１
■

!200I-l－－

超短波無線雷話機

’1000

風向風速計 職
｜

’
gOO ll／

灘
ー

~~

聯
電氣水温 計

悪

へ

GOoトー+－ ~

；’

’4-oo

海 上電機株式繭就
200

本社･東京神田橋

(TEL東京二九局8181-5)
2324?F2G27EF

一一一 一一



|lll1lllillllllllllllllll1l1lllllllllllllⅢⅢll11lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1lllllllllllllll
一一

電
●

ノ

ノ
ゥ戸D4 － gか 寺 。

γ‘、、

〆診皇､:
アンドロスキヤスル号

（ 油 槽 船 ）

、

ｊ
ｊ
ｙ

孔．
9｡』･ひ

I

〃

船 主

造船 所

オライオン汽船会社

三菱日本重エ業・横浜造船所

●

全長221.12m

長（垂)213.00m

幅（型)28.20m

深〔上甲板迄)15.22m

吃水〔計画)10.63m

総 噸 数 約 2 6 , 0 0 0 噸

赦貨重斌約39’000英トン

速力（滿威試運転）17.5節

主機二段減速歯車付

蒸気タービン×1

州力19,000SHP.

船 級AB

起工30－3－4

進水30-10-.17

竣工3L一s予定

師－4，

やマーー毎■
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園

齢
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一

雪

一

1二し、ソケス（垣化ピﾆｰﾙ樹脂瞳斜〕
→＝，イづくニー，，“謹侭、．－.＝…－－‐

』

．ビニレ、ソケス（垣化ピﾆｰﾙ樹脂瞳斜〕
｡LZプライマ－（鉄両用下鍍漆科〕

つの°CRマリーンペイント（答ﾝ雷鳥-総グ:)
・シアナミドヘルゴン（高麿のさび止護科）

船舶塗料・槌印船舶用調合ペイント《麟頗刷澪嫁露興》
・槌印無水銀鉄船々底塗料（鉄賠庵産漆呉）

。夕イカリツ卜〔防火喉科）

・ノンスリツブ（滑止途料）

日本ぺｲ

’
1

1

大阪市大淀区浦江北4

災京都品川区南品川4

’■
一一一一
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ワフラ

（ 油槽船）

号

船主 アメリカ･タイドウォーター

アソシエーテッドオイル社

三菱造船。長崎造船所造船所

全
長
幅
深
吃
総
載
速
主

長734ﾉｰ11/'

（型）698ﾉｰ10"

（型)100'-00''

〔上甲板迄 ）49ﾉｰ10〃

水（満載）36ﾉｰ6〃

噸数約27,400噸

貨 軍 堂 約 4 5,000英トン

力〔滿敏試運伝）約16.5節

機複汽筒ク百スコムパウンド・

二段減速タービン×1

"17,600S.H.P.

級 AB

工30－2－28

水30－10－5

工31－1－末予定

出
船
起
進
竣

遠心力式．酵計式，マグネット式
電蕊式，共他特殊型研 野博士 識借

星泌

'T.S.トーションメー

回輔礁算
窯倉本計署精醐

本工 堰東 申郡大田喧原町

漣鮎詞田(羽〕2ほり，恥濁

柏 工 埋 千 蕊 県柏間T柏・画話鞄



←カルテツクスメダン号

（油補船）

長（垂)82.30m幅（型)13_72m深〔型〕

6.25m吃水（滿鮫)5.01m総噸数約2,150

噸敏貨軍競約3,400慾主機アメリカ･ゼ

ネラルモー顔一ス社製ヂーゼル機関×2出

"800B.H.P・速力10.8節船級AB起

工30－5．－6進水30－9－19竣工30－

11-25予定

船菫オランダ・バシフイクタンカー会社
造船所日立造船・因島工場

←アレキサンドラ号

（油槽離）
､ﾐﾐー

、へ書、、

写ふ

伊'-－

、

、

ご葛／

ｊ
”

長（垂)197.00m幅〔型)26.･i0m深（型）
14.00m吃水（滿戦)10.50m総噸敏約
21,630噸載貨重鐙約33,000砿主機蒸汽
タービン×1出力15,000S.H.P.速力（航
海）16節船級LR起工30-2-18進水
30-10-18竣工31－1．中旬予定

船主リベリヤ･トランスオーシヤン．ナ
ビヶーション祗

造船所日立造船・因島工場
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← 太明丸

（貨物船）

長（垂)98.COm幅(")15.00m"(型）
7.70m吃水(滿撤)6.40Ln総噸齪約3,400."W

赦貨重艦約5,000地主磯日ヤ:B&Wヂーピ

ル機関×IHkj]2,050B.HP.速力135IW
船級NK

船主太平汽船株式会祗

造船所日立造船・向島工場
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四川の州""

興Ⅲ叩mlcⅢ剛RNINE
WTERHEATER

御法川オートマチック，オイルパーニングウオーターヒー

ターは船用袖助硴並に′1,型温水朧として誠に好適でありま

す。既に米軍上陸舟艇用として10数隻の御採用を賜り好評
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詞

船舶の安全性からみ7こ海洋の風波 眞鍋大覺
九州大畢7.畢枢睡用力學我室

助汝授

1緒 言

本邦近海において海上の暴風によって生ずる船舶の事

故は毎年絶えることがない．近くは昭和26年6月21日

周防雛において關西汽船の青葉丸がデラ台風にあって通

難し，昭和29年9〃26日第15號台風による函館溌内

の洞爺九以下5些の背函連絡船の惨事は今尚思い出も新

たなるものがあるが，漁船の海難に至っては愛に枚翠に

暇のない程の多数に上っている．職みれば明治8年中央

氣象蕊が東京に設遥されてから今年6月1日は浦83年
の記念日を迎えている．

岡田漣士の述べら恥るところによれば1)7氣象臺が氣象
測測業務以外に天氣溌報や暴風警報を出すようになった

のは，当時･匪侭省に勤めて海員瞼走の任に在ったクニツ

ピングが，日本近海には液難が非憎に多いから，これを

鯨減するためには河を措いても氣象電報を開姑し暴風通

報の仕辨を始めねばならぬと進言してからであって，同

時剛測に.よる最靭の天氣岡の作製は明治16年2月16日
となっている.この趣旨を更に徹底するため2)，同陣士

により世界で始めて氣祭通報無腺施設を有する海洋氣象
蕊が舟臓ﾐ協會その他の協力を得て刺1戸に設立されたのは
大正9年のことであった．このようにわれわれにとって

日総親しいものになっているラジオの天氣溌耀というも
のが麓は船舶の安全性の見地から開妬されたということ
は極めて興味深いものがある．

船は必ずしも波静かな内海あるいは滝内を航行するも，
のでない．一庭港外に出れば天氣は清朗といえどもうれ
りが速る海面であるが洋上において船力越遇する暴風や
波鴬が如何に大規模でかつ猛烈なものであるかというこ
とは，漁畷あるいは航海従事毒以外にはあまりよく認識
されていず：ややもす．れば陸上において地形等によって
弱められた風勢や海岸･で箪調に寄せる磯漉等》こよって瞳
かにその性質を想像しがちになる．著者感船舶安全法の
改正に際して本邦近海における海洋風波の各種の記謝こ
接すお擬愈を得たのでここにその概要を述べることとす
るがこの小文が演者誉位にいささかでも御参考になれば

幸に存ずるものである.‐.､

2．海洋風の成因と一般的性質

船舶に直換關侭のある海洋波はすべて海面上を吹きわ
たる海洋風によって發生する．習迩に慨を2種にわけ･て

905

“波浪”と“うねり”とに厩別しているが，波浪は波

長が比較的短く波頭は鋭いもの．うねりは反對に大きな

週期をもち波の形が一寸見分汁難い程極めて季坦なもの
と定義されているのは周知のとおりである3)．これを形

の上からでなくその成因から分類してみれば、波浪は現

在の海面上を吹いている風力によって生じている波であ
り，うねりは遥かに離れた遼方の洋上に在る暴風圏内に

發生した波浪が現在の海面に僻わって来たものというこ

とになる．いずれにしても海洋波は必ず海洋風がその原

因であることには塗りない．そこで海洋風の性質からみ
てゆくと第1岡は上が昭和24年6月青葉ﾒLを沈めたデ

錐1闘

う台風，中心示塵975mb,および下が昭和29年9月青
函連絡船5隻を沈めたマリー台風中心示度965ミリバー
ル’の避難常時漣おけ･る天氣剛であって，誕没位遥はそ
の中心に近い姫島沖並びに七飯濁巾である．この二つの
岡から暴風時:こ際してその風の性質がどんなものである
かとい‘うこと力到ﾐ髄によくわかる．まず台風う､らみてゆ
くと風力は中心に近づくにつれて益冷瀕勢になり風刺は



蝦旋状に中心に向って吸込まれている．低氣唾について

も属壌で第1圏上の九州南西海上に在る"8mbの梅雨

低剰墾にその一斑がうかがわれる．低氣睡も台風も数本

の前線を随伴しており，前線附近では風がこれに向って

吹込むことは同じ上園の紀伊半島を擴鐵し房總沖に伸び

るものに現われている．前線あるいは低氣墾・台風の中

心力錘過すると當然その前後で風向が念愛ず．ることはす

ぐ･わかるであろう．天氣岡はある時貰lにおけ．る風勢の地

域的分布を現わしているが，次に或る地鮎における風勢

の時間的分布を與えるのはダインス風延計の記録で第’

岡に對鯉してそれぞれ當時の代表的な記鎌を第2岡に掲

げた.台風が接近するにつれて風速は次第に大きくなり，

n画目月毎

隼2岡

中心に入るや念jこ風が衰え，ついで風向迩轤し念に猛烈

な吹返しが起り，そして通過した後，姻い氣延腫度によ

る吹邊風が鍔時間つづく．上卿では約一盛夜平均の15

m/s価風がみられる．陸上ではこの吹邊恒風の存在は
あ輩り氣付.j､れていないけれども，これは日本列島の地

形が丁度これを遮るように出来ているからであるが，日

本近海の波の發達の主な原因はほとんどこの吹邊風に在

ることは注意せねばならぬ．また雨園とも風の最も遜財、

時期は中心の通過直後におこっていることで，この性質

も本邦近海では割合い多い傾向である．青葉丸でも洞爺

丸でも海中に没した時刻は吹返しの側であった．また台

風が本邦を通過する頃は既に韓珂後であるから進行速度

は大きくデラ台風は80km/h,15號台風に至っては100

km/hの異常な記録を残したが．これは蒲港するまで

には台風に遭遇しないと罐想したりあるいは,もう通過後

と誤認して出港-す司るというような状況判籔に野する危嶮
性も考えられる．特に本邦近海では，台風が南方洋上か

ら接近してくる鱈こ，本邦を東西に前線が延びていて，

これを台風が押上げるため，まず前線によってもあたか

；も爵風通過と同じような風勢逆轌の現象を起しやすいこ
とである．

本邦近海で四季を通じて吹く海洋風は大燈次のように
。なる4)．

まず第一は高氣睡による風で夏の頃海を渡って吹いて
くる南の風としてよく知られるのは小笠原高氣嘩こよる
ものであり2北の國で三寒四温とよくいわれているとお

り，猛烈な暴風雪が去った後の快清の海原を吹きわたる
風はシベリア高粛蕊によるものである．海洋では四季を
通じていつも】m/sないし4m/s程度の微風がなめら
かに’風の息も感ぜられぬ程一様に吹きっづいている．
これは波を生成發達させることはなく，うねりを減衰さ
せる作用をもっている．暴風の餘波が静まるのはこの風
のためである．

第二は澱による風である．その中特に湿いものは夏
の始めに薩睡沖から伊豆沖にかけて東西に伸びる停滞前
線であり・時を北上しては本邦に梅雨を降らせている
が’これがそのまま東西に走るために海上ではいつも風
雨が彊く見通しが悪くて悩まされる.そして氣流状況す
なわち風の息力極めて激しい性質がある．次に冬.の絵り
から春の始めに日本海から念に發達して千島へ去った低
氣砿がi且行する寒冷前磯であって北東から南西に長さ賀
に數千粁’千島から九州に達する程の大規模な地域を低
氣謹と同じ速度で梯い去るのであるが，低氣鼈の中心:ｳ、
ら極めて離れた思わぬ遠方ｲこまで前線の末端が伸び来る
のと’これが急激に通過し，かつその後に數避夜以上に
もおよぶ掴大な北西風が次織するので‘イ型船はあるい

は突風によって顛覆し，あるいは沖に出たまま途に歸れ
なくなったりして，特に本邦における多数の漁鐇の避難

の原因といえばこの§職によるものが殆んどといっても

差支えないのである．前線風としての特臘は吹綾時間が

906
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極めて長いということと，風向と風速が殆んど一定とい

うことの二つで，これが海洋波の發逵に極いて大きな意

義を有するものである．すなわち海面に發生した波は次

第に波長と波高とを塀して齪和状態にまで發育し波浪は

うねりに塗り逢には數千粁平方にもおよぶ海面が，同一

週期で同一方向に進む波列で蔽われるという#吠な景溺

を創遥するのである．

第三には低氣睡および台風による暴風がある・いずれ

もその雛迭は渦吠詮なしており中心の移動速度は大きい

ので，同一海面を長時洲に豆って荒らすことはなく風向

も風速も時を刻苓に鍵化するから前に述べた前繊のよう
に波の發達という作用はないかわりにその猛烈な風勢と
激しい風速愛動とによって海面には巨大な雄状の大篤が

發生し，吹きちぎられた波のしぶきで混沌たる海霧泡洙
の巷を現出する．低氣唾はその優勢なものは千島からベ
ーリング海にかけ･て一寸先も,みえ分かい猛吹雪を伴って
荒れるのがそれであって，これは冬から春にかけて勢を
奮うが稀には初夏の頃日本海に現われることがある・最
近の例をあげると昭和29年5月10日北海道を襲った低

氣唾は中心示庭965mbに逹し折から根室沖に出てい
た漁船数十隻を吹散らしてしまっていろ．丁度これ'と對

照的なのが季節も半年おくれて夏から秋に本土の南を豪

雨を伴って襲う台風である．この方は割合)ご大型船の遭
難が目立ち，前記の青葉九や青函連絡船洞爺丸･北見丸,
十勝丸，日高丸．第十一青函丸の他に昭和29年5月佛
印沿岸の辰和丸,昭和8年10月瀬戸内海での屋島丸，ま
た鑑艇では大正11年8月カムチャッヵで釿高が沈没して
おり．昭和10年9月には三陸沖で初雪・夕霧の艦首切
断等が學げられている．

以上を總括してその性質をまとめると次のように表わ

す．ことが出来るであろう．
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第 3 回

上は2mb鰯こ歴切ったが，これが大謹台風と低氣窪と

の境にもなっている．低氣遜はzOOSmbが最大頻度を

示し，稀には9mmbという台風に匹敵するものも現わ

れている．台風の方は980mbを頂鮎として一方的に次

第に減少している黙が異るのである．これらの中心附近

でIま風速の最大がどれ窪に逵ずるを海上および陸上の観

測値から霊いたのが第4岡であって，これから氣裳通報

を受信し，あるいは天氣圃をみて大鐙の見當をつけるこ

とが出来るであろう．鮎の散在庭はかなり大きいけれど
も溺測地鮎を完全に中心が通過することは爺であり，風
速は海面上からの高さや周囲の地勢に影審されることが
多いからこの程鹿はやむを得ないと思われる．次に風の
規模を示ずために10分間の最大風速と24時間の平均風
速との關係を第5岡に示した．最大風速ど平均風速と
は．ある風速までは比例的關係にあり，ここまでは最大
風速力婚せぱ平均風速も増すが，これを越すと平均風速
は減少してくる．この風速は間でわかるとおり低氣墜は
最大風速26m/s,台風は36m/sの近傍で，これを頂黙
とした二等遷三角形状の分布になっている．

3．風と波との關係

海洋の風と波との關襄すなわちどIT位の風速の職こど
れ位の波高あるいは波長の斑が生じるかということは近
年になって漸く解決きれた問題である息〕、昔から風速と
波長あるいは波高，波速とを直接儲ぴつけた実験式はシ
ョットおよびアントアンの南氏によって輿えられていた
が3)，最近スフニルドラッフ･とムンクの雨氏によって耐〕

βと6という無次元指数を導入す．ることから波の性質
の時謝的あるいは距離的鍵化お詳細に解肝出来るように

なった．ここにβは波速と風速との比であり，6は波

波に對する作用
船舶の遭難波浪|う”

風の性質
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本邦近海で1年を通じて何回位低氣蕊や台風が發生し

ているかを毎日の天氣固の上から統計をとったのが第3

岡で，中心の氣睡示度と年間の發現回數を示している．

その数は驚くべき多数で乎均1日1.6個の暴風圏が本邦

近海のどこかに現われるわけで發生回数と示度推定の精

度とを考慮して980mb以下は10mb毎に,980mb以
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長と波高との比であるその原理は波の持つエネルギー

は，風-Fの方,句に風が仰えてゆくという現蒙から出發

し,風ｳ披面に.およぽず作爾を二つに分けて,その一つは

風の慶行力，す冗十>も波立つ海面と海上の室氣の流れと

の相對運励によって生ずる摩擦力と，その二は風の推進
力すなわち風が波の斜面を押しやる力の二つになるも

のとした．参考までに直接船の安全性に關係の深い風披

の生成あるいは減褒の式をまとめて醤測･ぱ次のようなも
のである．

‐吾旦鮮i-=R[士霞ユ
Eは波のエネルギー,Cは波速.Rは風の推進力．
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第6園

RTは風の曳行力である．これを上記のβ（波齢)=C習船進徳丸の記録とを筆者ぶ魔理した値である．6はあ
(波速)÷u(風速),6(岨度)=H(波高)÷L(波長）る極大値0.10を有し’この時βは0.4である．

6－β曲線について今少し<襯察を績矧･ると次のように
で置きかえるとAおよびαを常数gを重力加速度と

なる．
して，

β＝0．0－‐一ヶ0．4－→1．4－－→－

‐糸(β響談uり=Ag[1Etc(1-B)2)β262u4 6＝0.055.………･･0.10ｺ…………0.022…………QO22

=0.2237L1jg2.5(1－β)2)p262u4, （増加）（極大）（減少）（極小）（一定）

+.:B<1,-:B>0.o.まりβはこれに對應する6の劉上から三段階に麗切
ただLuの単位をm/s(秒速),tの単位をhour(時）られることを知る．次にこれらが海洋波のいかなる性質
とする‘)．βと6との間には自然に一定の關係が存在となって表面に現われるかは，上式をいろいろな風速状
しておりこれを第6間中の慰鶴で定義される曲線が用い態に對して識分した多數の結果から綜合せねばならぬ
られている．畷測値は中央氣象蕊および海上保安鱸所腸が，解併した-例を第8岡に掲げておく．この時の風速
の定鮎獺測船による記録と，水路部長須田博士による練状況は第7園のとおりで昭和27年秋．北方定鮎（北緯
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39度，東挫153度）の津上に在って卿測iこ從事していた

識海丸（つがる）による韻リイ台風の記録である．岡中
黒黙を熱線で結んだの力興速經過を示し，週期T=g/
27Z(Bu)よりβの鍵化を第8園の黒鮎と製線の屈折線で

表わしてある．細いf蟻農で描かれた曲線は筆渚力癖肝0）
した3時淵毎こ發生ずる波の發萱釧兄であって，風速の

盛衰を水平軸の各時聞（日本票僅群）と比較きれたい．

βの小さい部分は波浪，大きい部分ばうねりに對應する
ことは波長がL=27r/g(Bu)2で表わされることからす
ぐ・わかる・下から上昇季るのは次ぐにまず細波として海
面に發生する波浪である．上から降りて来るものは現在
その減面に存在しているうねりである．10月1日15時
を境としてその前隆でβの溌子が全く塗っているのiこ

まず氣付くであろう．15時以前は，うねりのβは風速
の増加（台風の接近）とともにどんどん減少している
が’波浪のβは急Iこβ=0.4に上昇したまま時:閉の經
過に無關係籏這い状態を示している．そして雨者は風速
の最大状態で相接し，遂には合一し，そのまま風速が衰
え台風が遠ざかっても離れることはないのである．風速
が落ちるとβは次第に上昇をはじめる．これは猛烈な
波浪が次第に澗笥を減じ波長を増してうねりに鍵りつつ
ある状態である．それと同時に海面には絶えず新しい波
浪が發生しているがβの上昇は中心が接近以前のよう
に念に増加して0．4にとどまることはなくゆるやかに墹
加している．これらの事変あいるは獺測結果はいずれも
解所値とは極めてよく一致しているが，海上生活の紐蟻
がある人ならば，風が立ってくると緬薗が一面に細い小

さな三角波がざわめき，これが大きな規則だったうねり
に乘ってゆるやかに昇降し，暴風中心ではもううねりと
波浪の織りは困難となって大薦が荒れ狂い，次に次第に
中心が遼ざかつてゆけば波高は減少するかわりに海面は
大小さ霞ざまの波が入り則れてそれが次第に単一なうね

8 園

りに化して残ってゆく經過をよく記憶しておられるであ

ろう．これら諸現象のすべてが，第8岡のβの愛化と

分布の中に含まれているのである．うねりを下げ，波浪
を引上げる海洋風の統合作用がよく現われている．

βの三段階を海洋波に鋤腰させるとそれは次のような
ものになるであろう．

β＝0.0－→0．4－－－－→1．4－－－－－→,｡。

波の舩態（發生期）’（發逵期）’（消滅期）
－ －

波浪一→う紅り

風の鵬況(鷲)→(繩)→(雑)→(靜躍）
次の暴風が接近して再び風がおこりはじめるとβ＝－

からβ＝0.0に戻る．そして新しく波↓ま發達し始めるの

である.風勢が最高朝に達する暴風中心の緬面ではすべ

てβ=0.4に化まることは特iこ箸る．しい性質であって僅
かの例外を除いてほとんどどの暴風にも必ずみられる．
また暴風の前後を通じて波の週期が波高に比べてはあま
り鍵化しないということも上述の解肝方法から導き得ら

れるのであるが，これは第9岡および第'0岡によって
鍵澄される．いずれも定黙観測緒の記録を筆者がまとめ
たもので,當時の氣象状態を詳細に調査して選隠してあ

るが，第9圖は最大波高と最大風速との關県で鮎線ま
B=O.4の時の値，すなわちH=27r/g・βu)26にg=9.8

m/secg,B=0.4,6=0.1を代入して

H-(*u)'.H(m)"(mﾉs)
となる曲線である．第10岡は中心風速が35m/s,30m

/sおよび25m/sの時の暴風前後の渡の週期と最大風

速との關熊でT=27r/g･(Bu)にβ=0.4を代入して

唾雲÷um".T(sec),u,,$､(m''s)
となる．これらはいずれも極めて簡単な算式であるが，

天氣圖上で低氣嘩あるいは台風の中心恭庭がわかればま
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れぞれ見當をつけることが出来る．もとより中心からあ

まり離れると澱の分布力喫って漉笥を減じ週期を珊して

うねり化が始まるので少しずれてはくるが，普通の暴風

圏約半径5COkm以内の海域ならば1-分にI鋤こあうよう

である．

風が波におよぼす作用についてもう少し械足しておく

と，風の臓謹力並びに推進力すなわち前記のR･rおよ

r)<RN力誹常に利くのは恒風の場合を除けば風速が鍵

化する時は0.0≦β≦0.4の間だけである．これは波浪の
發生のごく初期に遥力に作用することであり，波浪を次
第にうねりへ座し延すには極めて長､‘､間かかるというこ
とにもなる．前に述べたとおり恒風がつづく氣醗酊握は
寒冷前燃が通過後の海域であるが低氣唾や台風の鐸丘弥
は第8岡の10月1日15時以前の波浪の如くβ≦n.4で
おさえられる腕兄Iこあるため，風の遥波力が極庭に發揮
されているわけである．ところがこれ以外の暴風中心通

V

過後から吹邊風綾行までの風勢が減ずる期間大鐙にお
いて0.7＜β＜1.4の範團では波の損性力d(EC)/Cdt
が璽倒的で風の摩擦力や推進力は全く無力になる・波
はこの間，波浪とうねりとを併合して謹力i冤發達し’風
勢には左右されぬ．つまり式で書け．ぱ

９
－1

12

』
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4 一

2
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一

J10ZD最芙強醗0

隼9 園

告型:里-雲o
すなわち62B5u5=const.

最大風速の時の値を6,,n,6,,',u#nmとすれば，

（器)図･(β謡面)‘=’
である．たとえば暴風中心の最大風速を知ればβ,,,=O.3
~0.46,,,=0.09～0.10としてその間の波の發逢伽兄の消
息が完全に知られる．第'0岡の週期が風速に網淵係と
いうのもこの式から數徹勺に誘導されるのである．海上
風が波におよぼす影響は大謹次のとおりである．前線で
も低索嘩あるいは台風でも，その中心が近づくと．まず風
速が増し，中心で風が急に薄ら，つづいて猛烈な吹返し
の後次第に衰え，そして長い恒風が綾いた後，麟遮風
の静穏に戻るという第2固のようなのが最も典型的な經
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12

過であるから，波の主要部分は

…廻避一浬二盤一堂襄竺竺
風の造波力…簸頚消失(無力）

と鍵化ずる．

4．暴風經過と船舶の動揺

以上で風と波との解説を経って暴風圏内の船の横獅己
進むことにする．第7岡には平均動揺角eu,eanと最大
動癌角emKBxを記入してあるから容易に風速の消長と

聡10
,鍬風演c

"10"

ず第4剛から中心の最大風速を出しこれを基にして第9
圖より最大波高，第10団より暴風圏内の波の週期をそ
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謡く，風勢の畷加速変も大きいのでその時‘つ週馴う謡の!ii
%;:ノ

固有週期庭一致しなげれば,動崗ま小さい．しかし暴風‘,'；
通過後は長時淵iごわたって種惹の波が混在するので,どリ

ト,

こかに共涙波の存生ずる確率ば極わて多くなり，船;まこ1

れを選鶴し吸收して暴風中あるいは暴風前よりもかえつ1
，/；

て動･葛が大きくなるであろう．第8岡で最大動.怠角の位，！
』jI

匿が風速最盛時の侭琶をか釦り過ぎてから現われている｜

のはこのような理由に基づくのである．また特に風速が‘|‘

大きかった10月2日15時で平均肋.高角の減少が魂われ’

ているのは,吹き狂う狸風の龍v〉に波ｸ:飛沐権勢に千切｜
れてしまった上に波器も寸溌されたからである．このよ｜

う灘状況で蔵船禮織應大な風鴎こよって風下側に大きく｜
傾いたまま非儲な速さで押流されることになる．こうな（

れ,鋤の起き上りが十分でなければ櫛て危戦で,いわ’
ゆるGZI:nxというものの大小が船の死命を左右するこ’

とになるであろう『〕．しかし暴風中心が通過した後で;ま

共振波が規則性をもって十分に存在し得る海面になるか

ら從來の考え方どおりで風睡の他に波の同調による傾斜
を二つ一緒に考えて安至性を論ずることが出来るのであ

る．最後に一つ附言したいことは第8岡で暴風最盛期が

過ぎて風速が減少し始おると今童で遜風によってβ＝

0.4に砿縮統合されていた海面はそのまま非滞な勢でβの

値を珊しはじめることであって，もし共辰波がこの遥腫

存在するような船であればそれまで何とか風延を静塵元

挺で維持していても不幸にして萬一数個つづいた共疑磯

にあえば忽ちにして大きな勤岳によって風下側1こ横倒し

になって海中に蔓するであろう．遭難譜の生存者の記録

からいろいろ考察してみると覆没時刻は大てい中心が通

過して最大風速もすぎ風が託1こ衰えはじめた頃に符合し

ているのもこの遜の消息を物語るものである．前に述ぺ

た風速購造を船の安全性の立場から見直せば共擬同調波

の存在域は固有週期が極端こ短いかあるいは長､‘､船を除
けけば一段に風速上昇域と風速下降域および吹邊風域で

あり，最も可能生の少いのは暴風中心あるいば無風域で
ある．しかし謹磯には風速上昇域}まうねりは規則立って

いても上に波浪が相重なって干渉し，風速下降域は雨者

が一緒になってはいるが中心における不規ﾖﾘ陸不速硬性
がまだ残っており，結局塗る吹邊風域で一没に動碇が大

きくなる可能性が最も多いことになる．これ:ま第7園で

波の週期が大髄9sec前後と一定しているのに，船の

勤展の方は風速がほぼ20m/s前後に一定している10月

1日18時から10月2日12時までの間に最大勤賎角も平

均動橋角も他よ･り高くなっていることから十分證明され

る、‐

動濫角の矯減を比陵することができる．これらの角度蔵

船橋にある振子式の傾斜計の讃取りを左右平均した値

で，平均助揺角は観測時:こおげる數個のふれの平均最

大動揺角は前時聞におこった最大値である．その發現回

數は週期が平均9secとすれば平均動癌角の方は一時聞

に雨舷合せて約8m回も観測される計算になるが，最大

動j高角の方はせいぜい2～3回程度で，前者7乙對して數

百分の一という少なさになる．そして大きさはこの最も

瀕繁におこる平均動窟角が滅多におこらぬ最大動藩角の

崎ぽ半分である事変證調ぺてみると7)りまずこれらの

相對動:高角から傾斜計･の取付位置や固有週期等を補正し

て絶對動癌角に換算して第11岡を得，これに船の共辰
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’時の最大動揺角を計算7）して比較すれば大魑において最

大動癌角とし､5のが同調嶺揺角に相當していることが}つ

かる．結論として波浪中の限界動潅角はとにかくおこり

得るのは事笈である力排常に稀で，いつも揺れているの

はその半分の角度であるということになる③．これば海

洋の沸鋤賎水槽にみるような規則正しい単一なもので

なく，その漉寄も週期も到来の間隔も極めて不規則複雑

なものであるということを示すものであるの．海洋の波

がいろいろの適期波高の波の複合であることは第8岡か

ら十分に察せられる．たとえば9月30日24時の海上に

はβ＝0.4の波浪とβ＝1.3のうねりとの二種だけが共

存するが10月3日24時には大部分が,β＝1.3"の波群の

他にβ＝0.5,Q7,09,1.0,1.1,1.2と多数の”が含ま

れていることになる．ノイマン'伽〕は十分に謎室した海

洋鞍のエネルギー分布を解肝しているが,-これはよく鋼

べてみると暴風力法つた後前線風が數日間吹き通した時

に發逵するうねりの場合で営然その極大がβ＝1.2の附

近になってβの"､さい方になだらかに分布するはずで

あるけれども暴風の中心ではβ=0.4に集中L,暴風の

接近前では極大値がβ＝0.4の他にもう－"つ生じること

になる．しかもその集中鹿は岡からわかるように極めて

I
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星

5 ．結語

船舶籏揺安全性の見地から海洋の風波を眺めると大磯

このようになる.

鋸舶がその常時抗行海域で‘その最もよくおこり得る

暴風の圏内に溌想し得る波の週期が船の固有横揺週期iこ
●

一政するようなことは避けねばならぬであろう。そして

特に暴風最盛時:こ共涙波の存在することは危漁と考える

必要があると思われる．日本近海で;まうねりと波箆を綜

合して統計をとってみると7秒ないし8秒どいう週期の

波がかなり多い．＆ころが最も海難事故の多い小型郷硲

ではその固有遁期が大腿これまた7秒.う､ら8秒といった

ところである．從って設計の方面から小型職の週期をも

つと長くするかあるいはもつと短かくすることが考えら

れるのであるが前者愈船を大型化せぬ以外はよほど復元

力を-,分持たせぬ限り波をかぶった時あるいは暴風時中

心でのいわゆる起き上りが悪くなることが溌恩される．

また後者は同調波にあう危;喰性は週期を長くする時より

遥かに少く起き上りは非常iこよくなるが動.高加速度が

激しくなり，また譜幅を増す必要が生じるであろう・從

って乗組員の便宜や抵准推進への影謬も斜･酌してその使

用目的に最も叶った少しでも安全度の高い船の出来るの

が期待されるのである。

更に折角よい船が建造されても，その航行能力を越え
た暴風が襲来すればこれまた惨事を識想せざるを得な↓、

のである．現在JMC無線短波放邊による海上賞品報
は3時間毎に知ることが出来るようになっているが，鐙

情は短波の受信器や受信装置まで備えて，しかも氣象符

競を解讃し天候を測噺しうる船員を乗せている船が非常
に少ぃことで，こｵ1，を利用しているのば専ら大型譜だけ

に限られてしまっている感がある。尤も國内放邊ではN

HKを通じて霊間6時間毎に誰に-aも醤取れるように通

報されてはいるけれども’この間隔でば暴風の進行状況
や前線の移動，あるいは陣風等の氣象鍵化を即刻に把逼
ずることはやや不便なのと，天候状況の放邊される観測

地鮎の分布が少し内地沿岸に偏して，沿海州や千島樺太
の状況をほとんど入れないため，最も漁場の活躍する三

陸漁から千島方面にかけての天候が正確に歩崎し難いと
いう大きな峡鮎をもっている．近来小型船は普通の中波

受信器を備付けるのが多くなった傾向にあるから’各關

係方面もこの鮎を老蔵して現在の氣象通報の放邊回数と

内容を増加･すれぽ船の安全性に寄與･するところは極めて

大きいので:まないかと筆者;ま考えているのである．

海は荒れるのがその本質である.静蓋な海面ば’やがて

荒れるべくその時の生命力を蓄えるためIこしばらく休息

しているものとみることも出来るのである．北洋の豊富

な魚群と庭大な漁場iま資1こ冬季の發達した低氣窪が，崎
とんど數白おきに歯風あるいばそれ以上に匹敵する猛威

を奮って海上を荒れ狂うために育てられ年苓若返ってい

るときいている．船舶の的確な設計，艤装と周到な氣蒙

通報によって船舶の安全性が十分に保證される日の来る
のを切望して結びの言葉とする次第である．
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荒天航海時における船鵠の猫さ 越智 和 夫
迩総技術諦箭所猪雛幡迩祁 ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

に つ い て

る笈験が唯一のもので，その他は不幸にして貨験航海中

に荒天にぶつからなかったか，あるいはOceanVul.

c麺'銃の例のように遜繊記録装冠でなかったために，波

浪による衝撃瞬間の最大水唾力および最大應力を取りに

がしたものである．このような鮎を考慮して，わが國で

も今度造諾研究協會の委員倉で銀河丸による荒天時の愛

船湿度試職を資施されることになったのは．萱ことに獄
ぱしいことである．

ここで資譜による主な鰡攪過度試験の記録を，發表さ

れた年ftl頂に調べてみると次の通りである．

1)BilesJbH.:TheStrengthofShipswithSpe-
ciaIReferencetoExperimentsandCalcula-

tionsmadeUp.nHM.S.(@Wolf''.TINA(1905).

2)BeschoreK.:FestigkeitsversucheanSchi-

EenaufSee・VDI(1939).

3)Siemann:SpannungsvermessungenanEo-

ardvozISchiHen．VDI(1914)(1922)(1926).

4)TaylorJ.L､:SomeShipStrainObservations

withaSimplelnstrument.TINA(1926).
5)KempfG.,HoppeH.:ErgebnisseeinerMes-

sfahrtaufdemTurbinendampferl4HaInburg''

derHamburgAmericaLinie・WRH(1"6).

6)DahlmannW,:H"peH.,Schafer:Methoden

undM6glichkeitfurFestigkeitmessungen

amSchiffsk6rper.WRH(1926).

7)Laws:TheVehaviourofaCargoVessel

duringaWinterNorthAtlanticVoyaga
NECI(1"9)-30).

8)DahlmannW.,HenschkeW.:Auswertung
vonFestigkeitsmessungenamLgngthver-

bandWRH(1931).

9)SchnadelG.:DieBeanspruchungdesSchiHs

imSeegang・DehnungundDurchbiegungsm-

essungenanBoarddesM.S."SanFrancisco''

derHmburg-AmericaLinie・JSTG(1936).

SchnadelG.:ErfassungderKrafteund

Bean"ruchungenamSchiHSk6rper.VDI

（1937)．

SchnadelG.:OceanWaves,Freeboardand

StrengthofShips.TINA(1933).

1．摩 女

怒溝逆餐く大洋の奨只中において，§I初被浪によって

相當な損傷事故を蒙る例は現在でも時折耳にすることで

茜>る．昭和の初め頃に北太平洋航路の多數のディーゼル

船の船底に起きたような甚大な損傷事故はあとを絶った
にしても，船艘上部蕊造，甲板､船底および船側外板な
どの船禮主要部に年間を通じて相當數の損傷事故が起き

ていることは，たとえその損傷程度が挫屈のような程度

のひどいものでなく，凹損，魏裂，鉄鋲のゆるみなどの

ものであったにしてもなかなか重大な問題といわねばな

らない．上にのべた諾魑主要部のうち,Entrancecor-

ner,Houseend,Sidescreenbulwarkなどの船艦上

部鍵造．あるいはHatchcornerなどの甲板開口部にお

ける損傷事故は多分庭譜燈不連綴鱒濫部分の應力集中の

問題も含護れているので，ここでiま一應考慮しないとし
ても，船底や船側外板に生ずる凹損、躯裂，鋏鋲のゆる
みなどの損傷は，これらが直接波復に叩かれて引き起さ

れたものであるだけに，波浪によって船髄はどの程度の

きびしい外力を受けるものであるかその大きさを求めな

ければ解決出来ない問題である．
ふつう鐇澄の初期設計時とおける標準弱庭計算法に用

いられる波慢によ･ってば，このような損傷事故は到底引

き起されるはずのもので履く，また硲首部外板などは局

部的に充分補遥されているにもかかわらずなおかつ損傷

事故を蒙る例があるのであるから，船が嵐のような荒天

時を航海するにおいては，たとえ一時的であるにもせよ

餘程廻大な波浪による外力をうけることが想像せられる

のである．

そうした波浪による外力を求めるには蛮礫の船舶につ

いて大洋の荒天時を航海し、そのときの船鐙狸度を没測
し，またそのときの海洋氣象．船の鯛牛をできるだけ

詳しく求めて解析す｡るのが最善の方法であることは勿論

であるが．ただ如何なる場合にも荒天侯の海洋上におけ

る船の速度，運動および波浪によって受ける外力脆醗

は極めて不規則であって，多くの場合滿足に解析される
に足る結果を得ることはまず不可能に近いことといわね

ばならないであろう．かような変諾について航海中の船

鯉魍度試験を行った例は‘蜜はかなりたくさん記錐に残

されているのであるが，残‘念ながら丁度うまく荒天にぶ

つかって斑重な記録を求茂ﾌ得た例は，ただ一つSchna-

del博士が試みたSanFrancisco銃の北大西洋におけ

｜
’
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10)Bridge:StructuralStressinanOilTanker

underServiceCondition.TINA(1938).

11)DahlmannW.,Remmers:BeitrgzurFes-

tigkeitmessungamfahrendenSchiff.Schi-

ifbau(1940).

12)BoydG.M.,BullF.B.,PascoeK.J,:Preli-

minaryVoyageoftheTanker<!Niso''under

WinterNorthAtlanticConditions.IESin

Scot.(1947).

13)BullF｡B.,BakerJ・F.:TheMeasurement

andRecordingofTheForcesActingona

ShipatSea.TINA(1949).

多大な經避と鍔力を伴う湾辮試験が過去50年間ｲこ立っ

てこのように多數行!つれて来たのであるが，しかし雛こ

のべたように望.み得べき結果を得たと思われる試識ば朧
かにただ一つに過ぎないのであって(OceanVulcan號

の迩職結果は現在解1ﾘﾃ中と恩わいる）いかiこ罐･鵬試験が
多くの州雛を伴うものであるかを察することが出来る．

そこでここに荒天時の愛･鵬試溌の続果から，荒天時二拓

ける船燈強産の概略を知る意来ごSchnadel博士指揮の

喝とに行われたSanFrancisco號jこよる北大西洋上の

測定結果を主として引用しつつ論じてみることiこする．

2.SanFrancisco號による寅船試霊

Schnadel溥士は1934年冬,船燈弧睦を変川するF1的

･rgjHambur･gからPanamFI運河を通りVancouverに

到る航路に就航するSanFrancisco號により住嘆賞淵
試験を行い，復路北大西洋上に拓いて50時刈繼識した風
力11～12Beaufortの暴風雨とそれに伴う非糊こ荒い

波,zうまく遡遇して，その間淵燈瀝睦の充分な測燈を行
うことに成功したものである．

SanFrancisco號は輕総遥の上部繼些をもつ船で狸
度測定の目的からみても鍛適の船であり，主要寸法感第

1表に示す通りである．

錐1表

長さ（垂線棚)131.｢OM
18.00

幅

深さ（強力I{』樅まで)11.50
725

平均;Iと水

排水錘
13,070T

0.744
CI)

MAN4,200HP
機鯏

13.2K
速力

遜識の主目的は波浪と船臘吸挺との間の相ZJ:開.系を求
めんとするものであるから，その目的のため}こ波の形，

915

波長，波高，荒天に際して船底ｨこ働く水墜力および諾

燈の歪み，澆み、船禮上下動，縦推れの加速産角度な

どを測定した．

波浪の測定iこはWeiβの考案した諾側に電氣接黙のつ

いた帯を数條設けて，波浪により黙減した軌跡をカメラ

に收めて船側における蜜礫の波形を求め，これを

<;Partialwave''と名ｲj･H･,このとき得ら恥る波高を

((Virtualwaveheight''と呼んだ．またStereo.ca-

meraにより鮒をとりまく外界の波浪を測,瞳した．記録

した波のなかにほ波長186M,波高13.5Mで波長波

高比13.8という異縮こ磯しい波も為り，Trochoid波で

計卿:す'ると波長186虹の波ならば周期10.9sec.,通産

17M/secになるはずであるが,愛川すると周期10.3sec.,

通産18M/secで相営咳しい波にぶつか'つたことか分か

る．

船礎の盃測定iこば圃箭形のカラスにダイヤモンドでき

ずをつ}う-て|畠l記させるいきうゆるScratch-typeの測走装

遜が剛いドパL迩綴記録鵬来るようにな‘っているので第1

跡己謀るような測定記録が得らｵLている．當時，木･淵の

荷電状態ま比娩り輕く,holdドの三瀬底にはballast

waterもたか､つたが幾分initialhogging欣態(23,000

M-T)にあった．

錨1画

さて蜜辮こ風のなかで諮鐙盃みおよび髪みを測定し，

これと郷1Iﾘした波浪とによってi梱者の關系筵求めるi二
Schnadelは次のような方法をとった．すなサンち，計測
した粥艘歪みから逆算して船没iこそれだ汁の歪みを與え
るに足る波高を求めてこれを〃有効波高''と名付ける
玖諭計測した紺繼澆みからも波蔚を求められる鐸である
が，こ恥ら雨方から求めた有効高が充分一致しないこと
は常然である。なぜならば黍みとそれによる應力ば部分
的および動狗影響によって種々 鍵化するからである．こ
うして求ぬた記録の一部を第2表iこ示してある．
第2表壱“＃鎧歪みから求めた有効波高のみ記鎌して ’

一
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０
０
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ある．この表で分かる特色は,hoggingの有効波高より

saggingの有効波高が大きいことで，最大懸力，曲げ

rnnlent,諾鐙澆みなどすべてhoggingよりsagging

の場合の方がより大きいことは注意すべきことである．

もう一つの特色は，このような有効波高の概念をもって

すると，測定した波高よりも愛嬢.こはかなり低い波笥と

して計算してよいことである．すなわち船の外界の波，

あるいは船側で認められた波のうち，波高のある％が:沸

鐙歪みを與えるに有効に作用するということであるそ

の％を第2表から計算した,ものが第3表である．

隼3表

水ではhoggmgで帥泌saggingで50%,浦戟に近く

たるとhoggingで50%,saggingで釦％位になること

を求めた．

ここで少しわき道に外れるかも知れないが，何故この

ように有効波高なるものが存在するか，船にむかって進

んでくる波の波高のうち50％程度が硲澄の遥庭に効い

て他ば効かなくなってしまうのか，その理由に一寸ふれ

ておきたい．それは一言にしていえば，船の運動こよっ

て前進してきた波の形が諾の周遥で礎胤されるからであ
る．これは試騒水階で規則正しい波浪を起し船iこ對して

邊ってみると，詔の周遜で波形は相営拠凱され船を通

りすぎた後方でばまた規則正しい波に戻ってゆく現象が

はっきり綴測gきるのでよく分かる．殊に譜がSlaxn-

mingを起すような速度の場合にはこの現象が，極めて

著るしいが，船が停止しているときでも充分認められ

る．一例を第2園で識明しよう．

’,.%i!.42 l.83(H)10.92
l.60(S)

’波長船
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（）内は蝿側における波高より求め仁もの

このように船の外界において獺測せられる波の波高の

30～50%が淵盟過度に作用しているのである．したがっ

て船がこの程度の波に相當數繰返し遭遇するにしでも，

梼嘩の船攪調度計算法にとる波高をもってすればhog-

gingおよびgagging照力に關する限り淵攪過度は一噸

充分であるべきはずである．それ故荒天時の鰡攪損傷は

これからのべる波浪による衝撃がその原因であることに

まず間腫いないのである．ただし前記の有効波高比の％

は緒の吃水一定の胸盤でも，鋸の邇庭によって建ってく

るのであるが，第2表の計測は船が嵐のなかで停止して
いるときに求められたもののようである．

この有効波高比について錐者等;ま箱型籍型の糊こつい

て試験水榴の波浪中で種ぺの欣鯛こついて資験を行い，

船が停止して詔の長さと同じ長さの波にあう場合，輕吃

A.PI234m6789EP

嬢2園

いま船が停止していて，船に向かってH",の波高を

もつ波を還った場合,丁度saggingの状態のときを考え

ると，浮力との釣合から船は水平面より少し沈下し，理

想的にいえば船側においてH壁“の漉形が認められるば
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ずである．しかるに船側の波形を資際に富眞でとってみ

るとHIAJrの如く相當低い波高の波として観測される．

更に水睡計によって船底に感じた水睡を求め，そIT.を用
いて波形を作ってみると岡のH⑳pのようになる．HM

HQjpと外界の波浪H仏｡を比較するとその間に相當の差

があって，鋸の周遜では波高がかなり擬凱されているこ

とが分かり，從って船魑湿度に寄與する波は外界の波の

波高を減じたものであることがうなずけるのである．

本論にかえって，荒天時の船艦損傷はしかしながらこ

のようなhogging,sagging腫力の繰返しによっては除

程老朽船にならない限り起らないことは既に論じた．波
浪による衝撃現象がその腫因であると考えられるもの

の’変際にそのような大きな衝撃睡力がどの程度のもの
であるかSanFrancisco號の資鹸でも求めらいていな

いようである．ただ速縦計･測した船禮應力の記録には明

らかに波浪衝撃による鰹力愛化が“のこぎり目”として

認められており，その値も衝撃の程産によっては相識こ

きびしいものである旨報告されている．たとえば計測さ
れた波高は5.4Mであったにかかわらずj衝撃瞬間に
は6.4Mの波高jこ相當する曲げInornentを受け･たし，
また特にこのような衝撃はhoggingよりもsaggingの
場合が箸るしいから，計算に採る波高はhoggingの場
合に比してsaggingの場合に高く採らねばならぬ殊に
高速船のときには重要であると記されている．この鮎に
ついては今後の蜜鞘試験の結果によってもう少し考えて
みなければならないことで，錐者の考えては，むしろ波
浪翫撃による船職腫力の算定には標準の船繼弧度計算法
とは別箇の計算法で決めねばならぬ問題ではないかと思
われる．

甲板上の衝撃態力が停止時のsagging噸力の何倍位
になるか凡その数値をのべれば，このあとの変鹸例にも
記されている通り約2倍位ではないかと思われる．箱型
船の水梢試溌で最悪状態の輕吃水で約3.8倍と求めら恥
ているから普通船型の船では2倍程度が安富な敦直であ
ろう．また船首部の衝撃による水睡力がどの程度になる
かについては，渡遜博士が多くの変錯例から理論的に求
められているのが唯一のものである．

3．その他の質船賦駿

SanFrancisco誰以外の資据試験では充分解肝できる
ような結果が得られていないことは既に述べた通りであ
る．そのうちでも注目すべき続果を得らいたものについ
て二三述べる．

油梢船SanCQUrado"(46C′,16>280T)は1937年

冬大西洋上で荒天蜜鞘を行ったが，このときは前後方向

に7，左右に3例並ぶ油階の積荷状態を種をかえて資招

を行ったが，雨舷の油梢全部を空にして中心線上の油槽

のみ全部充たしたときが船鐙散遜度に對し最もわるかっ

たと報告されているが，その原因は恐らく輕吃水になっ

たために租常漉浪に叩かれたためと思われる．計測には

ダイヤルケージを用いてあるために波浪による衝撃の正

確な數値は求められてないが，最大應力振幅と平均腫力

振幅との比は向い波，向い風のとき2.75倍であった.な

お波捜と應力振幅との關采を簡単に求めるために，（波

長)×(波高）をペースにして平均廼力涙隔をブロソ卜し

たところ，波の寸法珊加に對して平均態力擬幅は，ある

限度以上に墹加しない結果が得られているが；この簡単

な解併方法;ま複雑な資硲試鹸結果の解脈に利用されうる

面白い方法であろう．

1926年4月に北大西洋で行わtl,たHamburg號の査

船試磯では自記式ダイヤルケージ，電氣香響式の奈計を

用いて測定した結果諮禮應力曲線が加速鑓曲線とよく
似ていることを指摘し，最大睡力曲綴は船と波とが同調
したとき起り,その数直は平均窓力振幅の2倍になった
といっている．なお碇泊中にも腫力鍵化を測定し，積荷

状態に.よっては荒天時の航海中に匹敵す．る悪い應力状態
になる場合があると論じている.

1945年に7カ月間，8往厘に亘って北大西洋で資験を

行ったOceanVulcan鏡の試験結果は未だ解肝されて
いないので詳細は報告されてないが兇秒毎にカメラに記
録をとる方式でるため，波浪画撃による瞬間の鋸底Ik"
力も船魑應力も得られてない．非常に大きな水睡力のた
めに水睡計が作動しなかったのもあると報ぜらfI,ている
のを考えあわせてみても非幣に惜しいことと思われる．
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4．結 言

荒天時の遼鞘試験結果を引用して，船艘懇度の概略を
述ぺてみたが凡そどの程度のもの.〕､分かるけれども’
ふり返ってみて霞際jこ船の設計iこ直接役立つに足る充分
な濁鐡結果が得られていないのが変晴である．
最近の計測器の箸るしい發達を考えてみるとき’もつ
と手取り早い方法て波浪による画曝瞬間の水嘩力と船艘
應力の最大瞳だけでも求めらいたならば，この方面の知
職が更に明かにされるであろう．やがてこの冬行わいる
であろう銀河丸の変験に期侍しつつ筆を措くこととす
る．

星
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内外における復原性基準の現状 内田守
統舶用鮒舶按在官

1．基準制定の背景と現状

海上における人命浪よび財貨の安全のために各主要

海運函においては．船舶検査の面からも魔範に亙る基準

を定めていることは周知のとおりである．これらの基準

で諾鑑，機關‘設備等庭對す．るものは，比較竹古くから

定められ，遥船技術の進歩とともに逐次改正されて今日

に至っているわけ．でおるが，復原性については，同壌の

基準制定の必要性が痛感されながらも問題の複雑性と困

難性のたわに，単に個尭の提案にとどまり，從来世界各

國とも復原性に開する基準を制定するに至らなかった．

しかし’幾年束，なんとか復原性庭ついても基準を制定

しようとする氣運が各國に高まり,rl948年海上におけ

る人命の安全のための國際喋約」においても，損鱗復

原性の規定が採用された．非損傷時夏原性については，

規定とするに至らなかったが各函ともその必要を認め
て，この條約でも「各政府iま，非損傷時度原性の問題に

ついて更に研究を行い，各政府間でこれに關す･る傭溌を

交換す．る」ことを勧告している．

損傷時復原性については，わが劃を始めいずれも前記

の條約に從って目國の規定を制定しているので，各國の

規定について特に大きな差異はなく，ここに紹介を行う
必要もない．從って非損傷時直原性の基準iこついてのみ

述ぺることとす･る．

前記の條約以来，復原性基準についての研究i土更に進
められ‘すでに現生までに米國，英國，ソ連等:ま，なん

らかの形で規定を制定し，特iこ米國およびソ連でiま，復

原性の数値的な基単S規老きれている．これらの規壱庭
共通していることは，

1）規這ま大別して，傾斜拭駿試強の方法，準備等)，

復原性の数値的な基準，復原性の資料睡航者のたあの

資料）からなり，規定の重鮎も;この三黙.こあること．

2）規定は制定後日浅く，いずれも將来更に追加改正
が謹想されること．從って波の影響は，未だ直接には取

り入れられていないが，狩衷は當然坂り入れられると思
われること・

てある．

ﾝが画においても，運輪嘗は東大，九大を始め各椛威

者の協力を得て復原性基準について研究を進め，現在ま
でに小型船舶（細トン激51､ン未滿）並びにzFZk,沿

海近海および遠洋麗域について族客船に對す･る一連
の蕊準を作成し，す・てに鼎棚検査においてこの基準を変

施するとともに現在その法制化について準備を進めてい

る．この基準iま’各國にさきがげて波の影欝を取り入れ
たものである．しかし更に繊討を額けて，將来より合理
的な基準の完成を期す．ぺきは瓦諭である．以下わが函を
含めて非損甥時直原性の各基準量簡単に紹介すること
とす・る．

2．米園コースト・ガードの基猶

この基準‘ま，1952年旋客船に對する規定として制定さ
れたものである．この規定ば，大別して

1）適用

2）傾斜試験

3）復原性の数値的な基準

4）パラスi、

5）復原性資料

6）復原性通知書

からなっている．実た，この規定についてはつぎのこと
がいえよう．

1）ソ速の規定に比陵して簡潔な表現ではあるが上記
の匿分のように要黙を1分規制している．

2）復原性の基準は風遜および旋客の移動Iこ對してそ
れぞれのGMを計算して大きな方を要求値とす､る・こ

の場合腫斜偶力を静的にしているが，風睡に對しては傾
斜製度を乾舷の％に抑えて晴に動灼な考慮を擁ってい

る．

つぎに規定の内容‘ま大要つぎのとおりである．

[I)適用

旋客贈でつぎのものに適用される．

1）國際航海に從事する船舶，

2）旋客定員49人を超えまた!ま總I､ン徴751､ンを超
える硲舶，

3）渡船，

4）管毎官蟻が慶原性に疑義を有する船舶・

(II)復原性試駿

試験が要求される場合，試験の手凌き、要求される岡
面)，試鹸の準備等‘こつ．‘,て規定している．

〔皿I)復原性の基拳

船舶が航行状態（馴‘内I引由表面を考慮する）でつぎの
いずれ}こも適用する雨を保持することを要求してい
る．

1）天候による基準
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GM≧PAhﾉ4tane(沢）

ここに，

P=Op05+(IM)'(英!､ﾝﾉ”
：遠洋および沿海厘域

=0.0033I(,上面)'(英1､ﾝﾉ爽曾）
：部分的iこ保護された腿或およびGreatLakes

（夏期）

="5+(,4hOO)'(英ﾄﾝﾉ吸留）
：保護された麗域

L=垂綴間の長さ（呪）

A=船舶の水線上の部分の投影側面債("2)

h=Aの面積中心から水擬下側面積の中心または近

似的に吃水の二等分黙までの垂直距離〈沢）

4＝排水量（英トン）

e=舷縁までの乾舷の％までの価斜角または14度の

小なるもの（不連綴な暴露甲板または特別な舷

弧を有する船舶については乾弦の尾までの傾斜

角は適當に修正することができる）

2）旋客による基準

GM≧Nb/244tane(沢）

ここに，

N=旋客の数

b=船艘中心線から片舷の旋客甲板の面偵中心まで

の距離（災）

』＝排水量（英I､ン）

0＝舷綴までの頤斜角または14度の小なるもの

3）特別の航行状態

前記の基準で律し得ないような特別の航行状態に對し

ては，特別に調査される．

(IVjバラスト

復原性不1分の船舶を基準に適合させるためのパラス

I､の搭載，搭載の方法（固定パヲスI､）および液鐙バラ

スl､について規定している．

(Vj復原性賓料

船長に航行中-l分な復原性を維持するために必要な資

料を供與されることが要求される．

資料'ま，船舶所有者が準備し管海官躍の承認を受"・て

船長に供與する．

[VI)復原性逼知罫

脊海官鱈は，船舶が十分な復原性塗維持する蓮抗條件

を指示した直原性通知書を船長に交付する．
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3．ソ連管船局の基準

この基準は，1948年暫定規定として制定されたもので

あるが，大別して

：蔚耀}…･…な籍準
3）復原性資料（附録1）

4）復原性資料の作成法（附録2）

5）価斜試験および粛量重心計算（附録3）

からなっている．

この規定は，各事項について非構に詳細に規制し，特

に復原性資料および傾斜拭職については，規定全文の90

％をこれに費している、

ソ;鰯:御颪性の基準を制定したことは，内外に相當の

關心を呼び，いくつかの文献に紹介され，わが國におい

ても岡節夫氏がHansa,10July,1954所載のものを紹

介（遥鞘協會を誌第316號）されている．從ってここで

はごく簡単に掘造の内容を紹介することとする．

(I)一殿規定

船舶の復原性として風墜による傾斜縄力MKPが最小
韓覆偶力Moi,l)より小さいことを要求している．

MKP≦M0,i,l'

この場合，船舶の吠鱈ま，最悪の積荷状態とし場合に
よっては水パラストの算入を認力，北極蜜航行の船舶に
は特別規定に示す結氷の影響を算入し，また・漁船でば
甲板上に濡れた漁網のある状態とす．る．次に甲板木材.に
は甲板上の資震の高さの0.75でかつ船換高さを超えな
いものを算入し，更に族客船では抜客が上層甲板に偏在
する場合および旋客を滿載しない場合も計算することと
する．

風睡による恢斜偶力は，次式で求める．
M<1,=0.OO1PSZ(トン・米）

sは，風唾面碩（米2）であるが船舶の水線上の部分
の投影側面横をとりすべての壁面および上部鰯造物を算
入する．具鐙的なとり方は非懲に詳細こ規定され，甲板
上の不速痩物に對する面瀕系數および形状等による抵抗
係数を數喧的に與えている．
zは．偶力の挺（米）であるが他國の規定と異り風

嘩面淡の中心から水擁までの垂直距離をとっている．
Pは．風懸（キログラムノ米2）であるが船舶の次の

分顔に感じて第’表の値とす．る・
分類I:陸岸から100浬を超えて航行ずる船舶
分類I:陸岸から100浬以内を航行する船舶
分類Ⅲ：保護された港から20浬以内を航行する船舶

託よび沿海船舶
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第1表風睡･P(キログヲムノ米g) る．また，第3園の静復原力曲線でS1=Sgとなるよう
nOMがM｡:,pとなる．

(II)特別規定

静復原力曲線の最大値は，30度以上，復原性範園は60
度以上なるべく90度に達せしめるが結氷を考慮し狩場
合には，60度以下とす､ることも認められる．
族客船のGMIf,旋客が瀦豊中心雛う､ら片舷に集合

した場合の贈舶の静傾斜角が，海水流入角または舷縁浸
水角もしくは船底欝曲部露出角のうちいずtt,か小左るも
のの％より小さく，また8度を超えないように定めるも
のとする．更に旋容が片舷に蕊合して船舶が旋回したと

きの傾斜角は，10庭を超えないものとする．族客賠の復
原力計算においては．成人1人鴬り75キログラム，12

歳未滿は2人で成へ1人に梢當するものとし，旋客の甲
板上の密度は6人ﾉ米2,更に直立する人員の重心位遥は
甲板上1.1米とする．

船舶のGMは，鴬に正でおる．ことが要求されるが，

木材運媛船のGMは，パラスI､を搭載しないとき0と
することができる.

曳船については．次の傾斜偶力MKPに動狗に耐え
ることを要求している．

MKp=KﾉF(I､ン・米）

ノは，曳索鈎から船舶の重心までの垂直篭離（米）で
ある．

Fは，曳航力(I､ン）で船舶の迩力が5ノットにお
けるものとし,0.010xl.H・P.以上とする．

Kは，係敦で20]I．H・P・までは5,5001.H・P.以
上は4とし，中間は挿間する．なお，上部鰯造物の大き
い曳船でば航行函或に態じて係數Kに1.5ないし2.5
を加算する．

北極圏航行の船舶に對しては．一段規定で結氷の影響
を算入すべきことを要求しているがその標準は，結氷の
高さを水轆上10米までとし，氷の重量は暴露甲板で30
キログラム/米2，ブーム，シュラウド，トツブマスト，索
具，手摺および支柱で5キログラム/米とする．更に，
風懸面脚こ對する誌氷の影密も規定している．

(III復原性賓斜

船長に脅海官腫の承認を受けた資料を供與することが
．要求され,，資料の内容について詳細に規定している．

(IV)復原性餐料の作成法

復原性資料の作成注について規定している．

[vj傾斜試駿および重量重心計揮

傾斜試験および重量重心計算について，その準備，方
法等を詩筐している，

’
(キログヲムノ米2）

分類Ⅱ|分類、
風腰P

分類I

風歴面積の中心か
ら水線までの垂直
距離（米）

弘
蕊
騨
料

’

Ｌ幸以

－
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

－
Ｑ
Ｌ
Ｌ
２
ワ
《
ａ
ａ
４
や
。
．
兵
へ
貝
ｄ
ｑ
Ｚ

充
杷
元
醍
ね
わ
あ
卯
蛎
叩
一
一
一
一

１

一

90

105

120

135

145

1うう

165

170

180

193

I95

200

205

120

150

175

195

210

225

249

250

265

275

290.

300

310

理
輻
堅
盤
咄
旺
守
、
貼
卍
壺
卜
上
甜
輻
醗
甜
咋
弥
孔
ふ
ふ
虹
呼
莊
究

１
１
１
１

１
１
１

’

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

謎
…

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
ト
ー
Ｉ

最小轄霞偶力MIDnp(I､ン・米）は，復原力曲線を使

用して求める．この場合，復原力曲線には，初期GM

が0.03米以上減少しかつ煩斜5～6度でその減少がなく

ならない液腿自由表面の影響を算入する．また，乾舷計

算に算入する上部購遥物も算入してよいが，閉鎖装置の

如何を問わず溺刺･の高さ玄でとする.Mcnpを動復原力

曲線から求める場合は，第1園の如く原鮎3から動復原

力曲線に切線を引けば57.3度における値BAがMo,,l)

となる．また，復原力曲線から求める場合は，第2剛の

如くS,=Sgと

なるように鱗蝕

に平行線を引け

IXUMが

M!,npとなる.舷

e側または甲板上

に完全閉鎖装置

を有しない開口

があるときは，この

開口からの海水の流

入を考慮してM｡:,,,

は次の弘法で求め

る．第1剛で原黙o

と海水流入角e』に

おける励漫原力曲線

上のFとを詰めば

57.3庭における値

BEがM.,npとな

｜

57.3。OO!
１
１
Ｉ 第1圏
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1
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」4．わが國の基準

この韮準念’迩輪省において船舶安全法羽爆り鈴･の改

正準術の一環として現在張客船に.ついて法制胆を準術

中のものである・傾斜試駿の準備および方法僅原性資

料の内容等に.ついては，なお橡討中であるので，主とし

て復原性の數伽りな基準について述べ.ることとする．

(I)一般事項

族客船を基準の適用上,zI弓水，隣萱合海（瀬戸内海の
みを航行す:るものおよび沿海を短時聞航行あるもの),沿

海，近海以上（近海および遠洋）に分顔し，平水には後

述の甲基準を，他!ま甲基準，乙基準お･よび丙基準のし､ず
れをも適厩す･る．

復原力III!雛ば，液磯自由表面の影騨を考慮し，また浮
力範悶には，船幽およびこれに準ずる上割嘘迭物で右効
と認められるものを蝉入する．復原力曲辮ご算入した船
確の部分にある開口の閉鐡装遥が不完發な場合は‘その
開口までの極斜角を超える部分の浮力は有効とはみなさ
ない．從って，復原力曲線は海水流入角までにとどめる
こととなる．

(II)甲基準

船舶が標準の走徹風（15米/秒）を職方向に受け．かつ
披客が鱗に移動した場合を想定し，次の否而が要求さ
れる．

GM≧(1.1Ah+2knE)B/100fJ(米）
ここに，

A=船舶の水線上の部分の投影側面穣（米2)
h=Aの面横中心から吃水の二等分鮎までの垂直距

雛（米）

B=船舶の幅（米）

f=乾舷（米),ただしB/5.5より大となるときは
B/5.5の値とする．

4＝排水量（トン）

n.=旋客搭載場所毎の族客の數

B=族客擢載場所毎の旋客の移動可能の平均幅米）

k-O.'34(7-)
a＝旋客搭載場所毎の床面撹（米2)

〔皿I)乙基準

船舶が襟準の定翻凱（腿道沿海15米/秒，沿海19米／
秒および近海以上26米/秒）を繊方向に受け．かっこの定
常風によって生じた波て鐡揺し，船舶が最も風上に.価斜
したとき突風（風窪増加50パーセント）を受け･た場合
を想定し，次の式を浦足することが要求される．

c=b/a>1

GZ

鴬4間

Dw=KIAh/4(米）

A=船舶の水諜こめ部分の投影側面機（米2)

h=Aの面捜中心から吃水の二舗分黙までの垂

距離（米）

K1=0.0171量限定沿海

=0.0274:沿海

＝0.0514：近海以上

00=1/138.576/N(度）

r=O.73fO.60_gF_
OG=船舶の重心の水鯉ぅ､らの垂直距離

（水縫上を正）（米）

d=吃水（米）

6=K2-K,i心ただしO.100より大きいときお
よび0.035より小さいときはそれぞれ0.100
および0.035とす.る．

恥＝船舶の繊瀦周期秒）

K,=0.155:限定沿海

＝0.153：沿海

＝0151：近海以上

K3=0.0130:限定沿海

＝0.0100：沿海

＝0.0072：近海以上

N=0.02(録曲部龍圏･を有す．る迩轍の船納）
(1V]丙基準

船舶が海水の打込，船内重遥物の移効，操舵等の外力
に.對する場合を想定し，次のGZinが要求さいる・

GZm≧0.0215B(米

または百~Zm≧C.275(米)

ここに，

GZIn=最大塵原挺（米),ただし復原力曲線が海
一

水流入角までにとどめられる場合は海水流
入角までのGZの最大値とする．

蛇1
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5．結・論

以上，各國の韮準を簡単に紹介したが，その他，英國

運輸省でも傾斜試鹸および復原性資料について規造して

いる．今後復原性の基準を制定する國は更に珊加するで

あろうしまたすでに基準を制定した國では一層の研究

を進めてより完全な基準の制定を期していることと思わ

れ，更に悠来は國際條約に非損傷時直原性の規定が坂入

れられるこ．とも謹想されないことではない．われわれも

更に研究を進めて復原性の分野においても常に近代化さ

れた華準を保持することを念願するものである．

B=船舶の幅（米）、

[V)特殊の船舶

前記の基準で津し得たいような次の如き特別の船舶に
對しては，特別に調査さｵ''る．

（1）極端なフレア，また'まタンプル・ホームを有する

船舶等で甲基準の適用に當ってGZ=GMsinOとす
ることが安當でないもの．

（2）船舶の形状，あるいは種曲部龍骨の形状または寸
法が特別のため，動擢減滅係数Nを0.02とすること
が不迩當な船舶．

（3）甲板上の配匿等が特別のため，海水の打込によっ

て甲板上に過度の海水の滞廟が譲想される船舶．

（4）特に高速の船舶で操舵による傾斜が著しく大きい

刊近

天然牡編船舶の嶌眞と要目第3集(1955年版）
B5判函入上製230頁寓興アー1､紙走償650m(〒50H)

昭和28年發行「船舶の篇眞と要目」第2集（1953年版）掲載以後の鋼舳500噸
以上の竣工の船舶，約120隻の全爲眞と要目．

掲載議定船舶名噸不同）

晴海丸（日本海汽鋸）高来丸（大同海運）安國丸（日鐵汽船)CUSTODIODEMELLO(ブラジル海軍）
BARROSOPEREIRA(")青雲丸（岡田商船)IoNIANCHALLENGER(リベリヤ）協慾丸（協立汽
")IONIANMES-ENGER(リベリヤ)WIPUNEN(フィンランド)ANDREASV(リベリヤ）日隆丸
（日産汽船）日春丸（〃）青島丸（内外海運）光榮丸（日東商船）含津丸(N､Y.K､）漢間丸（〃）さんら
もん丸1三菱海運）相模丸(N.Y.K､）ぱあじにお丸（三菱海運)BACANADA(カナダ〕昌和丸（日東商
船）多聞丸（八馬汽船）建和丸〔日東商船）日出丸〔栃木汽耕）第五長門丸（日新タンカー〕興和丸（平和
汽船〕天榮丸（共榮タンカー）第一赤貝丸（上野運輸）安土山丸（日下部汽船)乾山丸(乾汽船）松邦丸(松
岡汽船）海駕丸（水産大學）第十一東西丸（東西汽船）かいおう（海上保安露）第十七眞盛丸〔原商船〕盛
豊丸（協成汽船)DENIZLI(l､ルコ）御幸丸（榊戸石油〕泰興丸（商船運輸）明泰丸（明治海運）昭川丸
(川崎汽船)ALLIANCE(パナマ)NELLY(パナマ）瑞川丸（川崎汽船）秀邦丸〔飯野海運）群川丸〔川
崎汽船）第二播洲丸（大洋漁業）建川丸（川崎汽船）日川丸（川崎・日豊)CHRYSANTHYL(パナマ）脚
光丸（紳港商船）昌禰丸〔川崎重工）洋邦丸（飯野海運）ろんどん丸(O.S.K.)比叡春丸（薪日本汽船）す
えず丸(O.S.K.)ぶらじる丸（〃）春紮丸〔共正汽船）徳洋丸〔森田汽船）ふいりびん丸(O､S.K､）らぶ
らた丸(O､S.K､）高邦丸（飯野海運）旭榮丸（日東商船〕大泌丸（大協石油）伊勢丸‘照國海運)康島丸(飯
野海運）楽光丸〔日本水産）壽洋丸〔森田汽船）第二共榮丸(共榮タンカー)HYDROUSSA(パナマ)棒各
山丸（三井船舶）繍根山丸r〃）喪永山丸（〃）明倫山丸（明治海運）羽黒山丸（三井船舶）穂高山丸
（〃）生駒丸（明治海運)SEAHAWK(パナマ）フ・リマメルスク號（デンマーク〕山春丸（山下汽船）パ
ウマセフ．（インドネシヤ）山國丸（山下汽船）総島丸（飯野海運）サウエガ（インドネシヤ〕すまとら丸
(日本WIII轆艘）大安丸（太洋海運〕木曾蒜丸（新日本汽船〕カルテツクスシアク號（オランダ）駁島丸〔日本
水産）宮島丸〔日本水産〕炭全丸（炭海汽船）第十興南丸（日本水産）第十一興南丸〔〃〕童にら丸〔東
邦海運）るそん丸（日東商船)あさか丸〔濱根汽船）旗洋丸（大洋漁業）賓和丸〔太平洋海運）ぺるしあ丸
(日本油補船）びくとりあ丸(三菱海運)STANVACSOUTHAFRICA(スタンダードバキユーム)STAN-
VACJAPAN(")笈婆丸(N.Y.K.)高典丸（大同海運）熱田丸(N､Y.K.)WORLDJUSTICE(リベリ
al')WORLDJURY(")第三雄洋丸〔森田汽船）讃岐丸(N､Y,K.)高忠丸(大同海運)關東丸(澤山汽船）
第二十一黒潮丸（日魯漁業）第五十六日斐丸（鳥海海運）たまひめ丸〔濱根汽船〕東光丸〔水産寵）観翠丸
〔鶴見迩輸)PHOENIX(ユニバースタンクシフ・ORECHIEF(")COMMONWEALTH(ユニバース
タンクシッフ．)ORETRANSPORT(")ORETITAN(")春日丸〔日の出汽船)牧島丸（内外海運)長

島丸（飯野海運）オ，かば丸（太平汽船）永邦九（邦洋水産）吉澄丸（大同・榔見輸邊）
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商蝶大恥操縦性，操船，安全性

は賀現不可能であろうから，資儲に最も即した各種の必

要條件を浦たす安奎性の確保に努力するほかはない課

で，かくして法られた船に對しては，合理的な，熟練し

た操船技徳を發揮して，當面する危嶮から出来る限り速

やかに暁出しなければならない．

目的地に向って依然船を進め得る程度の荒天ならば，

船魑の動篭を少しでも緩和し，海水の打ち込みを輕減す

るのが営面の問題であろう．動潅の緩和は周知の如く，

鍵針または速力の塗更によって主たる波浪の出會週期を

鍵えて行うのが普通である．

しかし風浪が激しくなり，目的地に向うことよりも船

の安至を守ることが先決問題であるような場合には，操

船上最も困難な問題が生ずる．

このような場合には，暴風域から積働勺に脱出す．る方

が得策である場合と，船を停めて暴風雨中心の通過を待
つ方が有利で1ある場合とに分けられる．どちらを選ぶか

はその暴風雨の性質見透し等によるもので，氣象警報
の資料や目船iこおけ．る氣象”!ﾘ譜果，更に翻天望氣とい
った'6のによって熟慮判断することになる．

積極的な脱出というのは，いわば遁走であって
Scudding(順走）と呼ばれている．風浪を船尾に受け
て遁走する方法である．しかし順走はそれによって暴風
雨域から確蜜:こ脱出できる確信のあぢとき選ぶべきであ
って，多くの場合暴風雨の護察にはかなりの幅を持たす
べきが普通であるから，船を停めて荒天の通過を待つと
いう方法が大部分であろう．この操船を漂鰯(Lieto)
とか蜘耐(Heaveto)という．

Heavetoは必ずしも荒天避航のためと限らず，洋上
.C必要あって救助艇を降さねばならないとき，帆船はそ
の前彪速力を停めることは容易であるが，その位遥壷保
つためには特珠な帆の操作を必要とするが，この帆船の
掛法をHeavetoと秘している．これに對しLietoは
暴風雨中心の進行を待つためとられる操船で,Heave
toとは帆の操作が全く相違し，從って船の進退運動も
別で船禮jま風浪を斜前方に受けながら風下へ璽流される
のが普通である．しかし汽船においてはそうした逼別は
特につけず一股にHeavetoという言葉が使用されて

1．緒言

青函連絡船が遭難したとき，洞爺丸他貨物船はあの暴

風雨を衝いて港外に脱出投錨仮泊した．結果からみると

港外に投錨したことが顛覆沈没の直接原因Cあり，港外
に出ても錨泊しなかったものおよび港内に留まつたもの

全部ｳ無事でlあった事資からみてもこれは明らかで，從

って，営時の操船方法は誤算であったといわれている．

この操船方法に關述して，港内碇泊中荒天に遭遇した

ときは，港外に!l胞出するのが操船の定石であると主張し

たものがあるといって，果してそういうものかどうか営

時多くの質問を受けた．

港外に弧泊したといっても，洞爺丸と他の4隻とでば
必ずしも同一に論ぜられないところがあるので．旋客を

浦戦して出港した洞爺丸の操船は明らかiご青森向け航海

の意闘で行われたと解すべく，他の4隻が悉く待避の目

的で出港したのとは遍別すべきが妥當であろう．

しかし兎も角港外待避の操船法は世人の多くに不可解

な感じを與えたようである．

函館海難におけるこの問題に腰えるには函館海難と

いう特殊なケースに含弱れる様冬な因子を詳しく検討し

た上で判断しなければならないので，耗果として失敗だ
ったからというだけで一般に港外脱出の操船法を誤りだ
とするのは當を得ないし，逆にこの操船法をいかなる特
殊に對して‘も定石だとずるのも正しくはない．

これ等の問題は既に海難沸判を通じて公げに論ぜられ
ていることであるし，それをここに取りあげるのは本稿
のFl的てPfさない・

たまた主これを契機として船舶の安全性が-．屑現賀に
即して反省さrし’安全性と極めて深い關蟻を‘もつ操船技
術が今日程杜伽棚心を呼んだことはあるまいと考える
ので，操船，操縦性安全性の一連の問題について，乏
しい考察をこころみる次第竃ある・

運航上安全性ときびしく對決しなければならない場合

は多種多様に起り，年告發生する海難をみればそれが明

航に知られるわけであ'るが，本稿では一般の航洋商船を

對象としてその荒天中の操船の二三の問題を1反り上げて

みたい．

2．荒天航海中の操船

浦上で遡返するあらゆる危嶮に對して絶對安歪な，い

ｵ>ぱ不沈船というべきものは，現代の人智をもってして
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いるようである．

汽船のHeavemの方法には，鼠の効く程度の速力
を保ちつつ風浪を船首約2ないし3"(1"iま11度15
分）に受けて－進-魁する方法と，機關を止め推進器の

蛇3

一二
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dragを利用して船尾ぞ風に立てる方法とある.しかし

機關を停めることは艘艘を波に横たえる危職があるとい

う議論もあって船薗を風に立てる方法が普通に選ばれて

し、る．

3．Heavetoと操賎性

Heavetoを行う時の船の姿勢は，風填を船首約2な

いし3黙に受けるのがよいと經験上'',われているが，か
ような操船法をとる場合は風速も大きく波も高いのが常

であるから，船邇を落してかような姿勢を保ち得るか否

かに問題がある．小型の船では海猫(SeaAnchor)を

流してその抵抗で安定な姿勢を保つことも考えられるが

大型商船では現食の問題として海錨の用意も作製も蜜礫
的でない．

経蟻上いわれている上記のごとき船の姿勢が果して安
定なのか，安定だとすれば雛型學的にあるいは力馴勺に
どう説明し得るかについて少しく考えてみたい．

これに開して嘗てKentが北大西洋航路の大型商船の

船長の意見を集計して，これを各船のBlockCos伍一
Cientで窪したものを發表した．ここに鱒戦すると

第1園のようになる.

墓宗

第2圏

および方向を鍵える．

風溌中心の船首尾線上の位遥は，水線上の鋤fにほぼ

無關係に相對風向に從ってかなり規則的に移動する．こ

れはHughesl)や荒木，花岡雨氏勤の渡験にも示され

ているが,一方水抵抗中心位冠は水線下硲謹の形状によ
って第3岡のごとく非常に不規則な愛化を呈する．岡に

Ｊ
１

侭P一一一、－－
〆.●、
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1客船

~曇バー:"‐
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Lの位置

･薊~富22
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索3園．

はKentの調べたうち,Cjの最小な族客船(O.595)と
最大なタンカー（0.835)を例示したが,後者のごときは
偏角2～3度で著しく不速額な鍵化を示している．これ
に對懸する上述の旋回偶力を種為の偏角および相對風向
に對して計算すれば･水難上船隈の風堕によ･る偶力と比

較できる．

第4岡はタンカーについての比較を示したもので，簡

船
の
姿
勢
（
臭
）

”＠

〃｡

‘『47"@6

７
岡

α
“
｜
麺

これは船長が荒天中最も操縦しやすいと考える姿勢で

あるがCI》の匿い領域にわたって直鍵關係があり，か

つ最も操縦しやずい姿勢は遜鮎－2％難の範函こなって

いる･･ここで操縦しやすいというのは，錠がよく効き．

船の勁瀧が暁もeasyであるという意珠で茜>る．・

風浪中でYawingする船は,瞬間的には偏角ウの斜行
運動をしていると考えれば，船鶴に働く力の關係は第2

岡のように示すことができる．今波浪の週期杓な力を考
えないとすれば，鼎職にはRsine｡CLなる旋回偶力が

樺用して謡り，この偶力は辨型によって風塑および水抵
抗の中心C誼よびLの相對錘置が塗ればその大きさ

‘

α

旋
回
偲
力
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相対風向の（鹿）
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単のため風睡モーメントは相對風速60節のもののみを描
いた．

風唾による偶力は，このような弧風時には槻對風向20
度附近までの間に激し↓･鍵勤をしている、これは第3圏
にみたLの位澄の急塗，從ってCLの急激な愛動のた
めであることは明らかで，この不安定は第4図i難1で描

いたRsinj3>〈でZに‘も現!うれ,W'=2』｡とウ=3。の曲線の

著しい誼がそれである．

従ってこの船では，斜め前方から風を受ける時陥角3
度以内では噸る不安定である．しかし相對風向が30度を
こえると，この附近で偏角3度以上で初めてほぼ定職状

態が得られ，この姿勢は班述の船長の經験的数字とげぽ
一致するのである．

Kentは大要以上のこ･とき説明3)を與えているのであ
るが，船型によって風狼に對する最,6操縦しやすい樂な
姿勢がほぼ存在するという上記の事迩ま，先年中島氏4〕
の研究によっても，波を考えない限り裏付けされた．氏
の研究は，操舵によって定常旋回運動が鍵現すると同溌
に，蕊勤の激しい外力を受ける場合を除き持繊的な風遮
を受ける場合には，安定な走禰旋回運動がi"IJ･す．ること
を導き，この定常旋回の式を使って，舵による力と持敏
的な外力とが加った場合の船溌の旋回方向を吟味して，
その條件を求めたものである.Hgavetoの前進速力は
舵の効く程度といわれて一段にかなり低速なので’甚し
く風の畷ぃ場合には,．そこで設定された假定の成立茨:な
いことも考えられるが，しかし今問題にしている船の姿
勢について極めて有力な説明を提供するものと思われ
る．第5岡にその一部を鱒裁させていただいたが，ここ
では相對風速u÷船速vの高い値の部分だけを示した．
岡中の①および③の操船不可能というのは，舵角を35

度とっても，①では操舵に反して風上に旋回し，③では

同じく風下に旋回する意味で，これに對し②の操船可能
は操舵によって希望の方向に淵を進め得ることを恵朱す

る．岡の曲線ほ，船の旋回角速度が零となるようなu/v

および妙の値を示すもので，この線上の任意の黙iこお

けるuIvおよび妙で示される姿勢をとる時，鼎駕豊l士左

右いずれの旋回価向も示さず中立の状鰹こおる鐸で.あ

る．

例えば斜後方から強狐を受"･u/v=24で走る場合を

考える．船は操舵にかかわらず風上に旋回するから，相

對風向’は滅少するが，’が約60庭になると舵効が現

われjて風上旋回は止ｵ『．

しかし操船可施の領或ば極わて挟い帯状の彼域である

から，般に風下に操舵したままでいたとすれば容易に③

の領域に入ることとなる.．しかしaの領域でば，舵を直

ちに風上に麺じても削鎚iま風下に旋回し，従って相對風

向抄は増すこととなるから再び’－6〕度の姿勢に復る.

かくしてこの僅かな厘域に髄の効く姿勢が存窪する．操

船可能の腫域は船首に近'‘､‘にも存企するが，ここでば

上述のような一進一退の關壊は存在しない・

いず恥にしても斜前方の強風に對して，最も操縦しや

すい姿勢のあることはこれから‘も考えられるようであ

る．

4．波浪の影狸

Heavetoを必要とするような時ば最も高く繊僑，縦

描，上-ド動‘も激しくなる課であるが，これが船の方向鍵
換悩i妬腫どん旅影響をおよぼすかは,上述の姿勢の問題
と開通して考慮すべき重要な因子である．しかし波浪の．
與える力や岡頭偶力は，遁期的であり,かつ船が波の山，
谷またはその中間の何画こ在るか，更にきた船首尾線と
波の進行方向とのかす角によつ･て，偶力の絶對値も符競
も塗るから，その影響も甚だ複雑である．

周知の通り末殴博士は5〕，波浪中の臓動筋，縦勤展が
方向鍵換に影響を輿えることを明かにされたが，波の週
期力報振週期より短いときおよび俄癌週期より長いとき
は船盤が波頂線に平行になろうとし波の週期が縦揺週
期および鱗椿週期と同調する場合は船艘はいず恥の向き
に旋回しようとする傾向はなく，波の週期が縦推週期と
繊揺週期の中間であるときは漉頂磯に直角になろうとす
る性質が分った．

船が波を斜めに切る時汰，上述のヂ,､イロ的偶力と別
に直接回頭偶力を受けるが,これには巌近元良氏!)の研
究成果がある.、この論文は波浪中船鎧の受け･る力は浮力

の水平成分とこれにほぼ同等な損性力が支配的であるこ

とを導き，波の週期，波向（剛鵬に棚諏門)，波長等と

、
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ヨーイング振幅の關係を詳しく調べたものである．本稿
で關係の深いのは波向，すなわち船首尾線と波の進行方
向とのなす角αである．（原論文では波頂線となす角を
蹄いている．なお原論文には所令ミス・フ・リンI､があ
る）．

波浪による回頭偶力はα＝0つおよび90．，すなわち
船首尾線が波頂線に直角な場合と平行な場合に零とな
り，この中間に極大を示す.Lかして波長が船長より長
し､ときは0｡＜α＜90。の範函で偶力は儲に同符號である
が波長がこれより小さくなると中間の．αのま>ろ値で一度
符號が塗る．このように波による回頭偶力は，波長‘波
向．波速《從って出會邇期）等iご･よ､って一糠でないの

秘
〃
〃
〃

'2ダ‘『〃/2（醜1割）

第 6 圏

第6岡に歪計で測定した筋鐡張力の鍵勤の1例冒)を示

し流が，このよらな黙からみて上記第2の錨油が最’も推
奨さｵもている，す.~箕わち単錨o錨餓を-I分III'ぱして把持

力を墹すとともに残りの1錨を短錨鎖に投じて辮豊の
振れ廻りを緩和するのである．風向の愛励が永ければ2
錨を同等Iこ使砺う．る第3法が最も把持力が大きい課であ
るが，振れ廻りに封しては単錨の効果と総り塗らない．

筆者土嘗て簡単な假走のもとに輯T廻り運動と術敬
張力の關嬢を定腔狗に調ぺたことがあるが，振れ廻り運
動の原因として風速の謹勤，波の週期杓な力を考えた場
合には，風の息の影響が涙n廻りの擬福には支配的な影
審を持ち，かつ振れ廻り運動が錨餓張力の塗動にそのま
ま効いてくる．

こうした運動を緩和するためには．錨鎖を十分長く
し，例えば水階や船鎗に漆水することによって吃水を深
くして風墜面菌を減らすのが得策で，これは事変府ぽ常
識となっている。

振れ廻り運動}ま，単に辮豊にヨーイングするだけでば
なく，錨鍍が浦を中心にして左右に振れ廻るので，これ
が激しい場合には磯關と操詑とを適宜使用して緩和すべ
しといわれているが，黄蝶問題としてはかなりむつかし
いと思われる．

例えば突風に』秀ぽ合わせるように主儀を前進または後
溜乙掛けたとして理論的に調べてみると．前進操作は船
艘のヨーインク･を緩和するが錨鎖の振り廻りを却って助
長する傾向があり，後進操作は丁度その逆になる.そし
て錨鎖のこの振れ廻りは，張力の増加に暖く効くようで

ある．現今商船が使珊しているStocklessAnchorは，
これを斜めに曳<かご對しては安定性が割合乏しく，横
鱒することがあり，一度かような状態になると底質の泥
土を附着したままj回純して把持力を失うといわれる糊)．

これが事澄とすれば底質が甚しく貧弱でない限り，走錨
を始める時の機購はこれで説明されるかも知れない．

6．結言

以上は，操縦性操船法，安全性の問迩のごく狭い一

面をみたにすぎないが，操船や操鮒性の意味を更に旗く

解騨すれば，一層多くの問題が提出されるものと思われ

（932頁へつづく）

で，簡単にその影響を表現し難い．
波浪の偶力は週期狗に愛動する外力であるから，これ

を受けての船の運動も定常ではなﾙ､．從って醗述した中
島氏の方法をここに應用しようとしてもそのままでは餘
り手際よく行かず，筆者も未だ成功していなし､が，船速
Vど波i可αを鍵数にとり，出會週期をパラメーターと
してごく粗っぽい推定を試みた結果からみると，回頭偶
力が零となる船首および正繊附近の波向（波浪が船鎧を
繊方向に推す偏力は船首の波向で幕，正繊の泌則で極大
となる）に對して，既に述べた意沫の操縦容易な姿勢が
在るように思われる．

しかし波浪の影響については今後の研究に俟ちたい、

5．碇泊中の荒天

碇泊中荒天に遭遇したとき最も危嶮と考えられるO
は，外海に曝露した泊地や，淑流の大きく複雑な泊地，
あるいは底質不良，かつ挾くて船舶の細鉄する泊地にい
ることで’かような所では風浪の進入による動湛や，潮

流と風浪の不一致による船懇の振れ廻り運動のため，走
錨の危険性が多分にあると考えられる．かかる場合jこは
從って時磯を失せず出港して沖合に待避するのが得策で
ある．

しかし沖合で投錨假泊するかHeavetoするかは，そ
の海面の地形的條件や風向波向の状態で決めるべきであ
る．

荒天中の錨泊には，単錨のまま錨繊を仲出して把持力
を増す方法と，これに更に他舷の錨を投じて船瞳の振irI，
廻りを緩和する方法，および2錨を同等に使ﾉliする方法
が行われている．船髄は風向風速の激しい鍵動（いわゆ

●

る風の息）や波浪の衝撃のために，錨を中心にしてかな
りの振幅の振れ廻り運動を繰り返すのが紺で，このため
錨鎖の張力に‘も大きな鍵動力狸り，場合によっては衝撃
的な力も加わって，走錨の危嶮を生むものである．
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上野喜一郎制 度検査の船の安全と

鋼l表 要救助海難發生および損失

（海上保安鹿調）
1．前言

（1）船の特殊性

船は陸地を遠く離れた水上において，貴重な人命や財
貨を運び，または特殊の用途に從事するものであり，し

かも陸上におけるよりある意味においては危嶮に遭遇す
る＄のである．

元来船は動く家であり，建遥物の一種ではあるが，陸
上のそれとは趣きを異にする．すなわち，水に浮き，物
を額み，更にそれが動くという諸條件をともに備えたも
のであるからである●しかして船はその船禮により浮揚

性と積載性詮，磯關により移動注を發揮し得るものであ

るが’更に種去の設備を備えて’初めてその特性の全き
を期し得るものである．

從って，船の雛遥はなるべく輕<，かつ堅牢でしかも
速力の出し易い形のものであることを要するという利害
の相反する條件に適合させる必要から，それぞれの利審
を調整しなければならず’しかも最低限度の安全は保持
しなければならないから’安全と經濟との妥協の黙に落
着くことに江る．

（ 2）海難

船は航行中は勿論，碇泊中でも絶えず船艘を曲げ，凹
ませまたは振る力が加えられる．まして荒天ともなれば
それらの力は墹大し’船魁の瀧造のいかんによっては，
それに損傷を生ずるかも知れない．更に船の一生中には
衝突，坐礁’火災等の海雌に遭遇することも攝悟しなけ．
れぱならない．また，これらの物理的原因の外更に船
の特殊性に基く化騨ｳの原因によっても損傷を生ずるも
のである，

海上保安臆の調査によれば，最近5年間における救助
を必要歩する海難の發生および損失は第1表の通りであ
る．

第1表によれば，海難すなわち船に起る事故の敏は，
最近においては毎年3,000隻から4，000隻に達し，その
中約25％は沈没，行方不明等の全損となっており，そ
の損失額は約50億図と推定され，喪失船舶は1日平均
2隻弱に當っている．

それらの船の事故を種類別にすると，昭和29年を例
示す．ると第2表の通りで，その主なものは機關の損傷，
乘揚’衝突の3種で約70％を占め，残りが火災，浸水，
顛覆，行方不明等である．

また船の事故を船型別にみると，い』>ゆる機汎船鑛よ
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エ三一

ことのある危喰に堪えて安全に航行し得る状鱒こおるば
かりでなく，更に賠洵にある人命の安全を保時j-るi二必
要な種嬰:の施設をしなければ粥を航行きせてはならない
と規・造しているがこれは濁こ本法を灘く根本;識’であ
る．

船O堪航溌を保持しかつ人命の安全を保持するブめiこ

必要な施設およびそれに關速のある事項として，（イ)船
鰡および磯開（向）設備，（ハ）無淡施設等か雛.蛍や設
備の外，更に（二）船の航行し得る水域の限吏（水）貨

物を積戦し得る吃腱の限度（へ）旋客その他人員の收

容狼度．（1､）汽樅の使用璽力の限度蕊ｳ率げられる．

本法第’條の規定ご韮き，これらの船および人命の安

全のための施設こ關迎して，船舶安全法を親とする關嬢

法規は.勅令が2，省令が28におよんでおり，その内容

を溌成する條文の合制･が2,600條を超えることで，船舶

安全法開票法規の躍大さが寛われる．しかし鞘が多種に

わたる工業の生産品を總合集約した建造物であることを

思えば決して故なしとしないのである.

（2）船の安全に謂する基準

船舶安至法第’擁の規定に基き，船猫よび人命の安全

を保排するための施設その他の聯項ｨこついて次の如く韮

準が設けられている．

1）船の擢謎

船の総遥については，餅繼と機淵とが蕊げられるが，

船鰹の櫛造に關しては，鋼贈については鋼船概迭規程，

木船についはて木鞘撫迩規竪があり，蓑た鋼船の防火随

識こつ．v,ては船舶防火秘造規径がある．次に船の機關の

蛾遥こつ､畝､ては船舶磯捌規麗がある．

これらの基準が適用されるのiま，次iご掲げる船を除い

た恥'である．

（イ）總腫数5![未滿の船舶，（ロ）櫓樋をもって運蝿

する船（ﾉ､）その他特進粥舶例えば倉庫船，盤淵

船，被災艀船等ノ

ルもっと,8次に掲げる船舶には欝分のi削迩Hきれない、

（二）總屯数20屯未滿の汎船および漁珊，（水）平水
腫域のみを航行する船

しかしmi記の(4)(二)および(zk)iご掲げる船で旋客

を運邊するものは小型譜舶と秘せうれ，その鵬造の基準
については小型聡舶安全規則の通!iを受けるのである．

2）船の設備

船の設備については，（イ）排水．操舵，繋船，揚錨，

電氣の設備および航海朋具等の如き運航の施設，（ロ)救

命，消防，居住および鮒生の設備等の如き人命の安全の

ための設備，（ハ)危嶮物その他特殊貨物(火薬甲板債

び漁礁等の小型譜が約汚を占めしかもこれらの種類の

事故‘ま墹加する顔向にある．

次に，船の事故を原因別にすると，昭和29年を例示
すると第3表の通りで運航上の過誤己よるものが灼鋤
％で第1位を占め，この外に擬調痕扱不良、船温等の材．
料瀧造不良・自鋼関蝕，保存手入不良貨物人員の搭載
方法不良，過載、火氣取扱不良､不可抗力筆ｳ糎囚とな
・っている． Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１

2．船の安全と桧査

（1）船の安全飯編

1）安歪取締の必要

鰐まそ。特殊性こ韮いて特有の損失を生ずるもoで力，
るから船の用途構造大小吃水等で態じ．船篭’
機關および諸設備について安全である範幽内で，戯的施
設に.つ､‘､ての最既限度の基準を定め，これを勵行させる
必要がある．

さらに，なるべく多危の貨物を積むことを有利とする

貨物粥に對しては過哉とならぬよう載貨の限度を定める
とともに，旅客蹄こ對しては安全上から旅客定員を定
め，これを勵行させることも必要である．

かくの如く，船ば不可抗力の場合は止打を得漆いとし
ても，通弼起り得る危嬢に堪えて安全に航海することが
でき，かつ蕊一塒が沈受しても船殉の人命の安全を確保
する:弓めの施設をすることが必要である．それで世界の
各函は糾鰹および賎開の鰐造および證設肺について安全
確保。ための最低基準を定めそれが勵汗を監督してい

るのである．

國境のない海面を行く船舶には函際鋤3あるから，そ
。安全寂締の基準は各璽旧lご統一されることが望し．ま

い．時縄々 1912年に起ったタイタニック號の遊離靭件

に端壷發して，1914年から1948年までの剛匡4回にわ

ブニり國際動議が粥かれ，條約をもって安全の基準が.j造力

られた．現在生きているのは，1948年の安全條約こ1930
年の國際滿載吃水熱條約であり，前者は鞘の瀧造および
設備その他航海の安全につき，後者は滿戦吃水磯こつv、
て協定している．

2ノわが劃の安全取締

わが函において船の安至に關する販赫士運輸省が搬歯
し，これに開して船舶安全法が制定され･ている．本法は

既に明治･33年に制定された船舶橡査法厳改正し1929

年および1930年の雨條約を全面的に採り入れて，昭和

8年に制定されて今日に至っているが，更に1948年の安

全條約の内容を採り入れて一部改正されている．

本法第1條仁は，日本の船舶はすべて航行上迦補起る
’

鰯8

’

,土



ｰ

木材，穀類）の積附設備が翠げられるがそれらの基準

については粥舶設伽規堅において詔の大小航路，珊途

等.で懸じ規定されている．

これら各設術に用いる各種鞘珊品の性態基準について

は，それぞれ試験規程があって‘それに適合するものiこ

限り備えることが許される．また．これらの設備に開す

る基準が適珊される船の範團は前記の鰐遥の場合と同溌

で．小型船舶については小型船舶安至規則がある．

3）無線施設

國際航海に從蒋する旋客譜および總セ数500屯以上の

貨物蹄こは無腺電信または無線電話を施設することを要

ﾗﾌるが’特定の船舶（陸岸からの最大船．航海の長さ，

航海上の危嶮の有無等により定められる）においては，

施設が全部または一部免除される．

しかして無熱施設の磯器．装澄および運用並び淀通信

從事員の資格および配冠,定員等こ關しては電波法關係

法規に規定してあるので譜舶安至法劉爆法規では，恥こ

いかなる船に施設を江するか否かを規定するに止まる．

4）航行腫域

船の航行し得る厘域の限鹿を示すため，船の大小，郷

遥および設備に雁じて航行厘域を定め，これ凌撤査證書

に記載する．

蹴行瞳域は平水沿海,近海および遠洋の4種に厘
分され，その各睡或を航行藤或とする船に對し，その大
きさ，速力猫遥および設備の標準が示されている．

5）從業制限

漁鋸では航行唾域iご代え，從業制限をもって鯉造，設
備等を律する標準とするが，これは從業厘域と漁業種斌

とを併せ考慮したなので，第1種，第2種および第3種
に麗分される．

6滿載吃水磯

珊の戯貨の限庭を示すため，吃水の最大限度すなJ>ち

浦載吃水雛を定め，それを船側に標示させることにして

いる．總屯数150屯以上の近海唾域以上を航行劣る船舶

に適用される．

7）最大撚載人員

船に搭載を許される人員の最大限庭を最大搭載人員と

いい，船‘の航行厘域．厩室，救命設備その他の設備等に

應じ旋客，船員その他の表について各別こ定員を，更に
按客については一等，二等および三等の厘別に從い旋客

定員を定め，これを嶮査證謹に記載する．

最大搭載人員の算定の基準}ま船舶設術規程に定め鈴
れ，航行腿域およびその搭載場所につき，単位面偵猫よ

び単位容積により猟走されるが，復原性が不-1-分である

ときは制限が加えれらる．

8）制限汽睡

汽雛を有する船でiま．汽躍の使用唾力の最大限度が定
められ，これを制限汽墜といい，検査證謹iご記載ずる・

× ××

前記の如き各種の基準については．その適用を受ける
船の所有者および船長はこれを守らなければならなし､．

（3船の桧査

船舶安全法の規定により，船の堪航性および人命の安
全を保持するために定められた前記の基準が勵行されて
いるか否かを確認するため，所定の時期に稔査を行う
外．随時に船に臨検する．

1）検査の種類

前記の如くその溌遥および設備について規撞の標準に
より施設することを要する船Iま,蛮繁の溌造や設備がそ
れぞれの標準1こ適合するか否かを確認するために橡査を
行う．

船の所有者または製造者に對して申請を義務付汁てい
る橡査の種頚．時期および方法は第4表侭その概要が述
くられている．

2）和I鐸

51穂

て航『丁の閃
窪奔閨酢菖昨‘

汽船および蒸鎮機關を宿ツ色
帆船ではl2月毎，その他の帆
艘では24月毎･

船舶（長さ30米以上の）を蝋
置に蒲手しに樹初よりエ程に
雌い行う．

検垂の万1

冊体，機關，談備．脇狽
蒙施設．満載吃水線にて
員狸!』Z藍十F．』今奉

”
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'検査を愛けた謀衷につき鍵更I鍵更された事頚につき行う．
を生じfこときまﾅﾆは鍵更しよ‘
うとするとき．

臨時検査

臨時腹客．甲板脹客，移民を｜特殊用途の種類に応じ,居住，特殊擁検査証書を交付する．

耀醗難蕊撫|曹舗命謹臓‘膜…1二珠用途に使用するとき．

’船舶用擬闘にして，その傭付製造中検査，出來上り検垂の合桁証明書を交付する．
船舶が特定し､iｴぃ前に行う．種別に鯉じ，機關についてそ

れぞれ製造検査，定期検査に
同じ．

|蝿職鶴亨応蹄凧織鬮,岬扉顧慮腱蕊蕊“総剛性につき行う．。

狩殊鍔検査

船舶用機鰡検査

小型船舶の検査

(ハ）無線施設を有する船に對し，危嶮物および氣象の

通報，避難信號の使用制限．

(＝）遭難船と救雄施設との間の信號，水先人ﾊI悌子の

保存北極目洋航路の麗告．

2）その他の事項

(イ）乘組員の不服申立乘組員が鋸の堪航性および

人命安全に關する設備に重大な峡階があることを脊海

官塵に對し申立できる．

（ロ）船の復原性國際航海に從事する船では顔斜試

験を行い，復原性に關する要項を決定しこれを船長
●

に供與する．

(ハ）外國船に對する船舶安全法の迩月1日本國内に

在る外國蹄こ對し，船舶安全法の全部または一部を準

用する．

（二）國際條約との關係安全條約および國際浦戟乞

水難條約の加盟國であるわが國は日本船舶が雨條約に

適合していることを證明する條約證書を發行し，これ

ら船舶が外國にあるとき，械査を受けることが省略さ
れる．

〈水）危瞼物の運邊爆發物,高嘩カス，腐蝕物，遜
物，引火性液艦等の危嶮物を船により運鐙する場合，

その容器,包装，標札、積付等について規定した規則
として，危嶮物船舶運邊および貯藏規則がある．

2）随時臨検

船rつ堪航陸および人命の安至の保持については．前氾

の所定の時期に行う検査の外，脊海宮臆は必要があると

認めるときは，何時でも橡査官吏をして船に臨検させる

ことができる．もしこの臨検により船舶安全法に違反し

た事変を發見したときは，船の航行を停止するかまたば

必要な補修をさせる等の庭分が行われることもある．

3）検査の執行

船の検査iま．船また'よ機關の所抵也を管轄する管海官

塵である地方海運局（10箇所）および同支局38箇所）

であるが，随時に臨検して法規の海上における勵行を収

締るのは運織省の外局である海上保安塵の出先の海上保

安部である．

繊査の申請義務者は製造猿査が造譜所，船舶用磯關橡

査が磯關製法者である外は．すべて船の所有者（船長士

これに代り得る）である．

船は保城の關係から船級協愈の船汲をIJ.iﾅることが多

いが，運輸大臣が認定した船級協會の核査を受けて船級

を登録した非旋客船は，その船級を有する間は船燈，儀

關．設備（操船，繋船および揚錨等の）および滿載吃水

船に關し．管海官臓の検査を受け，これに合格したもの

と看倣される．現在これに基き認定された船級協會は日

本海事協會である．

（4）航海上の危瞼防止等

船の安全を確保するためには，物的施設の基準を設

け，械査によりその澄施およびその勵行を確認する外，
航海上の危嶮防止その他の事項に關して種々 の規定があ
るが，その主な鮎は次の通りである．

1）航海上の危嶮防止

（イ）國際航海の放客船に對し，救命艇手の配員溌よび
端艇配員，非総召集および操練，隔壁溌よび船側にお

ける開口の閉鎖．

（ロ）國際航海の非旅客船に對し，端艇および消防操練．

3．關係法規の改正

船舶安全法は前記の如く船の安全に關する最低韮準を

定めたものであるから，日進月歩の造船航海の技術に感
じ，關係法規は随時改正され和ければならない．ところ

で戦前においてはそれ程でもなかったが，最近において

は必要に應じ，しばしば部分的に一部改正が行われて，
懸接に暇がない程である．

元来，船舶安全法は昭和8年に制定されて以来，既に

20年餘を經過しており，その間1948年の安全條約の内

躯0
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容を探り入れて改正が行われた外は除り大きな改正はな
かったので，時代の塗悪と造船技術の進歩とにより黄溝
に即さない鮎があって，早晩相當の改正が行われなけれ

ばならないことが撫想されていた．しかし，本法は船舶
に開する韮本的な重要法律の一つであり，かつ國際的な
關速を持つものであるから，その改正には預重な橡討を
要するとともに，本法が内容的に非鴬に多岐にわたる關
係上，この改正には相當の日時を諜想しなければならな
1‘，、

本法ば奮制の法律である關添上，賀質的内容は大部分
省令以下に委ねられているから，法津目燈の改正は行わ
ず，關係省令のみを改正することにより，澄勵勺には同
法改正の目的は大部分達成することができると考えられ
る．それで關係省令を椴討の上、現状において必要と認
められる改正をすることとし，法律の改正については將
來更に各般の事情を調査の上．改めて橡討することとし
た．

しかし，關系省令を改正するとしても，何分膣ﾌhなも
のであり，いずれも船に關する技術を内容とし’船主經
濟におよぼす影響も大きいから．改正に當つては關係團
腿および學識經験者の協力を必要とするの･だ，造船技術
群議倉に船の安全に關する基準の設定について調査橘議
するた”こ船舶安全部會が設冠された．なお専門的に調
査群議するために分科會が設げられ，制度，鋼船擢遥，
木船擁造機關設備，復原性，漁船の七分奉腫に分れ
て群議が進められつつある．なおその改正に當り，必要
な韮礎的調査をたし，改正原案を作成するために運輸省
船舶局に船舶安全法關係法令改正準備室が設遥されてい
る．

これらの磯構の下に，現行の關係法令において改正を
要する黙として探り上げられ，改正原案について審議さ
れ，もしくは審議を豫走されている項目の概要は次の如
くである．

（1）制度鯛係

船舶安全法の一般運用について規定する同法施行規則
の改正で，その要鮎は次の如くである．

(イ）一段規定用語の定義その他総則的なものにつ
いて近代化する．

(ロ）安全の基準に關する規定安全の基準に關する
他の諸規則との關連の規定を整備する．

(ハ）検査の規定橡査に關する諸規定’すなわち検
査の時期，方法，執行，準備，證書等に關する規定全
般にわたり麹浦する．

(二）航海上の危嶮防止に關する規定航海上の危嶮
931

を防止する目的の諸規定を雄討して近代化の上，整備

する．

更に，他の規則において制度的な事項に關する規定を

検討し，これと施行規則との關連の規定を整備する；ま

た，現行の施行規則の中には萩憲法下においては法律

(すなわち船舶安至法）に規定すべき事項が多くあるが’

當分の間法律がそのままである現状でlま，改正後の施行

規則においてもそのまま残ることは止むを得ないことで

ある．

（2）鋼船構造關係

鋼w識造規程の改正で,その要鮎は次の如くである．
(イ）一般規定材料，工作法その他總則的なものに

ついて近代化する．

(ロ）航洋諾の規定航洋譜については本規程の外，
日本海事協倉に鋼耕規則があるのでこれらの内容を資
質上一致させる．

(ﾉ､）沿海以下の船舶の規定沿海以下の航行厘域の
船について明確な規定がないので，これを明かにす
る．

（3）木船構造關係

木譜騨造規麗の改正で，その要黙ま次の如くである．

(イ）一股規定木材の等汲詣よび使用範園その他總
則的なものについて近代化する．

(画）溌造方式穣屑材･を導入した新しい樺造を適宜
に採用する．

(ハ）對象謂舶機汎譜を中心とする貨物淵こついて
規定するが，特殊譜についても規定する．

（4）機關々係

1）船舶磯關規程

船舶儀關規程の改正の要熟ま次の如くである．

(イ）擾關の種別を溌止する．（ロ）材料および材料試
験に開す？る規定を改正する．（ﾉ､）熟氣ダーピン’饒
玉機關，電氣磯關高速ディーゼル磯關，過給機關，
ガス．タービンおよびフ･ロペヲの規定を改正整備す

る．（二）補機冬關の綴装に開する規定を整備する．
（水）安全装遥，操縦装歴および制禦装置に關する規
定を整備する．（へ）備品および計器類に開する規定
を整備する．

②その他の規則

（イ）施行規則その他の規則で機關に開する部分につ
いて船舶磯關規程との關連として改正および整備する．
(ロ）電氣設備に關する規定を整備弧化する．（ハ）危険
物船舶運邊および貯藏規則を整備弧化する．

（5）設備關係



鋸の設備に關す．る規則の改正および制定であって，そ
の要黙は次の如くである．

1）船舶設備規程

（イ｝諾設備の性苛罐準および備付數量に開する規定を
整備する．

（ロ）船員設備に關する規定を整術する．

(ハ）旋客定員の算定の方法を合理化する．
2）船閉品型式承認規則

型式承認を受測･るべき船用品の種類，型式承認および
械逗の手繊こ開する規這お改正整備する．
3）荷役および特殊貨物の運邊迄關う.る規則

船舶の荷役に鯛する認1ﾘを制定するとともに，特殊貨物
(甲板横木材，穀獅および含水微粉鱗石）の船iこよる蓮
邊に開す．る規則を制定説ることが望まれる．

i6)復原性調係

船の安全に關して極めて重大たる關係のある復原性庭
ついて，韮準の設定が望まれていたが，数年前からその

基準の設定に着手し，さきに湖川港内の小型･沼（5屯未
満）に對して“こ規定化きれている．最近’航行麗域の
すべてにわたり族客瀦1己對･する基準が完成したので’こ
れを規定化するとともに，これに6所して非旅客諾すな
わち貨物譜，漁諾その他の特殊譜iこ對する基準の設定を
進めつつある．

（7）漁船關係

最近の漁業經誉，漁臘方式の変態壷考慮し'･妓近の漁
船の資購に適合するように漁雅の安全に關玄る基準並び
に橡査制庭に開する規則（漁船特殊規則，漁譜特殊規
程）を改正する。

4．結・言

以上は現在のわが國における譜の堪航陸および船内1こ

おける人命の安釜を保持Pする上におけ･る主として物杓施

設の面からの取締制交について概溌したものであるが，

紙面の都合でその記述が不十分であることを免れない．

物的施設の面からは，船の安全,こ關する雄準を時代の

謹選造船航海の技術の進歩iこ即態する態熱こ徹！二睡<
とともに，それが変施を確認市るための橡査を一屑強化

することが望まれる，前者Iこ對しては關係認Iﾘを絶えず
改正することを要する課であるがj當局においては前.温

の如く最近關系省令の至面的改正を進めつつあるから，
乗く銃装をもって現われるのも速いことではないことが

溌餌きれる．かくしてその蕊においては船の安全が一暦
確保されることが期待されている.更に船舶安全法とい
う法律は奮憲法下の法津であるから，藺態のままでば設
けないことも明かで，早晩その改正へと移行す,ることも
必至である．

最後に’本聯こおいては，前述の如く譜の安全に開す
る物的施設の面から述ぺておるが，海難の原因の中ウ直
接原因として運航上の過誤によるものが極めて多いこと
は注目に値することである．而して物的施設の不良等;乙
基く海難が比較的少いことをもって，物杓施設が海難の
原因となることが少ないと判断するのは営らないのでめ

る．何となれば，物豹施設については，過去数十年間，
2>HOO條に雛るだ大な蛾の験しい鯉爵の下にあって，
鮒の安全上重要な事孤として世の關心が深いことに外な
らないといっても決して過言ではないからである．
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2）荒木，花岡：鐵遊連絡船に開する風洞賞聴,途
（926頁より､つづく）

船協會論文集，84雛，昭和27年．
る，

3)J.L.Kent:TheDesignofSeakindlyShip.
例えばここでは全く鯛れなかった空船臓毎あるいはパ

Engineering.July21,26,195].
ラ界ト赫毎のごときその一つであろう．しかしいずれに

せよ操縦性能が日を進歩改良され航路航海の施設が完備4）．中島康吉；鐡迩辿絡船の操縦性にぢよぼす風の
影轡につv,て,迭総協會識文集84雛,昭和27年．しても，千差蕊別の不測な蝿牛が依然として安全性を脅

かすにちがいない．これを救うものは湾際魑蟻と，合理5）末庚恭二:YawingofShipscausedbythe
的な研究に基づいた操船技術であろう．絶對不沈船の笈Oscillation.末践椰士論文集，昭和8年．
現が困難であると同穰，すべてに完全さを期待すること 6）元良識三：弧制外力によるヨーイングについて

はできない．造船協會論文集83雛，昭和26年．

だから磯秀な航海者の必要があり，卓抜な造船遥機陵7）橋本進,市原義三：単錨泊中の振れ廻りについ
術者が期待され，相互の協力が斑ばれるのである．て，日本航海學會誌，11雛，昭和29年．

8)HbLeachy,GamesM・Farrin・:Determin-
参 考交献

mganchorholdingpowerfrommodeltests.
1)G.HUghes:ModelExperimentsonthe

S.NA.M.E.,1935.のdiscussion.
wmdresistanceofships．T｡I.NA.,1930.
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三菱造船株式會就

長崎造船所
貨物 船 関東丸について

垂線間長134.80m

割職19.00m

型深11.10]n

i汁識潤載吃水8.69m
（池'職下面より）

木材滿戦吃水8.996m

認屯数8)410.36T

繩屯數4,745.69T

救髭垂量11)680t

湖戦排水錘16.620t

蛍物鮠容赦16,6j9.7m3
（ベール）

（グレーン)17,406.7mf】

主磯城三菱跳躍型諦無二サイクル

躯綱クロスヘ･ヅド縦.淵
7MS72/125

航海速力約13.5mii

航海距離約27,000海鯉

1．まえがき

關東丸ば澤山汽維株式愈祉の御註文により，銘十次計

玉逝雛の1鱈として，三菱造'|緋式愈就長埼遥，冊所にて

建迭されたもので.ll召和29年11月18日迩工昭和30

年5月9日進水，7月23日竣工引渡された．

木辮は南米ｵsよび印墜，東南アジア航路剛として特殊

蛍物すな』〕もレール，車輔鋼材等の重甦貨物および一般

蛍物I!Iとして副識され，その重麓貨伽1Iとして150TON

および120TONのHeavyDerriCk各1韮笹打してい

る150TON級のHeavyDerrickを有する貨鰄I:は米

陸lに2隻，西郷jこ3隻羅度でわが図としてば勿論ただ一

のものである．

また本譜はaftEngineRoomにDieselEnginefig

鍵附したたぬ‘侍に振動坊止に溜窓し,5Xpropellerを

擬川した．海.上試迩憾の結果振朔ま殆んど皆無“,り，

Turbine船の場合以上の好成ytを納めた．

2．一般配置

別職la控剛班岡Iこ示寸通り；附足に磯開室と，短粥禰

機，短船柵および長W泥機とを有する三銀i1とし，長大
な鰯3ｲﾘ‘1の握物鮠口を耐壁する．一瞬の壷迩｢1I板と，第
一帝瞼溌除き第2111板を設け，全通せる二種鰹を才”、
る．

後に詳述する如く鉄鋲掬1Iの望ましい伽所を除きすべ
て溶接縢迭とし,＃ﾙ殻軍遥の轆減を1副り,なお上ql板誌

3．船腿構造

（1）本職の瀦設雌迭は船睡および舷側を繊肋‘間'式と

し，上1I1板および第2叩板を縦肋丹式とし船燈樅弧力の

珊加を計･り，船獅こは極力梁柱の陵止に努め，車輌およ

び長足物の獄IJ.けに不都合ないよう充分橡討を行い，般

少限の梁柱を醜翌しその維果鋼材亜遼の不必要な珊加を
防ぎ，載荊亜塗のjfMII9と搬侭低減に成功した．

よび第2III楓ま縦.逆式I総迭を採蛎i－淵祇

弧産上の次善を施した．

雁化1堕はrI!央部および船尾部に騒ぐ．

木･勝の主要2:r1は第1表#こ示す．

1表

溌醐塞総尼，三階型撹
物舩

越洋1砥城鯵1級船
NKNS*:MNS:!:

ABS+A1｡+AMS

脚本船舳安全法

英本倒およびインド港
湾塊11リ

パブーマおよびスエズ迩
河規則

146.10m

第

刊
◆
“
■
４

７
ク
ヴ
＆舟

椛
級

焚
拙

迩川 悲則

丸開 東
全 煙
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絡底にはadditionalLongi.Frameを増設し，中央

部および船首部船底の凹損仁對し考慮を計った．また上

甲板は総口の所で203znnlの段付けをし轤口四隅に應

力が集中するのを避け溌迭上すっきりしたものとなっ

た．

（2）船殻の組立はブロック式として，1ブロック最大

30T程度とし，平板龍骨,Bilgetrake,第2甲板直上

の縦線，舷側山形の取付．鯰口縁材の取付，ピルジキー

ルの取付，船首部肋骨を鋲擁造とした以外は全部熔接溝
造とした．熔接々 手に對しては約190個所に豆.りX線
繊査を行い熔接峡階の排除に努めた．

（3）本譜は5つのTrans.Bulkheadをもっている

が，これは船級協會規則によるものより麹§不足してい
るので，これによる横遜力の不;足に對してはNo.1お
よび2Hatch中央にpartialBulkheadを設匿し，ま

た4Fraxne毎>こWebfranleを設けて補遇した．

（4）本.階の漉助に對してはaftengineでしかもdie-
selengineであるので,propellerが4翼の場合には

常用回韓で涙り振動が出る恐rl,があるので,5翼とし，
また機雛室/こWebfrarneを墹設する等待別の考慮を

桃つた．その結果試運轌時における握肋は殆んどみられ

なかった．

（5）本錯のTowerpost鋳造はStayなしで第2甲

板まで突込み，第2甲板，上甲板winchplatfOrmの

3鮎支持としstresslOkg/cm2以下になるよう計謡し

た．poStの外征は上甲板で3,"]×3)000Topで1j4"

×1,“0とし，桐享は上甲板で5Jxnm・Tbpで23mm

とし内側にStirnerを取付けた．接手ば全部熔接とし，

熔接を手はX線縦をおよび超青波探傷を行い熔接過度

の萬全を期した．

またTowerpost附近の諾毅溌造はどの程度の補遜

をすべきか苦心したがpOst直下第2甲板下部にLongi.

BHI》を設遥し，更に二重底肋板の増厚，第2甲板．上

甲板.winchplatfOrxnの甲板の珊厚等，これらの祷遥

がTowerpostを充分支持するよう配慮した.Tower

pOStの組立は船蕊で3ブロックに分割し組立て，船魑へ

の取付は船蜑では行わず進水後海上クレーンで吊上げ建

付を行った．

4． 居住般備

乗組員の居住設備については航路に.適合せしめるよう

留意し，主として術生厚生設備に重鮎を置き，他は極力

簡素化されている．乘組員は第2表に示す通りである．

錨2表乗組員数

率務拙

7

7

14

III板部

5

17

22

機ﾊ1部

7

14

21

ｌ》
・
》
Ⅲ
○
〆
○
○
７
０

合
１
３
５

士官

属員

合計

豫備3名，パイロッI､1名，厨貝諜備ペッI、3名

合 計 6 3 名

上部辮喬左弦に饗卿11として2入室1室パイロッ’、

用として1入室が配置されている．

通風暖房として，後部展住麗はThermotankによ

る通風および凌房，中央部居住歴は自然通風として扇風

機を設汁．暖房は蕪氣ラジエーターによる．

、5．荷役設備

荷役設備としてのHatch,winch,derric.Eboomの

配置，数，寸法.士別岡一波酊擢園および第3表に示す

が，本粥の150tl2)tHeavyderrickの特徴4士次の

諸勤である．

第3表ハブチ，デリック，ウインチ

急’鰯ハッﾃ寸法デ',ｸプー ﾑｳインチ
容遼長×敷容冠×数

｜雰縦#'$×蕊…※‘Ⅱ裂謝脇

{'鮒妻{縦翌225MPnm
x7,000mm

｛1鰯雲{縦室3甥9脇
合計IE0t×1,120t×1,3Ct×126t×220t×2

15t×610t×65t×16

(1)Derrickpostは15.tおよび12]t用のものを

船鶴中央部雨翰口間に集中し,preventerstayなしの

Towerpostの櫛造とした結果荷没梁作上非溌に便利‘こ

なるとともに迩度上も安奎性を婿加せしめた．

(2)Cargopurchaseおよびtoppingpurchaseを

towerpost頂部からwinchplatfornnを膠魎して翼下

に導き,winchplatform下に設けられ‘たLeading

blockを通じて船燈中心線に直角に設備された26t"

よび20twinchに捲き取るようにした．

（3）そのためwinchはwinchplatfOrmwingの下

部に牧りHatchsideは充分clearになった．

(4)Boom仰角を常用45.とL25｡～60.の範團C有

効に使用出来るよう計窪した．
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「

荷頑をHoldに卸し柊了した．150t、120tderrickと

も，全く耐嫌の燥作である．

本試験の謡采荷役些涯全投,winchおよび船鐙各

部とも異艤なく，樋“て良好な成讃を納めた．

公式試験に雷り，特二Towerpostに48カ所,boonl

に8カリ『迩氣抵沈歪計を坂{j･;1-各部の歪計を計測した．

公式試溌成篭の･一部は次の通りである．
]50tderrick]2:tderrick

試騨荷軍165t132t

最大舷外振出距離4rn4rn

最大船禮短斜8.25。6.64．

Towerpost頭部樅澆44.5mm33mm

(5)26t36よび20twinchをwinchplatforJnの

上から操作川来るよう，操燃装涯を設けた．

(6)i'IHzIIのsheavelX5枚として使剛鋼索は次の通

（フとした｡

150tderrickl20tderrick

Topping 52妙×380m 48妙x380m

Cargo 521×330m 48妙×330m

(7)Boom寸法を下記の通りとした．

150tderrick 120tderrick

850妙×22m 800‘×22m

(8)150tderrick使用時の船腱鍛大傾斜を老臆して

rnainguyの滞車および使用鋼索を次のように決定した･
150tderrickl20tderrick

滑車組合4枚～4枚3枚～3枚

鋼索241241j

以上の絃果本船の150tおよび120tderrickは全

く對線となり,TowerpostをNostayとしたのと僻

せて荷役操作は安全かつ迅迩に施行出来る．

このHeavyderriCkに使剛した26t諺よび20t

steamwinchの要目は次の通り．

26twinch20twinch

+41･26ton×14m/min20ton×16m/min､容一一

シリンダー32，妙×36〕32”×360

|['li鱒数148r.p・1nl35r.p.m

蒸氣ME力8.5kgcIn2 8.5kg/cmg

ワイヤード1,000〃×950900’×95］
ラム

また本職は頭遼闘物のみならず輕貨物に對する投脆も

光附しており,5tonwinchはすべてoilbathtype
enclosedsteamwinchである．

6．荷役試験

昭和30年6jj291]および7JjlHの期日7AB.
NK.並びに海迩局，船主本船關黒者脚立侭のもとに

150tおよび120t荷俊公式試験を施行した．公式試瞼

に先立ち，その漉奎を期しまた装遥の調整を計るため，
150tおよび12)tderriCkとも57t,895t虹に1.50t

derrickの.み."132tの誤附荷頭試醗を行つﾉこ．公式試

鹸にはそれぞぃ165t,132t(安全荷迩×1.1)の荷電試

醗を施行した，荷砺はすべて釧玉を使n]した

公式試験はまず船繼中心線上に仰角35.のboonlに

上記の荷遁をHoldより捲上げ,booln仰角45。ま.C

toppingを行い,4本のmainguyと2本の郁助guy
の操作G舷外,4xnまで振出し，次い､ご荷電を水面蛍G

捲卸した後，捲上げ船臘中心までboolnを振り込み，

《

Ｊ
Ｌ

箙l"150tboomにて165toverloadを
舷i川4mの紘惟に振出し↑こ虚

’雄2脚l50tLOonlにて165toverloadをhold
より船体'1;心線上に船上げたj匙
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鯵3"150tboomにて165toverload翠展
出しｱﾆ際の船体似1斜を示す

排水壁7,251ton7,310ton

（内パラス1､）（約2,290ton)

たｵ5本荷鍔試溌に先立ち，木製錘にﾉ1Iいる金物顔につ

いてはすべて厳竃なtestを行い，公式試験に際しては

なんら支障なきよう充分の準備を行った．すなわち

swivel,eargoおよびtoppingblock,Inasteye等は

それぞれ15)%ovex･1oadのprooftestを施行し，そ

の他toppingeyebracket,gooseneck,booIn.boom

headpieceおよびheelpiece等/こついては超需波探

傷試験あるいはX線繊査により異状の右無を充分確認

した．

6．救命豊備および消火装置

救命設術として木製救命艇2隻をBoatdeckに装術

し,Boatdavitは三菱gravityhingetypeである．

消火装涯としては各Cargohold)ランプ,錨よび塗料

応は熟氣消火裟避,Enginerooxnは熟氣消火蕊睡およ

び斑辮瑚消火器，居住随は海水および鋤糊U消火器をﾉ1J

いる．別にEngineroomj11として，移動式15HP"

動擬鵬動消防pumpをboatdeckに絡納している.な

お操舵室に火災護兄器な護が－，各cargOholdランプ“

よび塗料砿に煙縛を導いている．

7．航海計器

主なるものは次の通り．ごある．

GyrocompaSs l

Electriclog l

936

Directionbinder l

Echosounder l

Autopilot(single-unittype)]

Rader l

8．雷氣装備

本粥の發髄磯ばディーゼル淡醗鯛動で100KvA(80

KW)AC450V3*!160サイクルのもの2蕊を有し，附

時1蕊を使用するが，2蕊を並列運漣することもlll来る

ようになっている．

電燈，船内迩偏装遥および小型逝動儀迩源として"

*ll451/113V.15KVA乾云曜選墾群4"(1蕊械灘鮒）

遊磯溌室こ,10K;7A4"(1蕊は遜Mi):frUpper

deck前割嘔劃のMotorroomiこ装陥している．

またスエズ運河jII探照燈剛電源として脳:#!447/115

5KVAをFlowerdeckに装術している．

主配電盤はdeadfronttype･CgeneratorPanel,

450Vpowerfeederpanelおよび113/lighting

feederpanelよりなる．、

電動識は25蕊以上詮なし，起動ますべてacross-the-
linetypeである．

（2）電燈鮭遥

砺霞装歴はAC.110Vで給砿される．その仙JI稀ﾉIJ
砿篭としてば24V晒池による．

これら砿燈総↓の總敷は576畑，髄球鰡倣は683伽，

總砺瞳地力は43.6KWである．

一段の電燈ば白熱電燈であるが，サ面ン，‐ﾘ･ロンェン

トランス，愛附室は壁光燈を使川している．

（3）無難装澄

500WM.F・蓬ｲ;識1蕊

500WH､F."1"

50Wγ〃1蕊

H.F.Doublesuper邊儒磯1蕊

L､M､F･autodynef' 1索

Emergency受信磯(AFsuper)1"

|:I勤迩劉装壁1式

9．撞關部概要

主擬關ば三菱長崎遥獅『に龍いて製作された三髪跳躍

型揃溌2サイクル鯏励クロスヘツド機關,7MS72/125

機湖1選で定格130回漣で5,250制動賜力を出すことが

出来る．

主機卿IIビスI,ン冷却油および潤滑油ポンプは中IMi軸

より墹進歯車緩衝装澄を介して騒動されジ1．ケ’'l，冷却

水ポンプは上記ポンプ汕睡によるoilInotorにて遥動
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I

される．

燃料弁冷却水ポンプ。，油清淨材，清水韻ンﾌ。，衞生ポ

ンプ，通風機，清水移動領ンﾌ゙ ，工作磯城は電動とし，

溌備ジャケット冷却水ポンプ，溌備ピストン冷却油およ

び潤滑油蝦ンﾌ゙ その他の補磯は汽動さある．

推進補磯は主機關の出力に對し充分なる力瞳を有し，

その他の補磯は本船の運航に必要かつ充分なる力量を有
している．

發竃機はDieSelengine鋼肋交溌發電機1COKW

450V､2蕊にして鬮動瀞幾，鮎燈および諸通信装匿に必

要なる迩力を供給する．

補助職は標準3號職1蕊,重油,排カス併用焚排氣圓
毎2選合計2蕊とし，航海時ば排ガ葬錨より機關部補
機，タンク加熱用.甲板雑用糠を供給する.
碇瀧荷役時はY蝿僥3號謝を使用するものである．
機關室配遥は床面に主擬關,發電綴，室氣鶴識その

他の補磯を装備し､機繼中甲板雨舷には諸ﾀﾝｸ,始
動用室氣贈,.工侭機hi室磯關科倉庫等を設け,船尾部
に3號職を設澄す、る．

排氣趨は機鰯室上部ｹー ｼﾝグ内に装備しておる.
調幾關の要目は次の通りである．

．（1）主擬械

蕊戯1蕊

型式 7 M S " /125

出力および回縛数定格5,250BHP×13fRPM
經濟4)450〃×124"

②補助ポイヲー

（イ）排カス鯛

璽數1蕊

一型式重油，排カス9師圓噛
受熱面積（重油）78.41mg

．(排ガス)148.1m9.

，(ロ）油焚織

蕊激’塞
型式標準3銭篭
受熱面識239･3m9

（3）推遜器

型式マンカン青銅製5翼一禮型
直裡および節4,600mnn×3,F5)mm

展開面菰7,C25mg･

（4）發電機

（イ）原動機

型式4サイクル躍動ディーゼル溌關
蕊数2選

出力および回製鯉120'BHP×600r･p｡rn･
（ロ）發電機

型式三相交流防潅型自己通風型・

出力1mKW×450V

（5）空氣唾縮磯

型式複筒二段璽鏥型

蕊數2蕊

容蚤および睡力20)m3ﾉHFA×30kg/cmg
原動機4サイクル単動ディーゼル機關

（6）磯關屋補鰻

名稲臺敷型式容冠および全ﾌk頭
苛イノレモーダ

ジ十ケツト冷却1願動鍵､渦巻223mS/H×25m
水ポンプ・ 式

舞獺雛，謡蕊鯲型2,0×,25ンうo‘

燃料弁’冷却水2．電動ウェスコ 2×40
ポンプ･

鰯悪”､’秒ｳｼﾝ
220×25

嘉雛誇繍，〃1園×50
油鍜ンﾌﾞ

5×25潤滑油移邊鍜ン，汽動ウェヤー
プ

5×25
燃油徽用ポンプ2〃

釦 × 3 5
〃移邊〃’櫛ｳ‘シン

2,0)O"H
潤滑油清淨樫1鬮動ドヲパル

4”
燃油〃2〃

4，函
粗悪油〃1〃

ピﾙジ誤ンﾌ゙ ’蝉ｳ謙シン"×25
ピルジ象パヲス1〃，1"/2"×65/25
トポンフ･

消防粂雑用鑛ン，〃 1"/150×65/25
う･

5×35
清水韻ンう･1電動ピストン

10×30
衞生〃1〃渦巻 12×130
給水〃2.汽動ウエヤー

1×18
清水移邊ポンプ1汽動ウエスコ

9/180
復吹および冷却，汽 動
水ポンプ。

5COm､/min
槻關室通風鰻2睡動軸流式×30rmn

250×150
総用邊風機1汽勤シロッコ
ピストン冷却油 120m9
".kび潤滑肢冷2表面式
却器

5

給水加熱器1表面式
75

補助復氷器，〃

給水漉器1カスケード式

工作磯械1蔦能型
3t

解放用クレーン’電 動

兜7



卒本順三郎
溌士趣鵬製造株蝿酋而上技術部ろわが國電動ウィン最近におけ

チの傾向

と，交流ウィンチが艘全磯としての綜合計飛の合理化の

要望に』腰じて出現して以来-1分にその要望に答えなお日

進月歩の勢で發達しつつあること，諸よび避後の型力聯

出船の船侭低減という特殊J1職のもとに注覗の的となっ

ていることは、誠に興味のある郡僅である

以下これらのウィンチについてその得失を概襯し，砿

動ウインチに識する要求の.晨近の傾向について捻討して

みよう．なお第1表は各形式ウィンチのI11力，亜逓の比

較表である．

概 説

戦後'0年間に製作された電動ウンチについて同職

してみると，戦後いち早く製作され特挫，取扱，保守等

すべての黙に論いて電動ウィンチが汽鋤ウィンチに比し

て優れていることを愛読した祷錐型直流ウインチと，第

9次船にj富士電磯製交流ウィンチが始めて全船に採用さ

れて以調順調'二發展している交流ウィンチ，および昨年

鼓から轆出船向として異溌に注目され始めた走絡速度の

低い萩型直洗ウィンチ(31､ン,51，ンウィンチとも30米

/分）の三種にその發展を大別出来る．

これらのウ.｛ンチはそれぞれの特長を有するが就中

標準型直流ウィンチが上記のような特質から汽動ウィン

チに比して高値なるにか力脅つらず非常な發展を遂げたこ

1．直流ウィンチ

1）標準型直流ウィンチ

昭和28年頃までは31､ン36米/分誌よび51，ン40米

/分の直流ウィンチが殆ど全部で，制御装盃をウィンチ

本瞳に包赦する内職型が大多数を占めていたので隈にこ

れを標準型直流ウ.（ンチと呼ぶことにする．この方式の

第1圃レオブーード式交流ウィンチ（鐵士極機製）
による荷役肱況

霧識麓議蚤
伸
坪
遜
影

第2岡標準型直流ウィンチ（富冒I3趣擬製）

第1表各形式ウインチの出力，重迂比雌

51、ンウインチ31、ンウfン チ
｜
逓

製作所
聿
巍方

’魎動 機
出力 |種 ’|;刺繍|承斌定 糯 速度 定糀速嘩

’
！

34HP

31

4.2TON

4－7

57HP

53．5

6.5TON

7－O

MiFL36M/MIN

餅士 睡機 〃

40M/MIN

l〃

祓流樮堆型

30M/MINI27.5

〃 23
１
－
１

’
1

30M/MIN

〃

Laurence-Scott

#;i.-1冒遮機

知
準
一
率
幻

44

41

５
６
●
Ｐ

５
３

流流撰押負磁方式

Thrige

=if↑孟機’
｜
死
琴

ワ
》
８

４
↓
３ ’｜

’

2う

23

｜
“
串

５
ｐ

４
３

″
″

″
″

il'[流歯車鍵換方式
ｇ
Ｄ
Ｇ
。』

Ｏ
ｒ
ｌ

｜

交流レオプーード式
6MM1N|

〃

M

漁晉I

40M/MIN

〃

４
７
◆
Ｇ

４
３

４
１
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「

れているので割愛し，軍に次項の鋳型ウィンチとの比綾

のた必代表的な數祗の漂僅型ウ,『ンチについて第4圖に

その特性曲線を称掲するに止める．たお第4岡を繊計す‐

るに常り，ウィンチの速度特性を云令する場合定格速産

およびフック速庭の高低の他に中間ノッチ，特に捲揚，

捲降の第1ノッテの速礎の適否が荷の離床，蒜床の際の

ウィンチ操作の測場となって現われ荷役能率に大きな影

響を與えることに注意されたい．この差異は第4岡の各

献ウィンチについても認められるが次項の新型ウィンチ

において特に軍要な問題となる事柄である．

2）定格速度30米/分の新型ウィンチ

昨年来3つが函の迭船所で幟出船を受註することが多く

なり多数の船が建迭されつつあるが，これらの輸出船に

擢赦される電動ウィンチとしてLaurence-Scott祗製お

よびThrige赴型のものが価格が低廉なるため注目され

るに至った.Laurence-Scott趾の最近のものは上記

の標準型直流ウインチに類似の撰鐸負荷方式また

Thrige趾のものは直接制御でウィンチ本鐙に歯車鍾換

機溌を具えた二段速睦方式て強>る．これらのウィンチは

定格速庭が低いために荷役龍窄が多少劣りまた後者のも

のは後述す．る如く操作が不便で今までのところ國内船に

は採用されなかったが，輪出船として船侭を特Iご切詰め

たければならぬ蔀傭う､ら各社ともその雄計に着手し，富

士電機に鐙いては既に前者の撰鐸負荷方式のものを2船

錐3""_上 川 主 幹 制 御 器

ものは戦前にも多数製作され戦後もその全盛期が比較的

長かったため，この間故障の多い複雑な方式のものは淘

汰さ恥総迩簡噸で故陣の少ない数批のウ（ンチが残る絲

果となづた．しかしてこれらのウィンチは標準型として

竃氣的にも犠賊的にも殆ど光成の域に達したのである．

このように砺動ウィンチに對する伝瓶庭が塀大した絲

果現在てぅは茄役速墜の向上による經避の節約が主眼熟と

き恥，ウィンチl.i鴎の迩庭特性が橡討の對象となるに至

った．こ恥については本誌の昨年5月號に詳細が論ぜら ’
‘'陸！Ｆ

０
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機製のこの型のウィンチは徹底的な軍量Mﾉ『4m脚力句1N
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睡減方策の結果Laurence-Scott杜製の

ものに比し31､ンJ51､ンウインチとも

約65％の重量に輕減されている黙は注目

に値する（第1表参照)．

B)歯車鍵換式

ウィンチ本鎧はスパー歯車による減速

式でクラッチハンドルにより低速と高速

とに切換える歯車鍵換方式である．制御

方式は電動賎主電流を直接制御器によっ

て開閉制御する直接制餌坊式で制御抵抗

器は制御器と一盤に作られ甲板上に遥か

、1、

一
『

一』戸一一一

TCNヨ

一一
一

一一
一

三匪 岸烹ゴ l1’匡二 ｜‘、|’れる．定綿虫庇としてはThrige而上のも

のは3トン,51､ンウインチとも18米／§製

）分，24米/分および30米/分のものが記

載されているが-上記との比較上最も定絡

速産の高い30米/分についてみると，高速側に歯車詮切

換えた場合の定格は31､ンウインチでは1.51､ン6)米／

分（鍵換比1:2),51､ンウiンチでは2トン75米/分

(鐵奥比1:2.5）となっている.嵩土瓶機製のものは31、

ン,5I､ンウインチとも定格速度30米/分，歯車鍵換比

(A)Laurence-ScOtt社製(B)爾士極機製
錬5戯撰郷負荷方式直流ウィンチ(31､ン30米/分）

速凌特性曲線

分（20蕊)製作納入し，また後者の歯車愛換方式のもの
4船分(MooringWinchを含め52g)を受註,現在製
作中である.

以一Iざこれらのウィンチについてその大略を記すことと

する．

A)撰鐸負荷方式

31､ン,51､ンウィンチとも定辮塑度を30米/分(100

沢/分）として電動擬出力を下げている．第5間Aは
Laurence-Scott就製ウィンチの特性曲線である．これ

を前記の標準型ウィンチの特性曲銀（第4岡）と比較し
てみると，全休として宮士電擬製のウィンチに似た形を

しているが中間速度の配分において富士電機製に劣るよ

うである．またフック速庭は約135米/分で富士電機製

のものより低いが他の2斌の襟準型ウィンチよりも高い

ことは注目に他する．第5岡Bは雷士葹擬製ウィンチの

特性曲線であるが標準型ウィンチと岡じく中間速礎の配
分に工夫をこらして荷没能率の向上を岡っている．

雛遥としてはウインチ本磯はウォ.一望､歯車1段減速

式．制御装礎は抵抗器と同一,枠内に組込んだパネル型.C

船内に別錘され韮幹制閲l器のみが甲板_上に経かれる．制

御方式は主幹制御器による旧i接制御方式である．

本方式のウIンヲ･はフック速睦が商いので定絡速度が

低いにもかか謬らず荷役速腿を除り低~iざせしめない利黙

があるが，他方間接制御方式の？こめに主幹制御器と迩滋

接鯛器群を，またプ.ノク速庭を出来る限り高くとってい

るため負荷擬澤繼電器を必蕊としその制御方式は前項の

樮準型ウィンチと類似となる．從って侭略1氏減の炎鈴の

本質的宏要輩は電動磯定播州力の減少iこよる侭賂減のみ．

となり飛躍的な廉侭を望むことは出来ない．仏し窟土龍

第6脚撰羅負荷方式商流ウィンチ
（謝士砥擬製）

はThrige減のものと同一で動あが前輌と同じく軍趣輝
減に意をI!iいてありThrigei辻のものに比し-ご相齢陳く

なっている（第1表参照)．定格IIIJJ31､ン30米/分のも
のについて特性曲縦を1刷砿すれば第7WIA(Tllrigeiit)

およびB(雷士電磯）の如くである．樹士電擬製ウィン

チの特性は大体Thige牡のものと同じで勤るが2ノッ

チの無負微速度を下げて中間ノッチの配分･Iこ意を用いて
ある

本方式によるとスパー歯車を剛いているた鋤ウィンチ

本鎧の鱗迭はi脚となり制御回路も直接制御器を剛いる

から簡蝿となるが，他方歯車切換の手敬毒蕊し制御器減

ﾄ

ﾛ
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以上の如くこの形式のウィンチは従来

のものに比して種苓の畝黙を有するがそ

の最大の魅力は廉債な鮎に為る‐從って

殆どinitialcostのみが問題となるよう

た輸出船に對しては適切であるがこれを

國内の貨物船に探剛する場合にはこの型

式の得失を-r分､に域討することが必要で
ある．上記の如く本型式の最も特異な鮎

はその速度特贈こおるので，例えば鑛石

等の荷役に對してはこのウ.『ンチはその

長所を十分に發揮し得ると思われる．

以上は最近問迩となっている2種額の

溺迦ウィンチの概要であるが幸い運轆

省営局においてもこの傾向に注目せら
郡使用者，造船所，製造者を一丸とした

共同研究會を開催されて廉憤で能率のよ

ンチの研究を推進することとなった．この研
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(A)Thrige爪上製(B)寓士樋擬製
錐7脳歯車錘換方式直流ウインチ速鹿特性曲線

主幹制御器に比して多少重く､なる．また制御器にプ理ハ
ンドルを用いているので制御器が別詮されても2塁のウ
インチを1人で操作するone-mancontrolが函難とな
る。併しこの型のウ‘ンチで股も問題となるのはその速
度特挫をある．以下これについて検討すると，

a}低速ギヤ側ではフンク速墜がせいぜい70～75米/分
程睦であって他の型のウィンチに比べ著しく低い．
普通の荷役の際にその荷重ば1.51､ン以下のことが
多いことは聯麓であるが，1．5トン以上の荷役のと
きには荷役能率が相當悪くなることはこの型の最大
の峡黙でiあろう.勿論空ﾌｯｸ戻しのときに一を歯
車を高速側に切換えることは総遥詣よび操作上殆ど
不可能と思われる．

b)高速ギヤ側では特に捲降］ノッチの速度が高くな
り，31,ンウィンチでは1.51．ン荷重附近で40米／
分，5トンウィンチでは21､ン荷重附近で50米/分
に達する．このため1．反扱に注意を要する脆弱な荷
に對しては荷の着床のときに操作が相當困難になる
のではないかと恩1つ恥る．高速ギヤ側でば歯車の切
換によって機蜘勺に2倍または2.5倍の述度を得る
もので，これを20米/分程度の低速にするためには
装遥が複雑となり本方式ウインチの簡単販値という
特長は失われてしまう．

c)捲揚における中間速度の配分も除り感心出来ない．
軽負荷になる程速度制御が困難となり特に高速ギヤ
側ではノッチによる速度の鍵化が大きくなって操作
が不便となる．もっとも富士電磯製のウィンチでは
上記の如く捲揚2ノツチの曲線を分離しているので
この鮎式餘程改善されている。

い國産ウインチの研究を推進することとなった．このiﾘ1．

究愈セは稔討の結果歯車鍵換式の場合でも制御方式は主
幹制御器による間接制御方式とし操作の容易なことを目
標とすることとなり，歯車鍵換方式のものは三菱電擬お
よび富士電機が，また撰鐸負荷方式のものは東洋電儀が
えらばれて目下試作中である．上述の函産釿型ウインチ
が今後の園内船に如何に適用されて行くかはこの試作ウ
インチの成果の械討とともに甚だ興味のある問題を今後
の船舶界に提供するものと思う。

2．交流ウィンチ

概説に拓いて鯛れ元如く，第9次船に富士電擬製交流
ウィンチによる全船交流化が賞現して以来交流ウインチ
は順調に護展し，第10次船においては富士電擬製交流
ウィンチによるもの3船，三菱電磯交流ウィンテによる
もの1船，計4船の全船交流化船が建造され交流ウイン
チは全く賀朋段階に入った．第11次船においても“二
3船以上が交流ウィンチによる全船交流化を識走してい・

’
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"l1脚米図WH靴レオナード式交流ウiンチ

述嘆特性III1線

ことは注flに慨する．最近の鱗出船川として定格3トン

60米/分または51､ン60米ﾉ分の直流ウインチが時を照

會されるのも欧米においてこの種のウィンチが相當数使

われていることを意味するものと考えられる．このこと

は目~Iざ前記の定格速度の低い直流ウィンチ程問題にされ

てはいないが極めて興味のある斗蛎で十分橡討の必要が

あると考える．

"l0ml司上刑主幹制御器
る．

従来交流船では主としてウィンチの突入電流による電

睡降下を防ぐ．ために直流船の場合の潅迩権謀麓よりも大

なる容逓の護電機を設備せねばならぬという概念があっ

たがレオナード方式のウィンチを使I1Iすれば突入電流

による電睡降下は問迩とならず直流發電機とほぼ同一の

容量の交流發電磯で汁一分であることが蜜證された．從っ
て發電機侭格の比較の場合交流であるからというだけ

の理由で直流發電機とその20～30％増の容並の交流護

電機の悩絡を比鞍することは雷を得ていない．いうまで

もなく船舶の交流化は總合的な計認の合理化を目的とし

て出發しているので上述の如くｵっが型貨物船の中でも肢

優秀といわ恥る貨物船が潜疫に交流化されてゆくことを

評して単なる流行i罰~ぎぬとするのは級密な繊討を岬、

た誹誘にすぎぬと信ずる．

た詣ここで興味のある黙は，外國において定格速度の

高いウインチが愛咽に供されていることである．第111m

は米國Westinghousej辻のレオブーード式ウィンチの特性

曲線であるが定格荷亜の捲揚速庭が60米/分以上である

3．各種ウィンチの荷役能率

上記の各形式ウィンチの荷役能率を比較するた釣にあ

る荷役條件を恢定しこれについて荷役時間を訂郡してみ

る．計蝉:に川いた各型式の!ﾝインチはいずれも富士通擬

製のもの･Gある．

1)IJ'Iンチの種砿

A.31､ン36米/分一レオブーード式交流ウ（ンチ

B.3トン36米/分撫僅型直流ウ.｛ンチ

C、31,ン30米/分撰澤負荷方式直流ウインチ

D.31､ン3J米/分歯車鍵喚式直流ウインチ

の4露灘について詩蝉する．

2）荷役條件
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第 2 表 ＝

負l .51、ン荷 負荷

葱|繩|寿恋言|撚副“＊’ c)1年間
荷役時間’ |”

ウインチ
種類

b)12,COOI､ン
荷役 時 間

a)一回

荷役時間

|’
１
１

1乳55時間

15．8

19．4

21．5

1

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

325時間

380

466

516

8.74時間

8．96．

11.4

11.75.

210時卿

215

274

282

恥
５
０
５

２
幾
２
４

６
６
８
８

100％

102.5

l30.5

134.5

a)1回の荷役所要時間

b)12,COOI､ンの貨物を16墨のウインチで荷役した

場合のウインチの没働時湖

c)句項と同一條件で一年間24回の荷卸を行うとし

た場合のウィンチの変鋤時間

を1.5トン，3トンのそれぞれの荷重について計算する

と第2表そ如くとなる．

また荷役の閾反り拳よび荷外し作業に要する時謝は資

測の例では50~70秒程度であるからこれを60秒聖職筐
して年間の荷役時間を算出すると第3表の如くとたる．

こ罎中･差の項の日数は1日8時間l努働として計算した

荷役日數の差である荷役條件は上記c)と同一とする．
以上をみればウィンチの優劣による荷役能率の差がは

っきりするものと思う．なおCの3トン3]米直流ウィ

ンチは富士電機の萩型を對象としてあり能率を相當向上
せしめているので一般的にはこの数値より長い時間かか

るものと思われる．また歯車愛換式(D)では1.5I､ン

を荷役するのに高速歯車側を使用することは過負荷の危
瞼があるので低速段階として計算した、高速歯車側で1
トンの荷を荷役する時間を計算してみてもレオナード式
に比しなお17％位長時間を要きることになる・

結 言

・以上各形式の電動ウインチについてその長短を橡討し
たがその比較は上記で好ぽっくされていると思う、新造
船に對して如何なる形式のウィンチを採用するかは勿論
そのときどきの經濟情勢その他に大きく影響される事柄
で単にウィ.ンチのみの比較では決められない問題ではあ
るが，最も適したものを採用するためには各形式のウイ
ンチの性格を熟知すべきであると考える．

なお定格速度が30米/分のもの,特に歯車鍵換式のも
のは現在までは大型の國内船に採用された例はなくその
賀際の使用蜜績についての議論は悠来の問題となろう
が，使用者各位におかれてもこれに關する蛮際の資料を
どんどん霊表して戯きたいものと思う．

第12岡の如き荷

役條件で荷卸しをす

る場合．戻りはフッ

クのみとする，荷即

L荷重は1.5トン,3

トンの2種類，但し

いずれの場合にも横

行には荷重の豚がウ

インチの荷重として錐'2圃計算に用いに荷役條件
運輔されるものとする．

3）計算式

起動および制動時の平均速度は最大速度をvとすると

オシログラムよりみて大髄O.7v程度である．從って

L=荷役距離（米）

v＝最大速産（米/秒）

tl=起動並びに制動の雨時間（秒）

t2=全速度運轄時間（秒）

t=L距離を荷役する全時間（秒）

とすると下式が成立する。

L=vt2+O.7vtl （1）

t=tl+t2/ （2）

(1)，（2）雨式から

t=÷+0.3tl （3）

4）ウィンチ稼動時間

（3）式を用いて

第3表
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BI780
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1

時間
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415

474
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－ －
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54時間（6.75日)，
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篠 村義 夫
國際船級協會會議につh、て

日本海畷協含

今年4月25日より30日までの6日間，パリにおい

て，國際船級協會冬議が開催され，これに日本海事協會
の代表の一員として出席したので．ここにその概要を報
告やる．

酋鐙の概要

今回の語級協會々 識は，1939年RI協曾の主鰡こよ
り，ローマにおいて，第1回會議力調催されて以来，第
2回目のものである．1939年露諒乙おいて，船級協會為
譲は今後も持綴され,走耽に開催されることが決議さ
れたが，今次大戦のため中断された．しかし1953年8
月，再びRI協會により，船級協會煮議の再開力婆望
され，その後多少の愛遷を經て，ここにBV協會の主

催踵よ."り開催になったものである.海事酩含としては，
1939年ローマ曾鋳こおいては,代表出席方を．営時同盟
を締結していたRI協會に委任したが:今回の會議に
は,3名の代表を邊つた，

今回の會義は，主として1930年國際滿載壱水線條約・

關係の問題について討議されたが．これに關連し，造辮

用鋼材．および諾の緬張力の問題も採り上げられた．強め

各諾級協會から提出された議題は，總計46であったが，

これ肴は』主催者の協會により，次の8項目に類別され

た．

議題I逵紹用鋼材の材質および詔の縦魍力の基準

議 題K油槽船

議題Ⅲ鑛石運搬譜

議題Ⅳ甲板積木材運搬譜、

議題V沿岸航路に從事する小型譜

議題Ⅵ吃水線條約の諸規程の解鶴に關する問題

議題Ⅶ滿戦吃水綴および吃水線證書の取扱いに開すう

る問題

謡題Ⅷ吃水線條約以外の問題

禽議は,BV協會事務所内會驍室で，第1表に示す．

日程に從って行われた．参加譜級協會は7協會，出席者

は32名であったが，その氏名は第2表に示してある．

策1表愈雛日程

日 時｜同’程｜詞會巻
4月25日(月)午餉|開會式

午後"會識（議題I)IMr.BrOwn(AB)

4月26日(火)午前|會談(譲題Ⅱ,IV)IDr.Schnadel(GL)

9“

，會議(議題Ⅲ.V"
4月27日(水)午前およびⅥのI･"Mr.godgson(LR)

午後識)“ⅥのIMr.M…y(LR)
4月28日’木)'K>｡奮殿’
4月29日(金)午前會議（践菖Ⅶ)Dr.Vedeler(NV)

午後會議（談題Ⅶ)GeneralIngianni

4月30日(土)午前決議開脅式Mr.Bourges(BV)

第2表出席：苫氏．名

AMERICANBUREAUOFSJIPPING､

Mr.D・P・Brown,Mr．A､R・Gatewood,Mr.G.

W.PIace,Mr.C.S・Smith,RearAdmiraIH.C.

Shepheard,Mr..A,L.Mathis

BUREAUVERITAS

Mr.G.Bourges,Mr・P.BIanc,Mr．』・Castex,

Mr.R・Berichon,Mr.G.Bourcean,Mr･Q

HIIrst

GERMANISCHERLLOYD

Dr.G・Schnadel,Mr．F.SeeEsch

LLOYD'SREGISTEROFSHIPPING.

Mr.R.M.Turnbull,Mr.』・HodgSon,Mr.JSM"

Murray,Mr.S､T・Bryden,Mr&G.M.Sellar,

Mr．M､E.Capelle,MrbDelattre.

日本海掘協會

重光雄，守屋公平，篠材義夫．・

DETNORSKEVERITAS

Dr.G・Vedeler,Mr.C・Dahm.

REGITROITALIANONAVALE"

GeneralG.Ingianni,Mr・AD.,Ragione,Mr.

G.Solda,Mr.L.Cristianni,.Mr．U.Guererraj

Mr.A.Villa

箇議は，英佛2ケ國語で行われだが，各國代表の謹言

は，通謀により，直ちに佛または英語に雛認された．各

酋畿は，日程表に示されているように，各譜級協會の交

替の司會により行われた．

鰯事の概要

今回の會蔑で討議された問題は，全部で46におよぶの

で，その各ぐにつき説明することは，緬而の關深で不可

能であるので，ここでは，その主なものについてのみ



述べ，その他の問鋤こついては，決蔑事項のみを示して

おくことにする．

議題I造紹用鋼材の材質および船の縦彊力の基準

1．遥譜用鋼材の材質一製鋼法(AB,LR)*

これは，主として鼠洲諸詞で生窪され始めた，改良型

の方式の韓蝋鑛（溶鋼の表面に酸素を吹付ける方式のも

の）を遥鍔用として許可するの可否についての問題であ

る．一股的にBV,GL.NVの各協會は，蕊.盛銅使用

許可の意i剛が弧いようであったが他の協會は，あまり

積極的な態菱を示さなかった．しかし原則的に，平迩鋼
以外の材・料でも．その材質が平適鋼と同等彦I上であるこ

とが確認されれば．その使用を認めることには，各協會

とも異議はなかった．その承認基準については，個々 の

場合につき判断すべきもので，一般的な規格を設けるこ

とはできないとの意見が遍く，詳細については,多くは
討議されたかった．．！

決議（1）平斑またﾙま電氣蝋以外の製鋼法により製造
せられた鋼材は，製鋼法の精細および秘・料の性賀につ

いて，各製散所よ･b鋸級協會に提出された資料を橡討
した結果によってはゥこれを造船用に許可する・

（2）この場合グ通箭のトーマス鋼は承認されないとの
見解を有する。

（3）船級協會ほ，この種の鋼材･に對し，採らぃた措羅
に閲する情報を，お互いに通告しなければならない．

（4）必要な場合には,､政府i乙邇告するものとする．
2．熔接用鋼材の材質･(AB,Bv,GL,LRjNv,RI)
今次大戦以来相次いで起った熔接船の損聡事故に鑑

み，各船級協會は,その規則の中に,熔接用鋼材i乙對し，
種煮の要求をするようになった‘しかし、各協會の要求
は，必ずしも一致していないので，熔接用鋼材の材質に
つき，各協會の見解を求めた問題である.譲諭は主とし
て，鋼材の熔接性の判走法iこついてなされたがjNK,,
NV,RIはCharpy試験を支持し,LRはTipper･
test(Notchtensiletest)がより渡讃と關連陸を持た
せることができるので，重要な試駿法であると主張し
た“多くの活鋤正儀論が交わさｵ',たが,結局この問題
は短時間の討議で誌論を得るには問題が大き過ぎるの
で,今回は，一般的な意見の交換に止まり，今後引敏き

‐↓、

研究することになった．‐

，決議（1）本鐙謡ま，いずれかの協食iこより，熔接用

鋼材･の問題につき意見を交換まることを要望された場

合，これを討議する原則につき意見の一致をみた．

（21本會議は,國際熔接會議に出席の溌級協會の代表

＊提案舩級協會を示す

者による非公式の會合が今年9月Ziirichにおげ

る同會議の前iこ開雌され鋼材の熔接注につき，意見

を交換することを要墨､する．

3．船舶主とのて熔接譜の縦狸力の基準<GL,NK)

この議題でば，主として，乞水線條約Rule37に規・道

する俄謹力の標準が，最近の薪遥鞘に對し適用し得る力、
否かについて討議された.AB.は．吃水線條約の縦渥力

の基準は｡最近の譜には全く適用されないものであると

主張したのに對し,BV,NK,RIは，これ!まある程芝
準擦し得る基準であるとの意見であった．各協曾とも種
冬の意見を述べたが，結局一致した結論には到達しなか
った．ただし各協會とも，吃水線條灼の規墨は不合理な
鮎が種令あり，改正の要があることは認め，この黙を政
府に進言することにした．

決議．本禽蔑は1930年浦敗乞水線條約Rule37に規
定する縦抵抗率涯關する算式は合理杓でなく，その使
用は，現在の船舶に對しては細心の注意を要するも
のと考える．，

從って本倉謡ま，この算式の改正髪たば削除に對し，
政府が検討することを要望歩る．

露題II油摺船

1．機瀧室園壁およびその出入口(LR)
吃水線條約Rule95でiま,磯灘童画塗ま，濁立した

航奥により識璽さるべきことが規定ざれているが，この
規程の總和の問題である．

決議（1）本會談は．Rule95に規定する船尾襖諭
端覇壁と同等のものとして，數年諭から敏ケ國政府渥
より綱せられている次の配置を,他の政府iこも推奨
する．

f2)機淵室函壁ま,船尾婁前端蕊壁と錐用して差支え
ない．ただしこの場合．鐙用する箇所の隔壁窓，吃水
線條約に規定する船橋謹前端壁の寸法逗對し,防澆材
の標準心璽の30"を2"'に減じたものどして算這じた
寸法上のものとしなければならない．
(3)船尾澳前端露壁の該箇所にば,機翻室へ出入する
ための水密扉を設けて差支えないただしこの場合，
磯淵室函壁と同等の魍力の鋼製の廊・下を設け，廊下の
内端廷は，他の扉を設汁なけれ,ぱならない．
外側の扉の鋤吾の高さは24"(610mm,．内側の扉の
敷居の高さは9'y(2)29mm)以上としなげtI,ぱならな
、、｡

上記の南方の扉は,銅製とし，外開きとしなければな
らない．

9組

2．常設歩路の寸法(LR)]
これは，油梢船の常設歩路の寸法の標準が塒級協箇に
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より異なるので，これを統一したいとの意圃で提出され

た問題であるが，各協會の規則は細かい黙-唾があり，

これらを張いて統一する必要はないとの意見が狸く，結

局各協會のpracticeに任､す．ことになった．

3．油密倉口縁材の高さ(LR)

これは,油南船の汕密倉口で，面積が1.5m2(16sq.
ft)以下のものは，縁材の高さを10''にするとのLRの

提案であるが,ABは,汕密倉口は，油密性が確保され

れば，大倉口でも，綴封の高さをいくら低くして･も差支

えないと主張し，結局一致した結論は得られなかった．

4．開口に2級閉瀕装置を有する船層椣内の貨物倉口の

縁材･の高さ(LR)

吃水線條約Rule98では，油糟船の乾舷甲板上の倉

口は，鋼製蓋を備えなければならないと規定されてい

る．しかし，後端隔壁の開口に2級閉鎖装置を有する諮

首櫻内の乾舷甲板上の倉口は，綴材の高さが457mm"
り，かつ，上方の船首模甲板上の倉口が銅製水密蓋を有

すれば，普通の木製蓋および倉口覆布の閉鎖装置として

差支えないとのLRの提案である.これ仁對し,AB

等の他の多くの協會は，船首襖後端覇壁の開口の閉鎖装

置が有効なもの（例えば,457mmの縁材の高さを有

し，かつ．2級閉鎖装置がポル1,締めの.鋼板製のもの）

であれば，船首捜内の乾弦甲板上の倉口の縁材の高さ

If,229mmとして差支えたいと主張し，結局雨者の間

で一致した詰諭が得られず，この問題は，各國政府間で

鹸討してもらうこととした．

決議本會譲はジ開口に2級閉鎖装畳を有する船首甑

内の乾舷甲板上の貨物倉口に對しRule98の適用に

つき，更に，諾勘端隔壁の閉鎖方法に鴎速し，木製蓋

の設置および倉口織材の高さに關する取扱いの不統一

につき，政府に注意を換起する．、

本會議は政府が，この規程の適用に開し一致を得ら

れるように討議をする必要があると考える．

5．乾舷甲板上の欄干の横俸の數(LR)

大多數の協會は，油漕船の乾舷甲板上の|闘干の横棒は

3本必要であると主張したが.ABは米國では,2本

の油槽船が建造されている現状であり，この問題は．鰻

いて統一する必要がないと主張し，結局各協會のpra-

cticeに任-す．ことになり．決議は出されなかった．

6．釦0呪（182.88米）以上の油糟譜の表走乾弦(LR)

決議本霞謡は600feet(183m,以上の長さの油槽

船の表走乾舷;こ關し．英國運輸省および米國Coast
Guardで採用されている次の表を，各船級協會が採

用することを決駿する．

舷L 乾

I

inch

IC8b4

110．3

II2．2

I14．0

:115.8

117b6

I19.3

12I．0

l22.6

124.2

125.8

127.3

128.8

130.3

131.8

133.2

ft

600

610

620

630

．640

650

660

670

680

690

700

710

720

730

740

750

n1

182．83

185.”

188.兜

192.02

195.07

1妃.12

201．17

204b22

207.26

210．31

213.36

216.40

219.45

222.50

225.55

228.6

nnln

2753

2302

2850

2896

2941

2987

30う0

3073

3114

3155

31g5

3233

3272

3310

3348

3383１
１

鰯題IIm甲板識木材運鍛紹(AB,NK)

これは，木材運搬鞘の鰻力に關する問題であるが’‐ま

ず，その縦砥抗率は，吃水線條約迄より許される木材乾

舷に對する吃水により計算する必要があるか否かについ

て討議された．多くの協會は，木材貨物は，積荷の配遥

が良好で，高い曲げモーメントを生じないから，縦抵抗

率は，深い吃水に對するものまで増加古る必要はないと

の意見であったが.ABは，寸法を増加することなし

に吃水の増加を許すことは，不合理であると述べた．ま

た甲板梁等の甲板支持鱒浩部材の寸法ば，甲板積木材

の瀕付高さに感じ‘特に増加の必要なことは・各協會の

認める所であったが，この具燈的な増加量にしついては，

結編に達しなかった.､一般的に，この問題は複雑な問題

で，今回ほ各随愉のpracticeにつき意見を交換するに
止まった．

溌題IV鏑石運鍛緒

吃水線條約Article8では,3(X)沢を超える船の総造
配置が油階船と同等の場合は，油槽船の乾舷を標示でき

る旨の規定がある．最近歌米で建造されている鑛石運搬

船ば，通常2條の縦通隔壁と．高い二重底を有し・中央

部の船倉には錨石を，船側および二重底には貨物油を搭

載する祷造となっているが．この場合，油槽船としての

乾舷を與える條件についての問題である．

1油槽船の乾舷標示のための條件(AB)

決議本會議は，油傭船と同じ乾舷を有､すうる鑛石運搬

船は，油糟諾と同等の鰻力を有し，更に，乾舷指定に

｜’

1

’

’
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してもらうこととした，

決議本會譲は，鋼製水密蓋を有する倉口，特に小倉
口の縁材の高さにつき,Rule9の規程を明確にする
ことを政府に要望する．、

2．船櫻甲板上の平倉口(LR)

決議・木會議は．堅牢に鰐浩された鋼製の平倉口を，
客船の2屑目の船換甲板の後部に，更に，條件によっ
ては，前部に設けることを許すことを決議する．

3．鋼製倉口蓋の狸力(AB,RI)

決義木曾談は，銅製倉口蓋の寸法仁關しRulelO
に條文を加え，更に，乾舷を減少した砿石運搬諾に關
し，特殊規程を設けることを政府iこ推奨する．
なおこの問題については，後刻LRから，通信によ
り，船級協會の標準として，下記の寸法を採用すること

開し，汕瀬船と同じ條件のものとしなければならない
ことを沙銭する．

2．汕憾船と同等な唾豊としての鑛石運振鞘の騒豊(L
R)

沙錬太會議は，油階鋸と同じ乾舷を有する鑛石運搬
船は,次の條件に適合する必要があることを決議する．
(a)船魁中心線から0.3B以内の位渥に.2條の俄通
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隔壁を設けること・

(b)船側の睡識こは，次の式で與える値を超えたい
間隔で，横隔壁を設けること．

20+L/24feet)または6.1+L/24(m)
(C)中央部の1鐘豊には，少くとも桟準高ざの二重底を
設けること．

露題v沼津航路に従事する小型船

これば､現在の吃水線條絢こより算定される乾舷は，
小型鋸に對し小さ過ぎ，船の安全性からみて好ましくた
いので，これを増加､すうるように吃水線條約を改正ずる必
要が痛感され，提出された問題である．
’・小型船の乾舷の増加およびこれに關連する低船尾製

の標準高さ~(LR)

決議本會議は，小型船の乾舷は小ざ過ぎると考え，
政府に注意を換起する．

木曾談は，ウェル型譜および低鋸尾蝋型給の安全性に
關し，1930年吃水線條約を再橡討することを提議す

が提案されている．

(a)板厚

.26+-Z5;4(inch)鵜材の高さが2鯉'を
要する場合

.2l.FSZ5f4(inch)繊材の高きが18'を
要する場合

(b)防僥材の板を含む獣面係数
csI2(incha)

ただし,I=防隻材のスパン(ft)
s＝防澆材の心距(ft)

c=.04総材の高ざが2"'を要する場合
、03縁材の高ざが18''を要する場合

(cl鐘石運搬鞘では，板厚溌よび防澆材の謡力を15%
増さたけXI,ばならない．

4．木製倉口蓋の端部の帯鋼板(AB)
これは．數年前，木製倉口蓋の端部には帯鋼板を謡十

なければならないとのCircularが各國政府に通告さ
れ，各國では，このCircularに従って．籍織板を要求
してきたのであるが，こいは破損し易く，時として倉口
覆布を破損したり，人を怪我きせることがあるので，反
って設けない方がよいとのABの提案である．これに
對し，他の協愈は．いずれもそのような事故の例はな
く，帯銅板を設けた方がよいとの窓見であったが，結局
この問題は，各樋會の見解に任すことになり，糟銅板を
設けることは湿制事項としないことにした．
5．倉口梁の魑力(AB)

決議（1）本會譲は,Rulellを改正し，縦材と關
連して定められている倉口梁に關する表を削除するこ
とを政府に癖雷する．

（2）木曾談は，政府が，1930年吃水線條約の表の代り
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る．

なおこの問題に職堕し,GLが吃水綴條約の改正に關
する意見譜を提出したことは,注目されることであっ
た．

2小型船特にウェル型船の乾舷増加およびこれに閉連
する2級閉鎖装置(GL)
決議木會議は,Rule43に對し，下記の條文を附加
・えることを，政府に要窪する．
『前方にウエルを有する長船尾饅前端隔壁の開口は1
級またはこれと同等の閉鎖錨置を設けなければならな
し､」・

霞題VI吃水線條約の諸規程の解騨に開する問題
,、鋼製水密蓋を有する倉口の繊材の高さ(LR)
この問題に鶏し七は,LR,NK等'ま，断面横が’･5

mg(16sqft)以下の小倉ロで航海中あけないものは，
織身の高さを,Rule9に規定する高さより減じて差支
えないと主張したが,AB等は，水密性が確保されれ
ば，小倉ロ，大倉口の如何にかかわらず,縁材の高さは
狐減を認めてよいとの窓見であり，各協會の意見の一致
をみまず，結局この問題は，各國政府間で協議の上，決定

9奴
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に採用ざるべき鐵面係数の算式に開L,．決議に達する

ように．倉口梁の断面係数を示す曲諜を提出する用意
がある.

6．1級以一ドの閉鎮装置を有する船勘内の倉口覆布の数
(AB)

決義本會議は,Rulel5は下記の如く改正す．るべ
きことを，政府に推奨する．

「端隔壁の開口の閉潰装置が2級の硲製内の乾舷甲
板上に設ける倉口には．少く乙も1枚の倉口騒布を
設えなければ愈らない．

閉鎖装置の効力が2級以下の場合は．少くとも2枚
の倉口覆布を備えなければならない．

7．遮浪甲板諾の第2甲板上の李貨物倉口(LR)

決議本曾議は,遮浪甲板譜の鐺二甲板(遮浪甲板直
下の甲板）上の倉口が，安全のたわの條件に適合して
いれば，平倉口として差支えないことを政府が認める
ことを要望する．

なおこの場合の安全のための條伴としては,LRは，

下記の提案をしたが，この黙庭､ついては．結論には達し
たかった．

（1）減額開口には，有効な閉農装置を備えること．

（21遮浪甲板上から操作される,煙5γの逆止弁を,減
噸ウエルの雨側に設けること．、

（3）減頓ウエルの前後端鴇壁の開口には，有効な閉員
装置を設汁ること･

（4）甲板間諾側には,鰻力な水密扉により閉鎖される

ものまたば永久に取付けられた内蓋付舷窓以外の開
口を有しないこと．

（5）第二甲板上の排水孔でj舷外に排出されるものは

すべて，遮浪甲板上から操作される逆止弁を有する
こと．

（6）鋼製含口蓋と固着装置は，注意して製作され，射
水試鹸をうけること．

（7）有効な排水装置を設けるこど．′

8．内部に階段髪有する甲板室の暴露部の圃壁の出入口
の敷辱の高さ(NK)

決議本曾議)ま．政府‘こ,Rule23に次の條文を加え
ることを提義す・る．．

「甲撰童の周壁の出入口が，航海中あけられる場合

または下部甲板に通ずる階段に接している場合は，

鋤吾の高さは、Rule23の規程に適合しなければな
らない．

もし階段が，周壁の出入口の扉の位斑から離れてい

る場合は，風雨密銅製認を備えれば，敷居の高さ

鯉

は，甲板上§57nlmとして差支えない．

航海中あけられない出入口に．ついても.，前項を準用
して差支えない．

9．閉鎖硲謬内からの排水管(AB)

吃水線條約Rule27には，蔽園された船甑内からの
排水管は，乾弦甲板下の場所からの排水符に準じた設備
とすること力観定されているが．この規僅の没礫の運用
については．硲汲協會により異なっている鮎がある．L
Rは．1級硲椣丙から舷外:こ排出する排水管は，逆止弁
2個が必要であるが．逆乾弦と船の幅の比がある程度以
上の場合は，逆止弁1個として差支えないとの意見であ
った．更に,油漕船の船尾幽内の排出管について，議論
が戦わされた．結局この問題は，一股的な意見の交換に
止まり,定まった結論に到達命るまでiこは至らなかった.
,0排水管および衞生管の燥作装置への接近法(AB)
決議木曾謎は,Rule27の解蕊に關し、積撞的に作・
動する弁を操作する装澄は，儲に近寄り得る箇所にな
ければなく，弁自身ぱ必ずしもその必要はないとの解
樺に對し,.意見の一致をゑた．

’’小型船の船甑甲板上の欄干の横障の敦(LR)
決蔑本會議は，欄干の横俸の数に開し，規定する必
要があると考える．

本會議は，横俸の数ば,3本とすぺきことを提議する．
12.水の漏り易い箇所の排水装置(LR)

吃水諜條約Rule30では，放水口は，ウエルの箇所
のみ設けるこどが規定されているが，ウェルを形成しな
い場所でも，水の濁り易い箇所には，排水装置を設ける
必要があるとの提案である．これは，連絡船の如く，後
端開放の長い船洩に鋤し特に考意される問題で,最近の
PrincessVictoriaの事故に鑑み，排水装置の必要性が
考えられたものである．この議題の趣旨には各協會と
も異議ば？了｡かつたが，排水口面積の具髄的な数字につい
ては，重要な問題であり，簡単には決定できないので，
今後各國政府間で，充分検討してもらうこととした．

決議木曾鱗は，たとえ巌密な意珠で，ウェルを総成
しない婚合でも，水の侵入し，漏り易い箇所に對し，
Rule30'に規定す．る放水口の面倒および配置の要求
をするように,RuleSOを改正する必要性を感ずる
が，有効な排水ができるような特殊な配置につき決定

をするために，各種の型式の諾の場合について，今後
研究する必要があると考える．

13船騏間で連駁した倉口隷材･を有する場合の放水口
面積(LR)

決闘木曾鱗ば.Rule30I*,次の如く解翻すべきこ

－．－．－



とを汐録．ずる・

「倉口縁材が船換間で連讃している場合，乾舷甲板
上の放水口の面積は，次の表で與えられる値未滿と
してはならない．

倉口の幅と船の放水口面積と舷椅
幅との比（％）の面積との比(％）

40％、25％、

60％17％

7 5％10％

14．舷弧の高さが既い船の放水口面債(LR)
決議本會譲は,､舷弧を有しない船に對しては，放水
口の面横を,Rule20に規定す｡る値の50%増しとし
なければならないことを決議す、る．
舷弧の高ざが’標準高さより低い中間の場合は，放水
口面積の増加は，挿間法により定める．

15．平甲板船または郷､船苣椣を有する船の放水口面
"(LR)..

決議木會譲は,Rule30を，次の如く餌癖すること
を決議す．る．、

rウエルの長さが0.7Lを超える場合は，放水口面
識は，規定の値より減じて差支えない.」

この騨隠は，次の通りである．
『平甲板船の場合，各舷における放水口面積は，次
式で輿えられる値未滿としてはならない.．

4.31十0.1L(Lは仕,面積はsq.ft.にて）
または

O.4+.03L(Lはml面穣はIngにて)」

16．Setin船騏

主として油糟船の場合に採用されているsetin船騏
に對しては12''以下のsetinの場合には，これを有
効な船甑として乾舷計算に算入するのが，現在の各國の
praCticeである．しかし最近の油槽船は,丸味の煙の大
きいroundedgunWale構造がしばしば採用され，こ
の場合でも,setinの逗が24'以下であれば，その諾
捜を有効なものとしたいとの提案である．これに對し．
AB､は>setinの通を擬げることは養成し難く，現在
の方式も己に咳水線條約の違反であるから，この黙から
吃水線條約を改正す．るj獺があることを主張し，溌局こ
の鮎につき，各國政府に進言す．ることにした．
・決議本愈議は,Setin船型の問題に關し.Rulel

およびRule40を改正することを提議する．更に，

乾舷計算において，船櫻の修正を許す．setinの遥を

考慮する場合，現在の油膳船において採用されている

丸味を付けた舷縁(roundedgunwale)に對し，不

営な乾舷増加を要求することなく，この瀞濫を許ずこ

一'－－ﾆｰ＝－1

とを考慮する必要があると考える．

17．船櫻前端隔壁が曲線状の場合の船換の有効長さ
(AB)-

決議本會譲は，船盤の有効長さの決定に關し，次の
解鐸を採用することを汐蕊する．
r船櫻の前端隔壁が平面状でなく，船側から船側に
亙り,､なだらかな凸面状をしている場合は，船酸の
長さは，凸面状の部分と等しい面積の假想の平面の
隔壁まで測った長さまで噌加して差支えない.」

18船喚の高さが凛準高さより高い場合の舷弧の修正
法(AB)

この問題でiま主として，鋸首尾塾の高さが穰準高さよ
り高い場合にも，舷弧の測定に對し,excessheightを
考慮するか否か1こつき認識されたが，この場合にも，
excessheightを考慮して差支えないことは，各協會と

も異議はなかった．なおAB,BV,NKは，これは
1/6L以上の長さの船首尾撰についてのみ適用すること
が望ましいことを主張したが.､議論の結果，この制限は
可泌要とのことにたった．

決議本會議は,Rule54の最後の項詮，次の如く
解陣することを決議する．

「なお船酸の高さが標準高さより高い場合は，舷弧
は，標準高さに關連して定めて差支えない.」

艤題VII満載吃水線および吃水線證雪の取扱いに關
．する問題

1．吃水蠅約.二加盟していない國の船仁對する滿載喧
水線證雷の發行(LR)

決議木曾蕊は,1930年吃水線條約廷加盟していない
園の綿こ對してほ,國際滿戟童水線證識士發行しては
ならないことを決議する．

2．適用されない季節乾舷の標示(LR)

決議木曾謡ば，船の航路に對し適用されないまたは
標示資格のない季節乾舷を，船側またば吃水綴證諜:二
標示す・ることは正しくたいとの窓見の一致をみた．
更に本會議は，この場合航路制限に關す・る附記を，
吃水線證殴になさなければならないと考える．

3，弧力による吃水(scantlingdraught)を不了す．る船
の季節乾舷(AB)

決議本食謡ま,Rule63,64,65および66により算
定される季節乾舷は，吃水が醗醗櫛欧吃水により制限

される客船の場合を除き,頚力または他の理由により

吃水が制限されるすぺての鋸に對し，標示すべきもの

であることを決湊する．

議題VIII満載吃水線條約以外の問題

この潮騒では，今回の會議の主題で九る滿載吃水線條
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約以外の問題で，各協會から提出された問題を取扱った
もので，これらの問題については，各協會の意見および
情報交換を主とし，具艘的な取決めをすることは意圖さ
れていない。

1．機關の豫備品<RI)

これは，機溺の護備品の要求が各協會で異なるので，
これを統一したいとの意圖の下に提案された問題である
が,LRは，讓噛品を船汲の條件にしておらず，各協
含で取扱い方方梨なり，更に，この問題は，短時間の議
論で緑論を得るには複雑であり過ぎるので，具禮的な藻
姉品の品貝については,今後の研究課題とし,提案協會
であるRIが，各協含の意見を坂纏あることになった。
2．輕合金の船舶への使蔚(RI).

この問題では主として，獣洲および米國のAl合金の

材質について意見の交換が行われたが，結局この問題
は，今後の研究課題とす・ることになった．
3．消防設備(GL)

これは，防火材･科，防火麗霊を始めとする消防設備に

關する技術上の諸問題であるが，問題が複雑で，時聞不
足のため．この問題は討議されなかった.
4．乾舷および噸數(LR)

これは，現在の船襲端漏壁の開口の2級閉鎖装遥の規

程は,船の安全性からみて好ましく､ないので，これを陵

止し,乾舷甲板上の船換は,閉鎖装置の如何にかかわら
ず，噸數から除外するように，積量測度規則を改正した

いとの提案である．この提案の趣旨には各協會とも異議

はなかったが，積鐘測度規則は，船級協會で取扱うべき

問題でないので，政府に測度規則の改正を進言す．ること
とした．

決議本會議は，政府が，現在の積避測度規則を，船

の安全性を疎害す．ることのないような.簡単な國際杓

測度法に改正するように，鹸討す・ることを要望する．
5．フ・ロペラの材料試駿の試験片(NV)

Manganesebronzepropellerの試験片は，フ･ロペ

ラ本髄と一蹴こ鏡造するのが從來からの方法であるが，

最近，英國の業都§，試験片をプロペラ本瞳と別個に鋳
造することを主張しているので．これについて各協會の

見解を求めた問題である．これに對しAB,LRは，

試験片の探坂箇所よりも，試験片と本鐙との材質の關速
性を掴むことがより重要であるとの意見であった．
6．熔接縢造鋼板製辮尾材の焼鈍(NV)

熔接購遥の銅板製譜尾材の焼鈍の必要性について，各
協會の見解を求めた問題であるが，各協會とも,船尾材・
が充分注意して製作きれれば，焼鈍は省略して差支えな

いとの意見であった．なお2，3の協會はこの場合,船尾

材を構成する鋼板は熔接性のものであること，熔接摩は

低水素系のものを使用すること，豫熱を行うこと等にっ

弱0

き考慮を梯う必要があると説明した．

7．特殊鋼の錨鎖(NV).

樫の輕減を認められる特殊鋼錨鎖（日本における鐵調

鎖第2種または電氣熔接第2種に相當するもの）に對し

ては．材質の峡陥による事故がし顕しば起っているの

で注意しなければならないとのNVの意見であるが，

これに對・し，多くの協會は，錨鎖の製造工程の嫌理およ

び製作後の焼鈍に注意を桃っている旨溌明した．

8．油による海水の汚損(AB)

1954年の吃水線條約でiま,船.う､ら排出された油による

海水の汚損を防ぐ・ため，樫開室のピルヂには，これを船
外に排出する前こ，油分離器を通すこと菱要求している

が，この要求を，船級協會の規則に探入れることを提案

した問題である.各協會は.まだこの規程につき充分按討

していないので,この問題は,今後研究す､ることにした．

以上が，今回の會議の議事の概要であるが，各一号の問
題に對する決議事項‘ま，これを

(A)吃水線條約の規毘の改正を意朱する問題

(B)吃水線條約の規麗の解陣上の問題

(C)船級協會間で取決められた割f項

の3項月に分類し,(A)および(B)の範藤こ入る琳項

分は，佛國政府を通じ，吃水線條約の幹事函である英國

政府に提出することがBVにより提案され，各協會の賛
同を得た．なお各問題についての(A),(B),(C)の厘

分は，會議の最維日に械討されたが，この最維杓な決定
は，政府の見解に一任することにした．（ここでiま，決

議事項の(A),(B,(C)の分類につき述べることは省
略した.）

結 言

木曾談を通じて感ぜられたことは，議題の鐵二比ぺ，

討議の時;鮒が充分なかつたため．議題の多くは，原則
的な事項についての取決めが主で，精細な鮎について

は,充分検討し結論を得るまでには至らなかった．し
かし，討議は，維始活發に行われ，各協會の見解や

practiceにつき，多くの事柄を知ることができたのは，
一つの大きな收礎であったと思われる．また滿載吃水狼
條約の問題は，船級協會は，政府から蛮際の運用詮委さ
れているのみで，規程の改正轍をもたないので，多くの
問題は，その最維杓の決定を，政府jこ任すことになっ

た．しかし，各船級協會とも，現在の吃水線條約の規毘
は，不合理な謡が多く，早急にその全面的な再餓討の必
要があることを感じているように思われた．

第5日の會議の後で,RIは，船級協會を謡ま今後

も繼縦されることを希望し，その開催期間を4年毎と提
案したが（これに對し,LRは，次回の會議の幹事を
引受る旨を述べ，滿場の賛同を得た．ただしその開催期
日については，議題の種頻および周函の構況により決定
するものとし，今回欣取決めらいなかった．
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船舶技衛認
木船の主機關を通路こする迷走
電流の測定（2）

影響もあって想像していた程の差がない．これらの慣は

海水や金膨表面の状態により勿論蕊って来るであろう．
後述の「うらづき」での資験では，航走中は慣が小さ

くなり，碇泊中は大きくなっている．

5）船底の上位金圃は全磯關の内部にも影哩塞與

えているか（第13岡）参照

23米型の船底部には，かなり多量の上位金躍（銅や

黄銅を指す）が使われているがこれらが賀蕊に磯關内部
にまで影醤していたいかの疑問ｨこ對して，次の方法で計

測してみた．冷却水管出口および入口附近こ，それぞｲL

特殊な資験用電極を挿入し，この部分に局部的な回路を

形成させて置き’これとは別に主機關架織と，船底の面

積可愛型の亜鉛極を結ぶ．次に機關を運鱒伏態として冷
却水を通し，機開架鰐と結ばれ廷船底の亜鉛の面積を愛
化させる（亜鉛極ど主儀粥に飽和職/こ達するまで遜力な

電流を流させる）

4）木船々 底の海中では亜鉛に對してどのよう
な慣を示すか

主機關と結ばれた1COcm2の亜鉛を船腿に沿って，垂
直面，船底面等任意の位置に移動させたときの電流の愛
化をみたものである．

（第10,11,12岡）参照

この計測によると,Znの位置によってその便（電流値
を示す）が塗って来るが，思っていた窪の差がない．

また一寸意外なことは資礫の船底面よりも，更に’米

ないし2米深い海中の方がかえって湿くたることであっ
た．この現象は海中または海水の状況（イオン濃度，化

學的成分，密度6､布，温度，潮流循環，内部抵抗，その

他）の複雑な關速または影響によるものと思われる．

この測定値によると，ただ韻に船蚕面のみについてみ

ると，水際附近は弱く，船底中心が最も弧くなってい

る．また前部と後部では後部が若干遇‘,償を示すが，

23mおよび12m型では前部の無磯用アース板（銅）の
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このとき，冷却水脅に.設けられた局部回路の遮流の鍵は主に冷却水簿自身の影蜜によっているといえるであろ

化をみた．この1鴎では局部回路の電流こは全然鍵化がう‘

みられず，船底瀞の上位金麗は鯛淵内部の冷却水系統髪罐この箕穀は23米型「はなづき」ただ1隻につい
でには影響していないようである．て行ったのみで，方法も拙劣であった．これ》こついては
次にこの笈鹸に使ったパイプ．内部の1cm角の亜鉛に後日もつと別の角鹿から笈職してみたいと思う・

對して，約20（ミリアンペア）の電流が流れたが，これ從ってこの船ではそうでlあった程度のことしか報告出
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策,14"12m型「からくさ」に對する保笈亜鉛の爽職

来ないことを詣詑ぴする.なお麹農問題として，この船6）推進紬を流れる厩流は亜錨の位置によりど
の主潤淵M,s,A)35H(350aP)のシリンダライナー のように墾るか（第14園）参照

の腐蝕は他に較べてかなり著しく，現在シリンダライナA,←→の方法は船底部に發生する電位差を船尾

一に防封用亜鉛バンドが附され好も犠果を得てる。鉛で吸集中和きせようと試みたものである・

弱3

A,←→の方法は船底部に發生する電位差を船尾の亜

鉛で吸集中和きせようと試みたものである．
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次に從来からのZnを船底に固定する方式はB,←－>の方法は穣極的に比較酌高い電位差を發生す‐

る，上位金厩直近に置き局部的に中和消去させようと試

みたものである．

C,<-→の方法は迩総よく用いられる方法である．亜

鉛の取付位置によって第10表のようた結果となった．

次に從来からのZnを船底に固定する方式は「背中に

はった膏薬」のようなもので，取替えが簡単には出来な

い等の不便がある．

そこで前述の測定データおよび第1項8(C''の資験等

に從ってZnの取付位置を,船尾中央，海面下60漣と

し，表面積約7"cmgのZnを主機關架構と電線で結ん
だ．

こうすると船底部金闘中最も下位の金闘が船尾に出現

したことになり，また擬關附屍の金闘仁對してはいずれ

も電氣的に完全に結ばれ･こことにたる．

これにより今まで船底部金馬間を自由に流れていた，

いわゆる迷走電流はその主方向を一部愛更してここへ集

中す･るようになる．次に亜鉛表面が短期間に腐蝕し，効

果が減るのを防止するため，これまでの船底面固定方式

を電極式の鱗遥とし,船上より適宜の時期にZnの手入
が可能とした．

また亜鉛の効果を監覗するため’（アンペア）の電流

計をこの回路に入れて置く．これによって亜鉛の状態は

繕に電氣的に数量で示され，亜鉛の手入の時期力察知lll
来る．

なおrうらづき」乘員の協力を得て約4カ月間（航海
中は1時間毎に記録）各海面の電位差と電流．温庭等を
記録した．（第12表）参照

次に中間検査の際，問題となっていたプロペラを調査
したが，取替陵5カ月であるにもかかわらず，フ･ロペラ

プレードには若干の腐蝕（黙蝕）箇所力認められこの方
法の効果への期待は大いに減ってしまった．〈このﾌ･ロ

ペラ腐蝕の問題については後述する｡）このi職では準
にある期間Znの手入れをしてはし､2十

199四
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．第10表

7）木鉛における特殊な保護亜鉛の取付（23米型

「うらづき」に對する資駿）（第15園）参照

從來からのプロペラ，フ・ロペラシャフI､，冷却水管に

Znを藤吉する方法は相手が上位金闘の場合は，その部

分の局部電流の増加に比較杓多く役立ち，またそれに伴
う亜鉛自鴎の分解促進によって有効期間が箸るしく短縮

される，また船鰡木質部やシャフトブラケットに取付け

る方法はr電話線に括りつけた手紙」の類で，相手に到

る確賀陸に比較的乏しくなることが考えられる．

隆変験によれば取付位涯によりこの方法でもかなり

有効である．

にある期間Znの手入れをしてはいけ

ないことにしてあったが大彊4カ月間

O.4(アンペア）から0.2(アンペア）程
度の電流を流し綴けて消極としての目的
では-應果したようでである．

他の一つはこの装置が，木船では比較
的發見の困難な漏蹴箇所の探知に役立っ
たことであった．（第11表）参照

この方法の効果の有無は，今後の研究
に俟たればたらないが，装遥は簡単でい

ずれの木船でも溌験出来る．
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篭 測定値に鋼する考察

機關を通路とする電洗難については大

禮今まで述べた通りであるが，これらの

便は金脇間に，どの程度の電流が流れる

かということを示している．またこの髄

題

第15m23m「うらづき」に取付けﾆ保護亜鉛の位温
亜鉛の表面獄約700cm2'
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は電解（腐蝕）速度の一端を示すものといえるであろ

う．

最近建濫の木船では，性能の向上とともに上位金鹿を

比磁勺多量に船底に使う傾向にあるようであるが，この

ような木船では従来からの鯖識豹な（おかされる箇所に

亜鉛）という取付方法にも一考を加える必要がある・

次禧zユを使って目的物を迷走電流から保護したと

き船底書B金屋間の綜合鋪な電流は減るのではなくかえっ

て婿加する．

この亜鉛に流れる電流の大きさとその効果はある程産

直轄しているが，必要以上1こ電流を流すことは亜姶の重

量を分解させることとともに迷走電流防止の立場から

は全く逆で,Znの使用は文字通り消極杓な對策に過ぎ

ないといえるであろう・

Znは要するに、上位金腿のもつ「プラス」の起電力

をZn自身のもつrマイナス」の起電力によって中和さ

せるか，他の一つは迷走電流の主方向を目分に指向させ

ることによって他へ流れる電流を減少主たは方向轌換さ

せること以外には電氣回路的には使い道はないようで

ある．

次に一昨年の例では23米型『うらづき」の雨弦プロペ

ラ腐蝕取替えの間蹴§あった．このﾌ･ロペラの外談穣査

では，ブレード全面が赤く愛質（銅の地金色）して脱亜

・鉛現象を物語っているかに思われた．

‘・腐蝕の主因は材質的なものと考えられるが前回修理の

際にﾌ･ロペラの先端を熔接肉盛りしたために，部分的に

材質を劣化させ，腐蝕を一層早めたものと思われる・

むしこの原因の一つが電氣化學的な影響によるものと

すれ ば －

1)、フ・ロペラ自身の材質の鍵化による局部電流

2）他の船底部上位金馬からの迷走電流の集中．

、3）船内電源の煽鰯による影密

があげられ，これら三者の相乗によるといえる．

次にこれに開して一つの事変が解った．それはこのプ

ロペラを取替後前述第7項の渡験により，無線磯を使用

するたびに保護亜鉛を通過する電流が20ないし80%増加

していることである．この原因を鯛査したところ無綴用

電動發爾機のモーター側で船内電源の絶縁が低下し電源

のﾌ･ラス側がアース板に鰯電していたことが解った。し

かしこれがﾌ･ロペラ腐蝕の主因としてあげられるかどう

かは確認出来なかっだが，影蜜していたであろうことは

容易に想像出来る．

愛際この型の木船はセルモーター使用の礫，蓄電池の

マイナス側力窪機庭撰也され，その綾果船底全股にこの
蹴躍（マイナス98V(ポルl､))が分布されることにな

956

る．このままでは別に問題は起らないが，船内電源のﾌ・

ラス側が船麗（とI畠騨）に瀬電したとき問題となる．す

なわち電流は船篭から海中を通りフ・ロペラシャフトや冷

却水管を通過することになる．、

從ってこの型式をもった木船では特に船内電源の漏電

に注意する必要がある．

次に12米型「オフかたけ」の例では推進軸を流いる電

流は30（ミリアンペア）内外であるがこれを流させてい

るものは軸系統の材質と無線用アース板および冷却水管

の關係陛なる．この無線剛アース板（銅）の船底部で占

める面積はかなり大きく船底部金膨間の迷走電流を考え

る場合，無覗は出来ないようである．またこの銅板と主

機關の電氣的なつながりは，布設電路の外装被鉛と編組

（中の芯線ではない）および無線機への雑香混入を防止
す石ためのシールドラインがその役を務めている．

船底部の上位金馬を主機關と結ぶことは，その金屡の

もつ電位を船底全般に分布することとなり下位金鰯間
の迷走電流の一因となる．出来得ればこれらは部分的に

絶縁瞳断するよう技術的な考慮を桃うべきであろう．

しかし船舶の無腺機用アース板としては對接地容蛍を

出来るだけ大きくとることが望ましく，この鮎船魑が木
材で出来ている木船では間懸防捜る．

次にプロペラまたはシャフト等でよく腐蝕する船があ
る．通常これらは『材質の不適」という名のもとにほお

むられる場合があるが燭喋にはもつと別の原因，すなわ

ち他の船底郡上位金腸の影響や，漁滝事故等によってい

ることがある．海中で金馬が腐蝕する場合は必ずといっ

てよい位附随的に醗氣的現象がみられる，このような場

合には原因探究の手段として醗氣的な識則をお奨めす
る．例えば問題がプロペラ・シャフト等であればそのジ

ャブI､カップ･リングを少し開いて廊端に電唾または電流

計を入れる．蹴懸汁は腐蝕する側を，電流計はその割合
を数量豹に示す・

賎但しこの方法は船底にZnをつけていない時}こ限

る,Znがあれば主にZnに流れている電流を計

測することになり，この鮎注意する必要がある．

またこの場合Znの状態を推定する一方法とな
る．

次にﾌ･ロペラとシャフI､間の局部電流ば雨者を分離し

萩詳な海水中に浸涜して双方を電流計で絵べぱ答は出

る．

この程度の計測ば特別な技術と高級な測走器は不要で

ある．並汲のテスターがあれ硬誰でも計測可能である．

（完）
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破損し易い．

・価故カバーがI副周方i尚jのクラック以前に羊径方向のク

ラックを生ずるかは，第1BI(a)で説明できる．カバー

の燃饒面DEは冷却面ACよりもずっと温度が高いか

ら，その圃雄状の板はIMIがろうとする．この曲げ作用ば

カバーの剛性によって妨げられる．板の接する垂直確面

は曲げ作州を妨げ，自身塗形すると同時iこ板内に曲げ應

力を生ずる，壁面の鍵形は，燃焼面におけ-る牛謹方向應

力を，かりに板の鐘形が完全に抑制されたとした時より

も小さくする．

紙面および線DEに垂直の面iご挙げる坂の曲率には鍵

化がないであろう．但し板の¥均熱膨I鱈こよって起る牛

挫方向鍵位}こ基ずく非総に小さい鍵化はある．脳1周方iAl

の應力仁關してば，板は殆ど完全に拘束さ恥ている．剛

間方向應力ほどI皇艇方向應力より高く，牛挫方向のクラソ

クの形成を･雌す-だろう．

第1m(b)の非對稲のカバーの場合弁孔によって剛

性は著しく端す，それに加えて，その蝿の冷却効果も減

ずる．弁孔のある結果，局部的應力および湿庭は高くな

る．熱膨脹によっておこる．圃周方向1Ⅱ1げモーメン1,は

断面MOFH及びPNLG内iこ姪源があるが，このモ

ーメン1,は余鰯価JKLHによって抵抗される．この

勵面は大きく，鍵形に抵抗するのに迩當な形状をしてい

る．從って高い圓周方向睡縮雁力がJHF及びGLra

沿って生じ，金脇内深くMNの灘までまたはそれをこ

えて貫通する．

第2岡は今問越にしている形の涛鐡カバーを示す．カ

バー板に四つの明らかなクラックA,B,C,Dがある．

クラックA,B,Dは上記推論によって起り，燃料弁

剛の中央孔からそれぞれ逃し弁，起動弁，およびインデ

イケーダ孔に走っている．クラ‘,クcはジャケツi､側の

放射状リブの端と一致している．カバー断面はクラック

Aが金蹄破勤面に直角に通っているのを示している．

ディーゼル機關のピストンおよび

カバーの事故について

D.FitzgeorgeandJA･Pope.

TheMotorShip,Mar､,1955,

燃料室総成部分に起る熱應力の値を計勢:またば推定

(大抵の場合推定だが）することがいく度か企剛された．

最初に必要とされるのは，その部分の温産分布に開する

知識である．そういう考えから二つの舶用ディーゼル機

關のピストンの温度分布についてRicardoandCo.,

Engineers,Ltd・が研究を行った．之らの試験の詳細は

附録に載っている．試験されたピストンは次のもの･Gjb

しった．

a)単シリンダWerkspoor機關の汕冷却ビスI､ン

（最高温度370｡C)

b)Doxford機關の水冷却ピストン（最高温度388°

C)

シリンダカバーの事故

典型的なシリンダカバーのクラックを第1EI(a)"

よび(b)に示す．クラックは通術放蠅伏である．經騨

によれば,､同一寸法のカバーでは非對穰のカバーが鮫も
I
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(b)
鐵の化學分節は（影）

TC3.32

Si1．64

.Mn･0.94

S0.08

P0."L

Nil.58

Cr0.42

MoC.3

鋳鐵捧としての磯械的性質は
抗張力("0.798in.)

17.1ton/in2

．アイゾソI､衝瑠直("0.793in.）
･･11ft-Zb

プリネル硬度

213

クラック防止法としては,Doxford

C

f‘い･
<d)"

CQACn

隼 4園クラック防止法としては,Doxfordがピストンに使

用しているような，燃鐵面に放射状に溝を切る方法があ
る．第1"(c)に放射妖丸底癖が示してある.その目

的はその断面の高い齪龍割顧力およびそれによる残留腰力
を防ぐ・にある．溝の幅は1/4in.からその交わる孔の樫

までがよく，材料がノッチに敏感なものであれば，それ

は魔い程よい．

ピストンの事故

ピストン冠に起る星欣クラソクの典型的な例を第3岡

(a)に示す.園はど･ス1､ンに最も普通見られる冠とスカ

ートの交線に生ずる圃周状クラックも示している．この

事資はピストンの大きさが作用應力に及ぼす影響の研究

を促した．

BUpNTC口OWN

ー

駕！
b0

1

！
1
C

’
C ，

薑職
CIRCUMFERENTIAL CRACK1NG

菫
－

C d

隼5側

第3m(b)はピストン冠の圓周状クラックと冠の焼損
の状況を示している．之ら二つの例は，油冷却の鋼製ビ
スl､ンに避騨を起した時のものである．

著者は四つの破損したピストン冠を持っている．之ら

ピストンは材料，設計，工作が異ってはいるが，いずれ
も第3m(a)の側面罰に示したような位置でクラック

を生じていることでは符合している．之らは第4園に示
す．

第5圖にはピストンの設計が4つ提示されている．之
らは3つの基本的な目的を持っている。
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(a)冠温庭従って懸力も低く保つためにできるだけ薄ス流れを減ずるにある．燃澆負荷を傳えるための直壁壁

ぃ 冠を用いるおくのにスペースカ要るのである．

(b)薄い冠をリブで支持することにより燃罐力によ 第5園(c)及び(d)は古い設計で,Sulzer機關iこ

る懸力をある限鹿以下に保つ 用いられている．どちらも燃焼負荷を傳えるため圓笥壁

(c)高温の冠からの熱の流れを最上識のリングで止めを用いていない．(c)ではスラス1,はセパレーI､シリン

る〆によって傳えられる．内側シリンダの径はそのように

第5EI(a)の設計は非儲に淑､壁を用いており，之なっているので，そいと冠との間の曲げモーメン1,は非

はスラスI､を鱒えまたはモーメント反作用に備えるため常に小さい.(d)ではスラストはリブによって鱒えられ
のものではない．之らの作用はリブが受持ち，スラストる．

やモーメントは直接リングの後の金脇に鱒えられる．
事故ピストンの鯛査

睡力の砺鐵から第5m(b)の設計は薄h,壁と非常に
事故ピストンを調査するためには，クラックの形状が厚い遥直な冠を持ったピストンに見せかけている．從っ

て睡力に基ずく噸力は低く，熱懸力も亦諏､冠により低明ら力､になるようピストンを破鐡せねげならぬ・引張お
くなるだろう．Eは適當な材料のリングで，その目的はよび硬度試験並びに化學分･析および顯徹鏡蔦奨のために
単にそのスペースを埋め，クラウン端を周期的に過るガ指定位置からサンブルカ錬られる．その結果は第1表お

簾1 表
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よび第2表に示す．第3表は冠の主要寸法

である．

冠No.1(第4m(a))

之はWerkspoor型機關からのものだが

上記理論に照し，この事故は材料の抗張力

の低いことに基ずく．

第6圏はクラックに罐する部分の噺面

意鍾である．セメンタイトの模糠が見られ

るが,所全セメンタイトの集中が斑鮎を作

っている．第7圖はグラファイト層の篤眞

で，粗ﾙ､パーライトの地に畳､薄‘､グラフ

ァイトの片が見える．第8園はセメンタイ

ト層を示し，粗いパーライト地に大きな網

状の遊離をメンタイトが見える

第9園は破獣する前の冠の外観である、

冠に3つの放射状のクラブクが中心附近を

横切っている．圓周方向クラッ.クは小さい

十字で示されている．牛裡方向のチョーク
●Y1e1fpoinw･エユt32tonら髭目幻.i｡． ↑YieId”tnti5al19い、脾rsq,皿
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第 3 表
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が第11岡であるクラックは冷却涜職の通る孔に對し

對雛1ｳに位歴し，内面から外に擴がっているよ郡三見え

る．この孔附近の金踊に峡焔があるように見える．

冠No.3(第4m(c))

之はHarl2ndandWolH2y･イクル俊動型のクロー

ムニッケル鋼のビスI､ンである．この儀關をつげた船は，

の線は第4m(a)の冷却汕管の位涯を示すと1塁礎を表ルフ
しており，クラックはこの半径によって殆ど同じように

分けられていることが判る．

冠No.2(第4Im(b))

之はSulzer型の冠さ，他のものより小さい．第4リ
ング瀞のクラックの状況が第10岡で，それを開いたの

960



動クロスヘッド型Werkspoor機關G,その主要寸注ば

ピス トン 直健 65 0m rn .
ストローク1,400mm.

r､P.m、 120

i､h・P、 500

b､h･P、 390

過給座力5．5/b/ing
q

磯關はビス1､ン-1<側過給式．ご排氣弁吸氣弁各1を有す‐

る．ピストンは鋳鐵製鋤'II冷却し，油ばテレスーピック

管により出入する．第141剛がこのピユI･ンの罰面でjあ

る．

小さな可熔性ﾌ゚ ラグ(iff"1/16in,長き1/5in.)が

ピストンの通常な位置に挿入きれた．う．ラグは第151剛

に示すビスI､ンの2つの牛曄方向の鐵面にとりつ}う-ら《.L

たが，その一断面OAは油の方向であり，もう1つの

OBはそれと直角方向である.う°ラグの位置は第14岡に

示すが，各位置は第14岡の數字とOA,OBの断面す

たjっ､らA.Bで表わす．例えば2AとばOA面の2

の位涯である．全部で18佃のう．ラグがとり､つげられた

が‘5燗は冠の_上面に，5価は冠の~ド面で冷却油に接し

てとりつけ，残りの8個はピストン賭動面にとりつ#う‐

た．之らフ・ラグの融鮎は第4表に示す．その結果は第

16岡に岡示した.

8,9B)10Bの各位置で起ったように垂プラグが溶

けた場合，確資にいい得ることは最も高いフ・ラグの熔融

94言年2月から1950年10月･まで就航し、總蓮鱒時間は

約24,000時;剛,回襲鯉は120’0”,0〕0回!漣であった.磯關

は伴止起動定約600)mi,全力を約250回繰返した．ク

ラックは第12岡に示す．破面ば疲勢破勤の特徴である

$fbeach-marks''の起っている所以外は非常に滑らか

･鐘らる．クラックはのA邊りから始まっている．

冠No.4

之はDoxford型の軟鋼ピストンで，第4ml(d)の

左側にその鐡面を示す．この種の事故はここに示した初

期の設計．．ごばす『しろ九りふ恥たもの｡ごあったが，之ばス

ラスI､の線がジグザグになる性質によるもの･GXi>る．現

在ごは岡の右側に示したようにその峡黙諾除いている．

之はスラス1､がシリンダの4つのリング溝に沿って漸次

一|くって行くようになっている．この愛更によりリムの制

度が約47｡Cから50'C上外した．
この冠は第13側に示すが．ビスI,ン内面は第111剛の

上に示している．

附録

試験1－4サイクル単動過袷磯關のビスI､ン温度計測
この研究に使Ⅱjされた機關は単シリンダ4サイクル邸
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温度(この場合338｡F)

よく〕もそこの温度が高

いということ，しかし

先行する鮎をつないで

試験的i二線を引くこと

が．ごきることである．

之は第16個で行』うれ

ている．

之によ【ﾌ判ったこと
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は，最高温庭は7m'Fをややこえた所にあり，それは

冠上で冷却油流れに直角方向(5Bおよび6B)の位置に

ある．ビスI､ン摺亜面で温度の急激な降下がある．第1

リング直上3Bで358oF以下，油の流れの線3Bで

は291oFと255'Fの間である．スカートの塵郡では

194cF以下で，之は使用プラグの最低磯諮である．第

16岡で謬謹範園は判る．不幸にもピストン下側の温度

推定はいくらか低くこの位澄すなわち8,9B・10Bで

全プラグが熔けてしまった．しかし冠下側温度は冷却油

噴射の衝突する附近の10Aにおける255oFから291．

F中心すなわち8の位置では推定4"oF.また冷却油

路に直角の綾ではやや高く5"｡F位と分布している．

試鹸1－2サイクル単動對向ビス1､ン機關のピストン
温度計測

この研究に使用された機關は5シリンダ,670mmの

領ァを有するDoxford機關で，そあ主要寸法は
シリンダ韻ア 670mm.

ストローク（上部)980mm.

〃（下部> 1 , 3 4 0 m m .

r､p、1，． 120

i､、.e,p、 90/b/ing

遜謹定格はピストン面横in2當り2.5i､h､p･に對瞳
する．第17岡はビスI､ン断面である．
計測方法は前例と同様である．各計･澗蝿に4フ・ラグが

使用されたが，之らう。ラグの熔融鮎は第5表に示す・フ・
ラグは第18圖に示す如く，二つのビス!､ンの各舎の二
つの半径う餉圏祠にとりつげられた．各ピストンで一箇
面は冷却水通路にあり，他断面はそれと135｡の位置で
ある．各断面のう・ラグの位涯は第17園に示されている

－-－

2

策19回

第20腿

から，前例同様2Aとは第17圖で2の位置，第18圖
で断面OAである．

之らの試験から引出される曲線は第19個（排氣また

は上郡ピストン）および第20園（揺氣または下部ピス
トン）である．(YJ
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水槽試験資料58(M.S.98×M.p..85)船舶編集室

一大型油槽船の船首形状(傾斜型と直立型)の比較一

あり，鮎瀕が直立型とした場合である．（なおM.S.81

は譜禮前半部の肋骨線形状の影霧を調査する目的で作成

された一連の系統的模型諾の中の一隻であるため．肋骨

線形状が特庭U型である）

試験は滿戦，半載および輕貨の3状態こついて施行さ

れたその結果は第2圖に示すこれによれば滿載状態

においては殆んど差が認めら《乃ないが半載状態庭おい

ては約2％，輕貨状態でば約3％程度直立型譜首が優れ

ていることがみられる．なお他種の船型についても同様

な調査う謹められているが，概して本清果と同一の傾向

を示す如くで，この鮎ばかかる大型浴の設計･仁當って考

慮を要す問題であろう．

船苣材の傾斜は，現在普通にみら恥る程度のもので

は，推進性詣庭對してそれ詮大きな影響ば與えないと考

えられてきた．しかしマイヤー型譜首の如く大きい傾斜

を附した場合iま輕貨状態cの性詣ｳ噌通型譜首のものに

比して劣ることが認められている．最近建造される大型

汕哨諾や大型貨物船でも，肥塔係数が相當大で招菖近く

の水線が張ってくるから，このような場合には船首の傾

斜もある程度影響をおよぼすものと考えられる．

今回の資料ば長さ181米の大型油階船について，この

ような影響を調査した詰果である．船鎧および推進器の

要目は資譜の場合に換算して第1表に，正面線剛および

船首尾形状は第1岡に示す．固の奮線が傾斜型の船首で
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運翰省船舶局造船課鋼船建造状況月報（30年9月）

(昭和30年9月末日迄に報告あったもの）(イ）起エ船
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(ロ）遥水船（一般船顔） (昭和30年9月末日迄に報告のあったもの）
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2）屯敷鍾更

本月竣工し↑ﾆ栴III丸（新三菱刺1戸）および窄知丸（浦擬船渠）の雨船は下記の通り，そtLぞれ屯數鍵更した．

纂脇:::::二菫::|:}澱蹴雌蕊蹴る｣蔑縦蝋鯉鯉麓蠅職
ﾅﾆﾅこめである．
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特 許解説
大谷幸太郎

特 許 姻

内燃磯關の操縦安全装置（昭和30年特許出願公告

第6,019號、發明者．大井完五，出願人．三菱造船株

式會牡）

本發明は船舶用内燃磯關の操縦把手を操作するに営り

内燃機關室の把手を船橋から發令されたテレグラフの指

針に懸動させ，更に別に設けた逆鱒把手を前記把手に對

雁して作動ぎせた場合に限り前記操縦把手の操作が可能

になるようにしたもので，テレグラフの指針に對して逆

韓氾手を誤って作動せしめた場合iこは内燃磯關の操縦把

手が回轌出来ないようにして機關操齪に間違いの生ずる

危険を確蛮に防止するようにしたものである．

岡面について説明すると9は船橋からの賎關操散指令

を指示するテレグラフで,10はこのテレグラフの指針に

對懸するよう操作される把手である．この把手10を動j、

せぱこれに通勤して揺動汗11が持動ずるようになって

おり，この揺動杼11は第1岡に示すように發條筒12と

この筒内に配遥された發條16.16．發條受棒13竿を介

して連動軸5上の突軸8に連結されている．從って把手

10をテレグラフの指針に對惚して回動すれば揺動汗11か

ら前記連動溌構を經て連動軸5が回動される．この連動

軸5の一端は岡示のようなリンク磯織を經て逆鱒堰手

19に連結されだおり逆韓把手19を擬動することにより

遜動軸5はその‘‘方向に振動することが出来る．また連

動軸5の他端には前進および後進用の切峡部6，7が形

ﾆ悪濤

第1風

967

3 成されており，こ

慾
れ等切峡部は内燃

磯關の操縦把手に

連動する制御圓板

3に形成ざれた切

鉄部4と協動しこ

れ等切峡部が後述第2岡第3岡《し寺塑啄司､"動産狸

するように制御圓

tjJ 板3の切鋏部4に

翁 雑
第4圏第5圏

丁度重合しかつ雨

者が平行状態Iこあ

る場合においてだ

け制御圓板3は回

鍾す･ることが出来

るように構成され

ている．

いまテレグラフ9によって船橋から嬢關操維の命令を

受けると磯關室で;ま應答用の把手10をテレグラフ9の指

示と同じ位遥に移動させる．例えばテレグラフ9に前進

の指示がなされれば應答捷手10を正しく前進位匿に遥

き更に逆輔把手19を前進位匿に回動する．しかる時は

第2圏，第3岡に示すように連動紬5の前進切峡部6は

制御圓板3の切峡部4と正しく重合ししかも平行状態と

なるから制御圓板3は自由に回聴出来る状態となり操蛎

把手1を操作す．ることが出来る．しかしラレグラフ9の

指針が後進を指令し應答把手10が後進を應答したにも

かかわらず逆轌杷手19が誤って前進位登に踵かれた場

合は第4卿，第5岡に示すように切峡部4と前進切峡部

6とは重合するが速動軸5は傾斜するので前記雨切峡部

は平行状態とならず，制御圓板3は回鱒出来ない状態に

なり操縦把手1を操作することが出來ない．すなわち．'ト

レグラフ9の指針に對し罐答把手10,逆韓把手19がら--．

致して作動される場合にのみ内燃機溺の操縦把手の操作

が可能になるのである．なおテレグラフに体止が指令さ

れた場合は制御圃板3の切峡部4と速動軸5の雨切峡部
間の部分とを協動きせるようにする．

興と翼軸が賑外L可能に結合された可塑プロペラの

パッキング装置（昭和30年特許IH願公告第6,324號

日端工業所有雛協定による優先椛堂張川願，發明者。
，､インリッヒ，アルペルI､，オフ・リス1、出願人・エ

ッシャー，ウイス，アクチエンケゼルシヤフ’､一スイス）
本發明は翼と翼軸とが取外しlll来る可愛ピッチブロペ

ラiこおいて，翼が破損して軸から外lもた場合でもう．ロペ

ラのボスから油が流出しないようにしたパキング装澄

に關するものである．

側面に．ついて説明すると1ば､陵ピッチブロペラのポ



』

本捗案は雛口読部刈‘の側部lざ方卜こ取付けられ，船口蓋

の移動畔:こ蓋部材をその繊制上に鐙いてある程鹿持上げ

捌口蒜の水平移動琿勘にすることが出来るようにした

鋼製艫口蓋用車輪に開するものである．

ス，2は

翼で，翼

2は翼軸

3にボル

I､4によ

って取外

し吟I在に

取付けら

ぃてい

る．翼刺I

3は周知

の方法で

ボス1内

で回軸川

来るよう

に配遥さ

れてお

翼2とその

との結合部

ヅキング装

一一

～
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しい

"I131
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"1I"

！り，翼2とその

軸3との結合部

にパッキング装

涯が設け-られて

いる．このパッ

キング装置はパ

ッキングﾘﾝダ

6を有し，翼軸

3と取外し可能
ﾉざ.ゾキングリン

篝蕊
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〆 ワ

’
十
十
ｌ
よ
↑

／

好 ノ』

・て言弄跨2ノブ▽フ ／／

錐 2岡第3岡

岡面において1は鮠口線材.’2は航口蓋部材，3はピ

ン4により二叉枠5に装着さI1,た車輪である．6は調節
ねじ搾で蓋部材2に斜めに固定した枠7に回憾可能に取
付けられその一端部10は枠7より外方に突出されて

いる．耐朧二叉枠5は調節ねじ棒6に．鯉装され，ねじ搾
6の回漣に件い移軌{|来るよう枠7内の空間部に位歴せ
しめられている．

蓋部材．2を移動しようとす、る場合は調節ねじ棒6の把

部10をml漣させ二叉枠5を第3岡鎖綴に示すように移

動させて蓋部材2を綴材.1から上昇隔離して車輪3で支
え，航'二I蓋の水平移動壁可能jこし開閉潔作を行うもので

ある．また閉鎖の場合は把部10を前記の場合と反對に

回鍵して二叉枠5を第3岡変諜に示すように移動す“ぱ

篭部材2は降下し溺封1に密接される．

節2画
3と取外し可能

に緒合された卿板7を備えていろ．前記パッキングリン

グ6はリング8に按鯛しており，このリング8はバネ9

によりリング6に對し抑砿され，リング6の外面獄フ・ロ

ペラのボス1と側板7とに密着す．る．

本發明は以上のように織成されているので翼が坂去ら

れるかまたは折れた場合にもバソキング装壁は完歪に働

く．また倒板7はパッキングリング6を取付け-た後に翼

軸3に]反付けられ，パ，キンク・リング6iまモの取付場所

に極めて接近して縦込むことが鵬来るのでリンク．6を正

確ｨこ取付けることが出来るものである。

船舶における銀製鯰口蓋用車輪（昭和30年箕月]新

案出願公皆第13’/33號，考案者，占川雄三安達正昭

川願人。日立迭鼎蝋§式愈社）

舶第2S巻館11雛卿

發行〃『天然祗

東京都文京腫向岡彌生町3
通話小石川(92)228,l
振替東京79362

發 行 人 剛 岡 健 一

印刷人研修舎

購讃料

1111f].50m("81iJI)

半年（前金識約）800岡

1年（〃）1,50,側

半年および1年の直接前金謹約

脳誼の方にかぎり特別銑等持臘
の場合も詮額を頂欺いたしませ
ん

帥年11月12H發行
15ノ11リ（途＄順I）船
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１
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１
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惠工學圖書

上野喜一郎箸A5上型300頁420m(=50m)

船の歴史（第2巻）近代篇

米画造船造縦學會編米原令敏讓各B5上型

舶用機關工學（第1分冊)650岡("50Im)
ノノ （第2分冊)520圓(篭50岡）
〃 （第3分1冊)700岡邊50岡）
ノグ （第4分冊)800m(E50圓）
ノァ （第5分冊)900回(邊50回）

船舶局蚕側課監修B5_上型400頁650n("50m)

船 舶の資材

茂在寅男著B6上型210頁280m(=40m)

解説「し－ダ－」

橋本・森共著A5上型200頁300m("40H)

船 舶積荷
小野暢三箸A5ui9170頁250n(蓬40m)

舶用聯動汽機

矢崎信之著B6上型300頁250圓("40n)

舶用機關史話

朝永研一郎著A5上製210頁250凹("40m)

舶用機關入門

渡邊加瀧一著A5上型200頁280u(E40m)

荒天航泊法

小芥,南.飯田共著A5上"340頁450n(jg50m)

機關士必携

依田啓二著A5上製400頁450n(E50n)

船舶運用學

小谷信市普A5上製300頁350M("50n)

舶 用補機

小野暢三著B5上製折込岡4*400m(g50H)

貨物船の設計

高木淳著A5上製240頁300m(&50岡）

初等船舶算法

中谷勝細著A5上製320n350n(邊50n)

舶用ヂーゼル機關

中谷勝紀著A5上製200頁250m(g40n)

舶用僥玉機開

關川武著B6上製140R130n(g40II)

艤装と船用品

天然牡･海

依田啓二箸A5上製230頁380u("50M)
新海上衝突豫防法概要

淺井．上坂共著A5上型290頁480M("50fI)
地 文航法

天然肚編B5上製8ポ2段組200頁480n(E50圓）

船用品便覧
造船協會鋼紺工作法研究委員會編

A5判アーI､220頁（折込11")450n("50圓）
船の熔接工作法

禧永彦叉:¥A5上型240頁400n("50n)
海圖の見 方

船舶局濫修A5上製320頁560ml(邊50IHI)
船舶年鑑（昭和30年版）

浅井・豊田共著A5上製280頁450E(g50IJ)
天 文航法

鮫島直人箸A5箱入250頁450m(g50m)

船位誤差論
宇田道陸醤A5上型300頁50om(E50圓）

海洋氣象學
利達・畠山．編I捲修A5450頁1200圓(g50圓）

象 辞典
一

系

中谷勝紀筈A5鞘入230頁500回（邊50側）

舶用ヂーゼル機關の解説
上野喜一郎著A5緬入630頁850H("50m)
船 舶安全法規

天然献編B5上製220頁450n(g50H)

船舶の嶌眞と要目第2集（1953年版）
天然枇綿B5普及版300頁300im("50EI)

船舶の罵眞と要目〈1951年版）
上田篤夫郎著A5上装（所込7枚)50U画("50m)
舶 用電氣設備

遥船協感砥氣溶接研究委員會編
A5劉總アート200頁360n(邊40圓）
船 の 熔 接設計要琵

小刺恒治著A5上製260頁420n(g50g)
責用航海術

小闘寺道敏普A5上装340頁500圓(g50m)
象と 海 難

＝

栗L

!II僻昌夫箸

船型學(推進篇)顯筒謹辮
船型學(抵抗篇)晶職蕊餅

上闘喜一･郎篝A5上製280頁380n(&504)

船の歴史（第一巻）古代中世蘆

’鰊都立京1扇向ケ岡蛎生町三天然祗縦稗東京79562爵
|’

４
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三菱防蝕亜鉛CPZとは･･…･･

三誇血蹄鉱業株』』会'il5の最新｣』殻備と優秀な技術に依って輔錬したIM界最高純度(99.997o!i以k)の亜鉛
で作ノた流露陽極J1‘磁気防伽剛猟鉛鳩極頴の総称で，派1い施工法で駁付何れ磯從求,‘ﾉ蕊綴!IIM(純度9R､60
!'!i前後）では期待I"得な,ｼ･ノた理論値に極めて逝し､防蝕ｸﾙ果が得られる。典鉛陽極iま，破防蝕体の欣況に応
じて種との形状のもしがある。

社日本防蝕工業株式会
東京都「代IIIIズ神田司|Ⅱ｣一町目三番地露話神田(25)5279.49703239

総代理店三菱茜事株式会祗

I

潭崇昭和
東'京・．､｡丈'4ﾙの内 レジ▲



三機の船舶用機材 叛三磯癒彦
厨 房 設備
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船舶関係主要製品

発電機，シリコーン変圧器，

アンプリダイン式増幅発電磯，

磁気増幅器，電動ウインチ，

柿授用電'肋機，推進用電動機，

誼勅揚錨機，電動繋船機，

配電盤，制御装澄その他
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東京機械株式会社製品
中村式浦噴操舵テレモーター
浦賀電動油圧舵取装置(型各穂）
全 密 閉型汽動揚貨機
揚錨機、楊貨機、繋船椎、
各汽動及電動

北辰電機 株 式 会 社 製 品
C－フ・ラート稗輪雑針儀
軍、複式オートバイロット
コー・スレニ’一グー及ログ

株式会社御法川工場製品
舶 用 自動石炭燃嶢機
舶 用重油喧燃装置
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園滋業品目

船舶用送．受信機JRCレーダー

オートアラーム受信機ロラン受信機

救命用無線機方向探知機

超短波無線装 置 船 内 指 令 装 置

各種無線装置取付工事・修理一切
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特長

本腱はデーゼルエソヂン．ガ,ノリン

エンヂン・モーター又はス千一ム々

一ピンの出力を測定するものでウ寸

一ターブレーキ及フリクンヨンフレ

ーキの'汁長所をjiえた低回転高卜'1

クに最"ml‐た卿i新的尤鋤ﾉJ吸收轆
髄で.ji,I)ます．

父|､ルクコンバーターを御使用の際

は本磯はそめ特長を最大に発揮致し
ます。
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